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データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果たすものと期待されて

いる。今後、データベースの普及により、わが国において健全な高度情報化社会の形

成が期待される。さらに海外に対 して提供可能なデータベースの整備は、国際的な情

報化への貢献および自由な情報流通の確保の観点からも必要である。しかしながら、

現在わが国で流通しているデータベースの中でわが国独自のものは1/3に す ぎない

のが現状 であ り、わが国データベースサービスひいてはバランスある情報産業の健全

な発展を図るためには、わが国独自のデータベースの構築およびデータベース関連技

術の研究開発を強力に促進 し、データベースの拡充を図る必要がある。

このような要請に応えるため、(財)デ ータベース振興センターでは 日本自転車振

興会から機械工業振興資金の交付を受けて、データベースの構築および技術開発につ

いて民間企業、団体等に対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容は、社会的、

経済的、国際的に重要で、また地域および産業の発展の促進に寄与すると考えられて

いるデータベースの構築とデータベース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・

容易化などに関係したソフトウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業の推進に当って、当財団に学識経験者の方々で構成されるデータベース構築 ・

技術開発促進委員会(委 員長 東海大学教授 上條史彦氏)を 設置 している。

この 「データベース構築促進及び技術開発に関する報告書(要 旨)」は平成10年 度

のデータベースの構築促進及び技術開発促進事業として、当財団が民間企業、団体等

に対 して委託実施した課題についてそれぞれの成果の概要をとりまとめたものである。

この成果が、データベースに興味をお持ちの方々や諸分野の皆様方のお役に立てば幸

いである。

なお、平成10年 度データベースの構築促進および技術開発促進事業で実施 した課

題と委託先は次表のとお りである。

平成11年3月

財 団法 人 デー タベース振興 セ ンター



平成10年 度 データベース構築 ・技術開発促進事業委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

社 会

1 生命保険商品情報データベースプロ トタイプ構

築
(株)平 和情報センター

2 ビジネス法定文書のサンプル フォームデータベ
ースの構築

ジ ャスネ ッ トコ ミュニケー シ

ョンズ(株)

3 グル ー プウェアに よ るISO9001品 質文書

管理デ ータベース ツール の構 築

日本電子開発(株)

地域活性化
4 地域対応型の農業技術情報データベース構築 アシス トマイクロ(株)

技 術

5 登録 ジオ コー ドに基づ く世界データベースシス

テムの開発

アジア航測(株)

6 複数の認証局間にお ける認証データベースの有

効利用に関する調査研究

(株)イ フ ・ア ドバ タ イ ジ ン

グ

地域振興

7 十勝毎日新聞記事データベース構築 (株)ケ ー シーズ

8 付加価値データベースシステムの開発 に関する

調査研究

(株)イ ンターク ラフ ト

9 新規産業創出のための業種 を融合 した企業情報

のデータベースの構築
(財)相 模原市産業振興財団

10 地域ホームページに係わる リンク集整備お よび

自動巡回システム と全文検索エンジンを利用 し

た効果的検索機能の開発

ミネルバ(株)

11 古墳 ・遺跡の指標 となる土器データ検索パイロ

ットシステムの作成
凸版印刷(株)

12 出雲古代遺跡デジタルデータベース構築 (株)出 雲王国

13 インターネ ッ トを利用 した四国地域の研究者デ
ータベースの構築

(財)四 国産業 ・技術振興セ
ンター

14 長崎県観光写真素材データベースの構築 長崎メデ ィア ミックス協同組

合

15 沖縄伝統空手 ・古武道国際人材 リソースデータベ
ース

(株)ア イエ ムア イ コーポ レ
ー シ ョン



目 欠、ノ

1生 命保険商品情報データベース プロ トタイプ構築

概

・

・

構

-
⊥

-
⊥

-

(乙

-
⊥

-
⊥

1

1
⊥

●

●

●

・

う
錫

9
]

ウ
匂

9
一

3

1
⊥

-
⊥

-
⊥

-
⊥

1

.

・

今

∩
O

Q
O

・

.

4

1
⊥

-
⊥

1

4

4

1

1

要

…

容

…

ム

的

内

ム

テ

テ

施

テ

ス

ス

目

実

ス

シ

シ

デ

シ

シ

ー

2

築

1

2

3

4

ム設計

開発

一タベース作成

ステム操作手順

プロ トタイプ評価

価

…

…

…

評

て

題

果

用

い

利

つ

課

効

に

1

2

後

1

2

●

●

プロ トタイプの問題点 と成果

1

1

1

1

5

5

5

5

5

7

7

7

8

8

8

2.ビ ジネス法定 文書サンプル フォームデータベースの構築

囲

由

の

の

…

ン

…

…

…
果

と

節

理

上

上

性

テ

…

ル

…
効

性

…

一

法

る

象

定

容

用

位

対

選

内

利

優

コ

制

ユ

方

れ

市

的

容

体

ジ

の

さ

の

目

内

1

2

3

4

5

6

剛

力

棚

穂

搬

醜

9
]

う
一

9
]

9
]

9
錫

9
]

1

2

●

・

・

●

●

・

3

4

5

6

7

8

乞

Z

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

Z

特長

特長

Q
】

0
ぴ

9

9

9

ン ヅの構造

場 課題

0

0

0

2

2

3

3

4

4

7

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1



3・ グル ー プウ ェアに よ るISO9001品 質文 書管 理デ ー タベー ス ヅrル の構 築 … …21

背景 と 目的

実

包

乞

z

z

z

z

A.

1

2

翫

翫

翫

翫

翫

翫

3

翫

ぶ

翫

㌶

∴
会

施 内容

1

2

3

4

5

6

動作環境

データベースヅールの機能概要

デー タベ ー ス ツー ル の構成

業務 フ ロー

データベースツールの機能

レ ビュー管理 テ ンプ レー トデ ー タベ ー スの機 能

後の課題

4.地 域対応型の農業技術情報データベース構築

的

ステム概要

ステムの特徴

ステム構成

1

2

能

ソフ トウェア構成

ハー ドウェア構成

1オ ン ライ ン機 能

2オ フ ライ ン機 能

4.6.作 成 プ ログ ラム一 覧

4.8.オ ンライ ン表 示画 面構 成

4.9.オ フライ ン表 示画 面構 成

4.7.開 発 環 境

4.9.1ユ ー ザ 管 理

4.9.2

4.10今 後 の 展 開

5.1開 発 の 概 要

5.1.1目 的

5.1.2

5.1.3実 施 内 容

5.2実 施 結 果

5.2.1

データのメンテナンス

5.登 録ジオコー ドに基づ く世界データベースシステムの開発

実施体制 とスケジュール

効率的なジオコー ド化お よびデコー ド化方法の検討

別

別

2

田

田

別

頒

3・

別

田

田

田

肪

36

36

鵠

田

田

認

諾

路

甜

⑮

39

39

如

姐

姐

姐

姐

⑫

娼

43

II



題辞の

2

3

4

5

後

.

…

今

9
]

∩乙

ウ
自

∩乙

3

乱

乱

乱

ピ

ピ

地物 に応 じたジオコー ドの表現方法の検討

ジオコー ドをインターネッ トで利用するための検討

プロ トタイプシステムの開発結果

プロ トタイプシステムの試験公開による評価

6.複 数認証局間における認証データベースの有効利用 に関す る調査研究

り
0

3

4

0

0

4

4

4

5

5

要概

-
⊥

-
⊥

9
匂

9
一

(乙

　

ヨ

ー

ぷ

○

○

飢

ぱ

○

○

○

…

容

…

…

的

内

}

‥

施

…

題

目

実

栗

.

課

結

の

1

2

施

1

2

3

後

・

・
実

…

今

データベースの形態

データベース間のセキュ リテ ィの確保

デ ー タベー ス への ア クセス コ ン トロー ル

7.十 勝毎 日新聞記事データベース構築

1

1

1

2

3

3

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

要

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

フ

ー

2

概

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

3

3

3

1

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

目的

実施内容

ハ ー ドウェア及 び ソ フ トウエ ア

作成

実施体制

実施経過

実施と結果

ア ンケー ト結果の分析

全文検索手順

実施 したデー タベースと環境

新聞記事デー タベースの問題点

A後 の課題

膨大なデータ量

新たなる可能性

8.付 加価値データベースシステ ムの開発 に関する調査研究

7

7

7

7

8

8

0

0

1

1

2

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

一
」
じめじ

ー

ま

・
1

1
・

8

8

付加価値データベースシステムとは

7
・

7
・

7
・

(b

ハ
b

6

III



8.1.2

8.1.3

8.2

8.2.1

8.2.2

8.3.1

8.3.2

8.4実 現 モ デ ル の 検 討

8.4.1

8.4.2

8.4.3

8.4.4

8.5

8.5.1

8.5.2

8.6む す び

9.1概 要

9.1.1

9.1.2ね ら い

付加価値データベースシステムの概念 68

69

70

70

70

71

71

72

73

73

73

74

75

76

76

77

77

81

81

81

データベースの価値基準の定義

値データベースシステムの動向調査

一般社会 における動向

研究分野との関係

データベースシステムのモデル構築

付加価値データベースシステムの要求定義

付加価値データベースシステムのモデル構築

ルの検討

VADBSで 実現 するサーチエ ンジンの方向性

感性語の分類

ユーザ情報の構造

付加価値データベースシステム実現モデル仕様書

野への応用効果

応用対象

期待される応用効果

のための業種 を融合 した企業情報のデー タベースの構築

背景と実施概要

9.1.3

9.2実 施 内 容

9.2.1

9.2.2

9.2.3

9.2.4

9.2.5

9.2.6

9.3実 施 体 制

9.4

9.5成 果

9.6今 後 の 課 題

本データベースの主な特徴

データ項 目

データ源及び収集方法

データ検索と利用方法

カテゴ リー分類

システム構成

ホ ー ムペ ー ジの運 用 ・保 守

実施スケジュール

1

2

3

3

4

4

8

9

9

0

0

1

1

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

IV



10.地 域ホームペー ジに係わる リンク集整備お よび 自動巡 回システム と全文検索エ ンジ

ンを利用した効果的検索機能の開発

10.1背 景 と目的

10.2開 発 体 制

10.3検 索 対 象 サ イ トの調 査

10.3.1

10.3.2

10.3.3

10.4検 索 シス テ ムの開発

10.4.1シ ステ ム構成

10.4.2動 作i環境

10.4.3

10.4.4自 動巡 回 ロボ ッ ト

10.4.5検 索 エ ン ジ ン

10.5シ ス テ ムの運 用

10.6ま とめ と今後 の課 題

検索対象サイトの調査

検索対象サイトの決定と連絡

リンク集 の公開 と連絡

検 索 キー ワー ド入 力ペー ジ

3

3

3

4

4

4

5

5

5

6

7

7

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

11.

11.1本 パ イ ロ ッ トシステ ムの ね らい

11.1.1土 器 デ ー タベー ス作成 の意 義

11.1.2土 器 研 究 の現況

11.1.3

11.1.4

11.2制 作 体 制

11.3制 作 基 本方針 と基礎 デ ー タの作 成

11.3.1制 作基 本 方針

11.3.2基 礎 デー タ の作 成

11.4

11.4.1画 像デ ジタル デー タ

11.4.2文 字デ ー タ

11.4.3画 像 ・文字 デ ー タの統合

11.4.4シ ステ ム構成

11.4.5高 精 細 画像 モ ニ タ対応 デー タ

11.5デ ー タ検 索 システ ム

11.6検 索 構造 概 要

11.7検 索 システ ム の機 能

古墳 ・遺跡の指標 となる土器データ検索パイ ロットシステムの作成

100

パイロッ トシステム作成 のための基礎データの抽出

唐 古 ・鍵遺跡 と出土土器の位置づけ

デ ジタルデー タの作成お よびデータベースの構築

1

1

1

1

2

2

3

3

3

4

6

6

7

7

8

9

9

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

V



11.

11.

11.

11.8

11.9

11.10

11.11

11.

11.

12.1

12.2

12.

12.

12.

12.3

12.

12.

12.

12.4

12.

12.

13.1

13.2

13.

13.

13.3

13.4

13.

13.

13.4.3シ ス テ ム の 検 証

13.4.4シ ス テ ム の 概 要

13.5ま と め

7.1概 要検 索 112

113

115

116

116

117

117

117

118

121

121

121

121

122

122

123

123

126

127

128

128

128

133

133

133

133

135

136

140

140

141

7.2詳 細検 索

7.3マ イ ク ロバ ー コー ド検 索

データ作成一構築一配信 システ ム概念図

パイロットシステムの成果

0パ イロヅトシステムの評価

1今 後の課題 と展開

11.1今 後 の課 題

11.2今 後 の展 開

古代遺跡デジタルデータベー ス構築

目 的

出雲古代デ ジタルデータベース構築について

2.1デ ータベ ー ス構築 の 概 要

2.2出 雲地域の文化財 に関する資料の収集、お よびその整理

2.3成 果物の権利

デ ー タベ ース の システ ム

3.1シ ステ ム概 要

3.2シ ステ ム構 成

3.3仕 様

今後の展開

4.1デ ー タベ ー ス活用 につ いて

4.2デ ータベースを利用 した事業 の展開

夕ーネ ットを利用 した四国地域の研究者データベースの構築

目 的

実施体制 とスケジュール

2.1実 施 体 制

2.2実 施 スケ ジ ュー ル

研究者データベースの構築

検索システムの開発

4.1デ ー タベ ース の環 境

4.2検 索 方法

241

441

641

VI



13.5.1

13.5.2

成 果

今後予想される効果

146

146

14.長 崎県観光写真素材デー タベースの構築

14.1

14.2目 的

14.3事 業 内 容

14.3.1

14.3.2

14.4事 業 展 開

14.4.1

14.4.2

14.4.3

14.4.4

14.5

14.

14.

14.

14.6実 施 体 制

14.7

長崎県の特徴

写真素材収集

データベース構築

対象とする業種と利用目的

写真素材データベースを活用 した事業展開

長崎の観光写真素材集CD-ROMの 制作

販売体制

針指の後今と題

1

2

3

課

…
「0

5

5

写真素材利用の現状

リースポジ、素材CD-ROMに 対する不満

素材集に対するニーズの検討

実施スケ ジュール

珊

珊

囎

㎜

皿

湿

田

皿

血

斑

皿

皿

陶

皿

陶

磁

皿

15.沖 縄伝統空手 ・古武道国際人材 リソースデータベース

…

容

実

工

事

調

D

デ

要

内

0

1

2

施

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

概

実

・

・

.

・

・

・

・

・

…

.

9
錫

9
一

9
臼

ウ
臼

9
]

9
]

9
]

9
一

9
]

9
一

9
一

9
錫

1

2

●

.

…

●

●

・

・

…

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

≠1⊥

施体制

程

実施計画策定

前調査

査公開内容の策定

調査用インターネ ット環境整備

Mに よる登録票の送付

デ ー タベー ステ ンプ レー ト作 成

一 夕入力

7

7

7

8

9

0

0

0

1

2

2

3

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

イ ンターネ ッ トサ ーバ構 築 ・デ ー タベ ース連 動 シス テ ム構 築 ・…175

試験運用

公開開始

177

178

VII



動

記

県

活報

1

2

3

広

…
3

3

0
σ

3

・

・

.

亡
0

亡
O

亡
0

5

■1

1

1

1

者発表

外広報活動

テ レマー ケテ ィン グ

178

178

178

178

VIII



1.生 命保 険商 品情報 デー タベー ス

プ ロ トタイ プ構 築

(株)平 和情報セ ンター





1.生 命保 険商 品情 報デ ータベ ースプ ロ トタイプ構 築

11概 要

11.1目 的

今 日、消 費者 は保険会社 が販売 す る保 険 内容の情報 を入手 する手段 ・方法 は、

制約 されてい る。それは、保険業法お よび大蔵省 の行政指 導で、保 険会社 は、 販

売 ・募集上 、保 険商 品や保 険会社 の各種 比較販売 を禁 じられてお り、保険商 品の

内容(約 款 、保 険料、保 険金 情報)を 積極 的 に情報開示 して来 なか った とい う歴

史 に よるものであ る。

こ う した状 況の中で、社会お よび金 融 ・保 険業界 を取 り巻 く環 境 は 日本版金

融 ビヅクバ ン を契機 と して情報開示の要求 は 日々高 まる傾 向 にあ る。

本 シス テムは、 この時代 の要請に応 え よ うとす るもので、生命保 険商品の商 品

情報、約款 情報(テ キス ト文書、 図、表)、 用語情報 を一般 消費者の立場 に立 っ

て電子化、 デー タベー ス化 し、 イ ンターネ ッ トで情報検索 を行 うシステムの プロ

トタイ プ構築 を行 うもの であ る。

これに よ り、利用 者が 自由な発想で商品 内容 を検 索する ことがで きるデー タ

ベー ス ・シス テム ・サー ビスの実用化 に寄与す るこ とを目的 と してい る
。

11.2実 施 内 容

(1)検 索ル ー ト

検 索ルー トは一般消 費者 向けの 「加 入 目的か らの検索 」、「保険 ガイ ド検索 」、

「保 険用語検索 」 を設定 し、保険知識 を持 っている人向けに 「約款DB検 索 」 を

設定 した。以下 にそれぞれの検索ルー トの説明 をす る。

・加入 目的か らの検索

生命保険 文化 セ ンターの資料 か ら、一般 的な加 入 目的(死 亡保 障、貯 蓄、

病気 ・ケガ、 老後)と 保険商品 がその加入 目的に対 して して いる保 障項 目

か ら、 最適 な保 険商品 を検索 し、その該 当商品 の特徴 、仕 組図、付加可能

特約 を紹 介 してい る。 また、保険契約の 内容確認 のために約款情報 も紹介

してい る。

・約款DB検 索

一般 消費者 向け でな く
、 ある程度保 険用語 等 を知 って いる人や約款 内容 を

確 認 した い人が使 う機 能であ る。約款デー タベースで作 られ たイ ンデ ヅク

ス ファイル か ら約款 文書の フ リー ワー ド検索 がで きる。 フ リー ワー ドは 直
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接入力する場合とインデヅクスファイルより選択する場合がある。該当す

るフリーワー ドがある場合、約款文書が一覧表示され、確認したい約款本

文、別表情報が参照できる。

・保険ガイド検索

保険契約後のことについては 「約款を読んでください」ということで、あ

まり説明しないことが多い。この機能は純粋な検索とは違うかもしれない。

しかし、約款の中でも特に読んで欲 しい部分を抜粋 しているしおりの部分

を重要事項別に分けることで一般消費者が知りたい内容がわかるようにな

っている。

・保険用語検索

保険用語は一般に馴染みの薄い用語である。分からない言葉が出てきた場

合、辞書では頭文字で調べる。同じように保険用語の頭文字を選択するこ

とで、その頭文字の用語説明が表示される。

(2)コ ンテ ンツ作成

検索対象 とす るデー タベースは、保 険商品の特徴、説 明、仕 組図等 の情報 を持

つ保 険商 品データベース と条文NO、 条 文本文等 の情報 を持つ約款 データベース

を作成 した。データベース作成 はテ キス ト文書 をF/H仕 様 に変更 し、バ ヅチ一

括処 理で作成 した。

イメージ情報 と して 「障害の 図解 」、 「解約払戻金額例 表」、 「払済保 険金額例

表」、「延長保険期間お よび生 存保 険金額 例表」等の例表 と保 険商品の仕組 図を作

成 した。

(3)開 発 環境

Windows環 境 の クライア ン トPCとUNIX環 境のサーバ をLANで 接

続 し開発環 境 を構 築 した 。ソ フ トは クライア ン トPCに イメー ジ入力 ソフ ト、U

NIXサ ーバ に送信で きるftpソ フ ト等 をイ ンス トール した。

サーバ にはSolalis2.6、Webサ ーバ,当 社 の製 品であ る 「Future

/HappinessLight」(以 降F/Hと 呼ぶ)を イ ンス トー ル し環境設定 を行 った。

(4)開 発体制

開発体制 は、 図1-1に 示 す体 制、作業 内容で実施 した。
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【体制】 【作業 内容】

サーバ環境構

築

システム設計

開発

コ ンテ ンツ作

成

・プロジェク ト進捗及びコス ト管理

・全体構想

・OS 、使 用製 品 のインストール/環 境設定

・システム設計

・プログラム設計/開 発/テ ス ト

・利用手引書作成

・データパ ンチ入力

・データ編集/加 工

・イメージデー タ作成/入 力

図1-1開 発 体制
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(5)作 業スケ ジュール

作業ス ケジュールは、表1-1で 示 すスケ ジュールで実施 した。

表1-1作 業 ス ケジュール

作業項目

平成10年 平成11年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

サーバ環境構築 予定

実績
〈

<掛

》

コ ンテ ンツ作成 予定

実績
4レ

ぐ 〉

システム設計 予定

実績
司

く

芦

)

システム開発 予定

実績

・ぐ

ぐ

レ

レ

システムテス ト 予定

実績 司

⇔

》

利用手引書 予定

実績
⇔

⇔

利用評価 予定

実績
暢 レ

< ●

報告書作成 予定

実績
司 〉

褐 》
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12構 築 システ ム

12.1シ ス テ ム 設 計

シス テムコ ンセ プ トとして一般消 費者 と保 険を よ く知 って い る人 を想定 し、前

者への狙 いは最適な保 険商 品 を紹 介 し、保 険加入後 の重要事項 を理解 させ、一般

にな じみの薄 い保 険用語 を理解 させ ることである。

そのア プロー チ方法は、保障 内容 か らの最適な保険商 品、付 加情報、保険用語

の紹 介 と した。後者 は約款 をフ リー ワー ドで検索 するこ とで検索 のス ピー ドア ヅ

プ化 を図 った 。

コンセ プ トに従 い 「加入 目的か らの検 索」、「保 険 ガイ ド検 索」、 「保 険用語検

索」、「約款 デー タベー ス検 索」の検 索ルー トを設 計 した。

12.2シ ス テ ム 開 発

次 に、検索 ルー トを実現 す るには どうすればい いか を検 討 した。そ して、 デー

タベース検索 エ ンジンソフ トのF/Hを 使 ってデー タベース化 された約款 文書 と

保 険商品 を検 索で きるCGIを 作成 した。

また、保 険 ガイ ド検 索は保険加入前後 に重要な こ とが らをい くつ かの切 り口で

分 けてHTML文 書 を作 成 した。保 険用語検索は約款等 に記載 されてい る保 険用

語 を50音 順 で検索 で きるよ うなHTML文 書 を作 成 した。

12.3デ ー タ ベ ース 作 成

デー タベース作成 は、テ キス ト文書 をF/H仕 様 に変更 し、サーバ にお いてF

/Hの ユーテ ィ リテ ィを使 って一括バ ヅチ処理 を行 った。

124シ ステム操作手順

例 として保険用語検索をあげる。
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(1)図1-2の 画面 か ら保 険用語検 索画面 をク リックす る。
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この部分をクリノクすると生命保険

用語検索画面を表示します。
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図1-2保 険用語検索画面

(2)生 命保険用語検索 画面(図1-3)が 表 示され る。意味 を調べ る用語 の頭文字

をク リヅクする。
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例 えば、 「被 保険 者 」 の意 味 を調 べ た い と

きは 、「ひ」 の部 分 をク リ ノク しま す 。
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図1-3生 命保険用語検索画面
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(3)該 当の頭 文字 の説明画面(図1-4)が 表 示され る。

,嚇 嶋 .'ざ繰 ぴ.

健脚保輔 車ぷ掴頴 蜥 よ誠一

され織 織。.

耀灘 勘蜘 》・‥

麗 を ク リヅク す れ ば、

図2・2へ 戻 りま す。

図1-4該 当の頭文字 の説明画面

1.3プ ロ トタ イプ評 価

1.3.1利 用 評 価

利 用評価 は社 内か ら保険知識の少ない人か ら豊富 な人、社外 か ら生命保 険会社

の人 まで25人 にデモ を行 い、その後 イ ン トラネ ヅ ト環 境下で操 作 し、評価用 紙

に記入 した。

1.3.2プ ロ トタ イ プの 問 題 点 と成 果

評価用紙 か らの意見 ・感想 を整理す る と問題点 は大 き く2つ あ り、1つ は画 面

の見易 さがあげ られ る。 もう一方は、使 いに くい とい うことがあ げ られ る。

これは、利 用者 の範 囲を広 げす ぎたこ とが理 由であ る と考え られ る。

今回の プ ロ トタイプの成果 は第1に 保険商品 を選 択 しやす くで きたこ とがあげ

られ る。次 に約款 を作成 す る人か らみ れば、約款 が キー ワー ド検索 で きるように

な り、共通条 文等の検 索が素早 くで きるようにな ったこ とがあげ られ る。
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14今 後 について

14.1課 題

(1)消 費者に分か り易 い画面設計

一般消費者 を対象 に して い る割 りに
、画 面項 目に工夫 がないの で、消費者 に分

か り易い画面設計 を考 えなければな らない。

(2)夕 ーゲ ヅ トの決定

一般消費者
、約 款管理者、生命 保険会社社員等、 システ ムを使 う人がは っき り

して いない。画面項 目を工 夫 して、誰 に情報 を発信 してい るの か を考えて、シス

テ ムを構築 していかな けれ ばな らな い。

14.2効 果

(1)消 費者の意識改革が進む。

インターネヅトを使って商品を探すということは、今までのセールスマン等か

らの推奨商品を購入するのではなく、自らの意思で商品を選択しているのである。

これは、これまでの日本における生命保険に対しての消費者の意識 ・行動として

希薄であった自己責任で商品や会社を選択するという意識改革に役立つ効果があ

る。

(2)生 命保険会社の約款文書の電子管理が進む。

約款を作る側から言えば、約款文書が電子化されれば版数管理することも容易

になる。そして各約款文書の共通ワー ドの検索をすることで、新商品が販売され

る時、約款作成が素早く対応できるようになる。
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2.ビ ジネ ス法定文書 のサ ンプル

フ ォー ムデー タベー ス構 築

ジ ャス ネ ッ トコ ミュニ ケ ー シ ョ ンズ(株)





2.ビ ジネス法 定文書サ ンプルフ ォームデ ータベ ースの構築

2.1目 的

会社 を設 立 し事業 を継続 す るか き り法定 の取締役 会や株 主総会 を開催 し議事録

を作成 しなけれ ばな らない。 また、社 員 を雇 った り、組織 を変更 した場合 、諸官

庁へ添付 書類 と共 に申請 や届 出をす る必要があ る。 これ らビジネス法定 文 書は多

岐 にわた り、 文章の 内容 や、 どこへ、 どんな書類 を、 いつ まで に届 け出な ければ

な らないか、 すべて を理解 し覚 えてお くこ とは素人 に とって難 しい。そ こで、 司

法 書士や税理 士な どの職業 専門家 に作成 を依頼 するか、解説本 や書式集 を購入 し

必 要個所 を読み こな し、 自ら書類作成 す ることにな るわけ だが、 その分 、費用や

時 間がかか るこ とにな る。

この よ うな こ とか ら、 ケー ス別 にフォー ムおよびその留意事項 な どをデー タベ

ース化 しイ ンターネ ッ トで
、 必要な個所 のみダ ウンロー ドしてサ ンプルの通 り記

入 すれば作成 で きるよ うにするこ とは、 イ ンター ネ ッ トが ビジネスイ ンフラ とな

るこれか らの時代 に社 会的に も有意義な有用性 の高い システ ム となると考 え、

「ビジネス法定 文書のサ ンプル フォー ムデー タベース」の構築 を企 図 した
。

2.2内 容

ビジネス を営む うえで遭遇 す るケース で必要 とされ る申請 ・届 出書お よび添付

書類 の記入例(サ ンプル フォー ム)、 作 成 ・提出のポイ ン ト、提 出先、提 出期限

な どを取 りま とめ、デー タベース化 する。

2.2.1対 象 範 囲

今回対象 と したテー マは、本 報告書2.8図 版 の図1(「 ビジネス法定 文書サ

ンプル フォー ムデー タベ ース」ダ ウンロー ド部分 の樹形 図)に 示 した通 り、株 式

会社 商業登記 が、設立、役員 変更、増資 の3テ ー マ、有 限会社 商業登記 も同様 の

3テ ーマ、社会保 険税 金関連 が、従業員の入社、退社、産児休暇 、育児 ・介護休

業の4テ ーマ、 計10テ ーマ とな ってい る。

2.2.2選 定 理 由

公 共機 関へ の数多あ る手続 きの うちか ら、 と りわけ上記2.2.1に 明記 した

10テ ーマ を選 定 した理 由は、以下 の2点 であ る。

1.上 記10テ ーマが他 の手続 と比較 して、手続の発生頻度的 に高 い こと。

2.上 記10テ ー マに関す る書類 の作成 にあた っては、法 的な細 かな規定 が存

す るこ とか ら、作成上幾 多の留意 点 を必要 とす るとい うこと。
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上記2点 の判断 に基づ く2.2.1の10テ ーマの選定 は、 ジャスネ ッ ト コ

ミュニケーシ ョンズ株 式会社 の組織 す る士業有識者の委員会の判 断に よった。

2.2.3内 容 上 の特 長

・個 別の手続 きについて説明 した税 金の本、社会保 険の本、登記 の本は数多 く出版

されて い るが、 一つの事 例 に必 要 な手 続 き とい う観点 か ら横 断的 に手続 きお よ

びサ ンプル フォー ム をまとめたデ ー タベー スは現在 ない。

・経験豊富 な実務家 による作成上 の ポイ ン ト等 を明示す るため、手続 き上 の ミス を

回避で きる。

・イ ン夕日ネ ヅ トを使 い必要なケー スのみデー タベー スよ りダウ ンロー ドすれ ばよ

く、 また使 った分の費用 のみ 負担 す れば良いため、安 くすむ。

・フォー ムを最初 か らワー プロ等 で作成 す る手 間が省 け る。

・ネ ヅ トワー クでデー タベー スにア クセスす る方法に よれば、最新 の情報 を手 に入

れやすい。

・各省庁 が積極 的に進 め ようと して い る電子媒体 による申請、届 出受付 けの動 きに

先行 して いる。

・イ ンターネ ヅ トを利 用 した本格 的 な ビジネス 系有料 サイ トは現在 見 かけず、有 料

利用 のイ ンター ネ ヅ トコ ンテ ンヅ として先進性 があ る。

・広 く会社 を経営す るにあた って必ず必 要 とす る諸手続 きお よび フ ォー ムであ るた

め、利 用ニーズは高 い と予想 され る。

2.2.4利 用 上 の特 長

・イ ンターネ ヅ トを利 用す るこ とに よ り誰 でも、24時 間利用 す ることがで きる。

・必要なケース を必要 とす る ときに ダウ ンロー ドして使 え る。

・本の よ うに一冊 ご と買わ な くてすみ、必 要ない情報 まで買 う必 要がない。

2.2.5優 位 性

特 に強 調 してお きたい、優位 性 に関 しては、次の よ うにま とめ るこ とがで きる。

各ケース ともその 内部 にお いて細 か くタイ プ分け して、利 用者 に必要な タイ プ

のみ ダウ ンロー ドして使用 して も らう形 を とるた め、専門家へ の依 頼は言 うに及

ばず、 一冊 の参考 書籍 を購入 す る よ りも1件 当た りの価格 を安 く押 さえるこ とが

で きる。

また、使 い勝手 の面か ら見て も書 籍な どと比較 して下記2点 の優位性 を指 摘す

ることがで きる。
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(1)事 象に よるタイプ分 け:

従来 か らの解 説本(CD・ROMを 添付 した書籍 も同 じ)は 、例 えば、役員変 更

とい う一つの事象 につ き、い くつかのパ ター ンを列挙 しなが ら解説 して い るが、

一冊 の書籍 であ るため、重複 した解説やサ ンプル フォー ムの掲載 は避 ける ような

構成 が とられて いる。 このた め、不慣れな人に とって 自分の必要 とする記述 を特

定 してい くこ とは非 常 に難 しい作業 とな る。

特 に役 員変更 のよ うに、事象(役 員の一部重任 や全員重任)ご とに登記 書類が

微妙 に変わ って くるような ケースは、書籍 に自分 に該 当す る事 象例 がない場合、

利用 者は 自分 に必要な書類は、本 を参考 に して想定 を交えなが ら揃 えてい くこ と

にな る。

この点、本事業 の方法は、 タイプ分 けに重点 をお き、細 か く網羅 的に分類 を施

した上で(2.8図 版 図1参 照)一 つ一つのタイプに必要 書類 を用意 してい るた

め、必要書類 を揃え る上 で利用者 に想定 の余地 を与 え るこ とはない。本役 員変 更

には始 ま りも終 わ りもな く、従 ってこれを通読 す る必要 もない。必要な と きに必

要な部分 だけ取 り出せ るよ う設計 されてい る点、 書籍 に対 す る優位点 と して挙 げ

るこ とが出来 る。

また、上記(1)と は、全 く逆 の意味 で本事業 の従来 品に対す る優位性 を指摘

す るこ ともで きる。

(2)仕 組みによるタイプ分け:

先に述べたように、役員変更のように登記事由に先だって事象が発生するよ

うなケースの場合、利用者は生じた事象に合致するタイプを参考にするリス トの

中に探すことになり、その場合は網羅的なタイプ分けがその参考 リストに要求さ

れることになる。しかし登記申請の中には、これとは趣を異にするケースも存在

する。

それは、まず特定の仕組みが先立って存在し、利用者がその中から1つ の方法

を選択するようなケース、つまり登記行為が事象によって決定されない新株発行

のようなケースがこれに該当する。

増資のための新株発行にもさまざまな形態がある。まず大分類として金融機関

を通す新株発行なのか、通さない新株発行なのかの別が挙げられる。さらにその

分類の内部でそれが株主割当によるものか、第3者 割当によるものか、利益や準

備金の資本組み入れによるものか等さまざまな方法的な分類が可能になってくる。

利用者は増資を行う場合、こうした規定の方法から1つ の方法を選択すること

になるが、必然的に煩雑さの少ないタイプが利用回数的に多く選択されることに

なる。
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書籍では、一応それが新株発行に関する解説書である限り、それらいくつもあ

る方法を網羅的に解説する必要があり、そのことがかえって利用者に紛 らわ しさ

を感じさせる恐れがある。これに対 して本事業の方法は、もっとも頻繁に使用さ

れる登記しやすいタイプを選 りすぐって掲載してお り、利用者に何を選択すれば

よいか一目で判断できるよう設計されている点、これもまた書籍など従来品に対

する優位点として挙げることが出来る。

2.2.6コ ンテ ン ツの 構 造

「ビジネス法定 文書サ ンプル フォー ムデー タベー ス」は
、 イ ンター ネ ヅ トか ら

のダ ウンロー ドコ ンテ ンツであ る。当社 がホー ムペー ジを置いてい る3つ のサー

バ(渋 谷 ・柏 ・コ ロン ビア)上 か ら、イ ンター ネ ッ トに接続 して ブラウザ か ら操

作 するこ とで端末 にダ ウンロー ドして使 用す る。 コ ンテ ンツは、マイ クロソ フ ト

Word97及 びWeb記 述言語HTMLで 作 成 す る。Wordフ ァイルの場合

は、 その容量の大 きさ、 ダ ウンロー ド時 間の短 縮 のためアー カイバ ー(lhユ ー

テ ィリテ ィ)を 使 って圧縮 をかけ た もの をサーバ上 に置 く。(2.8図 版 図2参

照)利 用者がホー ムペー ジ上 に列記 され た各 タイ プ(2.8図 版 図3参 照)を ク

リヅクす るとダ ウンロー ドす るよう、記述 され た タイプをアンカー タグで括 って

該 当す るコンテ ンツの置 いてあ るサーバ上 のデ ィレク トリに飛 ばす。利用 者は 自

分 のハー ドデ ィス ク内に圧縮 され たEXEフ ァイル を収納 す るこ とにな るが、圧

縮 がかけ られた ファイル をその まま使用 す るこ とは出来 ないの で、 ダブル ク リヅ

ク してこれ を解 凍す る。EXEフ ァイルは解凍後① 申請手続 きの詳細 な手 引 き

② 申請書類 の記述例 ③ 記述例 を参 考 に固有情報 を入力す るブランクフォー ムの

3種 類の ファイルに分類 され る。① を読んで か ら、② を参考 に して③ の フ ォー ム

に記入 し、 プ リン トア ウ トして実 際の 申請 に使用 す る。

2.3.実 施 体 制

税務署 、社 会保険事務所、 法務局(登 記所)な どへの届出 となるため、 職業専

門家で構成 す る委員会 を設 置 しその確認 ・チ ェ ヅクを受 け実施 した。

委 員のメ ンバ ーは下記の通 り

公認会計 士 坂 上 誠 社会保 険労務 士 三浦 得雄

税 理 士 森 嶋 克次 行政 書士 新井 賢宏

委員会の度 に、構築 内容 に付 き、専 門家の立場 よ りア ドバイス ・コメ ン ト ・確

認 を受 けた。(2.8図 版 図4参 照)

・デー タベー ス化 す るケー スの確認

・デー タベース化 す る項 目
、 サ ンフ.ルフォー ムの確認

・デー タベース化 された 内容の確認 必要 に応 じ作成上 のポイ ン ト等追 加
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また、委員会に先立ち、個別具体的な内容についてはそれぞれ専門家の方に御

相談のうえ作業を進めた。

ケース選定、項目確定、項目毎構成内容表記方法の統一など作業進捗状況

および内容確認

2.4.ス ケ ジ ュ ー ル

タイ トなス ケ ジュー ルの中で、5回 の委 員会 を開催 し内容物 、 フォー ム等 の

チ ェ ヅクを しなが ら作業 を遂行 した。著作権上 の問題 が生 じな いよ う表現方法 に

注意 し、 また、 一般 的なブラウザーで 同 じよ うに画 面表示 され るよ うデー タベー

ス システ ムの構 築 を行 った。

(○及 び 一 一 は予定 。●及 び は実際の進捗状況)

7月8月9月10月11月12月1月2月3月

デ ータベ ース化 ケ ースの選定 ○●

デー タベ ース化項 目 ・フ ォームの選定 ○ ●

委 員会 によ る確認 ○ ● ○● ○● ○● ○●

ケース毎 の情 報収集 お よびデ ータ入力

デ 一夕ベース システ ムの構 築

入力デ ータの修 正 ・追加

委員会 によるデ ータベース システム機能の最終確認 ○●

デ ータベ ース システム の完成 ○●

2.5利 用 の 方 法

ビジネス法定 文書サ ンプル フォー ムデー タベースは、有料 のイ ンター ネ ヅ トサ

イ トであ る。上述 した ように、選定 された10テ ーマは、 その内部 にお いて利用

者 タイ プ別 に細 か く分類 されている。2.8図 版 の図1に そのダ ウンロ・一一・・ド部分

の木構 造 を示 したが、 ダウ ンロー ド可能 なコンテ ンツは全部で58タ イ プにのぼ

る。

Web上 では 、 これ ら58の タイ プは全て、下記 にあげ る2つ の方法 を通過 し

ないこ とには ダ ウンロー ド出来 ない仕組 み にな って いる。

① イ ンター ネ ヅ ト少額決済 システ ムBitCashを 利用 す る方法

② 会員用 のID、 パス ワー ドを発効 し、 これ を利用 する方法

① は、大手 書店(紀 伊国屋、三省堂な ど)や パ ソコ ンシ ョヅプで入 手で きるプ

リペ イ ド形式 の決済 カー ド。カー ド裏 面の暗号 をWebか ら入 力す るこ とによ り、
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券面額分 だけネ ヅ ト上で商 品 を購 入で きる仕組 み。1タ イ プ500円 か ら1,00

0円 で ダウ ンロー ドで きる。

② は、利用 毎1回1回 課金 システ ムを通過 す る方法 ではな く、企業 の総務 ・人

事 な どに とって経 費処理 しやすい年会費 に よるフ リー利 用。年会費(48,000

円)を 払込 む ことに よって取得 で きるID、 パス ワー ドを利用 して、1年 間は法

定文 書サ ンプル フォームのコ ンテ ンツを自由にダウンロー ドで きるシステ ム。

2.6予 想 され る効 果

今 回の、 この よ うな ビジネス法定 文書のサ ンプル フォー ムデー タベース を構築

す るこ とによ り利便性 が高 ま り、 さまざまな効果 が期待 で きる。

・上述の よ うに、本法定文書は い ままで書類作成 にかかっていた時間 と費用 を大 幅

に削減す る可能性 を有す るた め、200万 社 にお よぶ企業 の総務 ・経理 担 当者や会

計 事務所 の間で広 く活 用 され るデー タベ ー ス とな りうる。初 年 度は500社 と

の契約 を狙 う。

・各省庁 が積極 的に推進 しようと して い る申請ない し届 出書類 の電子化 の動 きに先

行す るため、話題性 と先進性 が認 め られ る。

・今後 ます ます普及 す るであ ろ うイ ンターネ ッ トを利用 した、本格 的な ビジネス コ

ンテ ンツサー ビスであるため、今後利用者 の増加 が見込 まれ る。

・各省庁 が電子媒体 による申請届 出 を推 進 する こともあ り、その対象ニー ズは ます

ます広 が ることが予想され る。

2.7今 後 の 市 場 性 と課 題

イ ンターネ ヅ トの普及 は 目を見張 るものがあ り、大企業の従業 員は殆 どその恩

恵 を受けてい るとい って も過 言で はない。今後 家庭 や中小企業 にも広 く利 用 され、

な くてはな らない社 会イ ンフラ とな るこ とが期待 され てい る。 こう したイ ンター

ネ ヅ トは、 これ までの ビジネス の仕 組み を変革 する力 を持 ってお り、利便性 ・迅

速性 ・廉価性 を持 った ビジネスを起 業 させ る。本事業 は、 まさにこの時 流 に乗 っ

た ビジネスであ り市場性は無 限大 に広 が るもの と期待 され る。

しか し、大 きな課題は、"イ ンター ネ ッ トは無料であ る"と い う認識 が一般化

してお り、 また、知識 や ノウハ ウな ど無形 の財産 に価値 を認 めない国民性 とあい

まって有料 での提供 がスムー ズに浸透 す るか懸念 され る。

職 業専 門家 の先生方は、料金 を頂 き書類作成等 の代 行 をす る。その ノウハ ウを

デー タベース化 した ともいえ る本デー タベース もまた有料 でのサー ビス提供 を前

提 としてい るが、イ ンターネ ヅ トの現 状等考 え合わせ ると、利 用者 が本 デー タベ

ース を有料 で も使 ってみ よう と思 う日まで、幾分時間 がかかるこ とも懸念 される。

また、 有料 での利 用 を行 うための、 決済 方法(課 金 の仕 組み)は 、 プ リペイ ド
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型 の課金 システムや クレジ ヅ トカー ドによる決 済 が一部行 われて いるが、安全性

や利 便性の点 か らそれほ ど普及 して いないのが現状 であ る。今後、決済方法の標

準化 が一 日も早 く実 現 し、広 く利用 で きる環境 にな ることを切 に希望 してい る。
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レ
2.8図 版

「ビジネス法定文書サ ンプルフォームデータベース」ダウンロー ド部分の樹形図

トップペ ー ジイ ンデ ックス

全58タ イプ

総計540枚 の文書形式ファイル

株式会社商業登記

インデックス

22枚

有限会社商業登記

インデックス

設 立 ※1

役員変更

社会保険税金関連

インデックス

設 立 17枚

従業員の入社

これは、代表取締役が代表取締役

総懸鰹鐸㌶{三]
ます◎

これは、代表取締役が任期満了に

灘灘難竃{ヨ
になります。

竃灘灘 〉回

欝欝羅{司
鍵 盤蹴 たタ侮[三]

一人採用

これは、代表取締役任期満了により

耀欝 欝 ゴ{剥

離 驚髄㌶{亘]

藤織 騨 の{三]

離 籍㌶籔麟{三司

増 資一

従業員の退社

前職あり住民税特別徴収

前職あり住民税普通徴収

前職なし

26枚

23枚

再就職した場合 8枚

再就職 しない場合

従業員の産児休暇

17枚

従業員が十人以上 4枚

役員変更

4枚

従業員の育児 ・介護休業

罐 役が捌 したタイづ{三 口

裂離 婁　黙 響き{三1

璽灘 騨1』[三1

株 主 割 当

第3者 割 当

14枚

14枚

授権資本の増加 10枚

一
金融機関への払込を必要としない増資

株 主 割 当 →

→

12枚

第3者 割 当 14枚

利益の資本組入れ → 10枚

一

準備金の資本組入れ → 8枚

0101-0430退 社

0501-1231退 社

療養給付を受けている

8枚

8枚

9枚

辮欝欝{三]

13枚

これ1ま代参…取毒帝働 芯代表取締役と
しての 地位登辞儀し、緩櫛の選任

灘灘懸叢{三1
が この会社の代表‡髄 有するよう
に定款変更する。〉

繋趨 灘晒{三]

難麟灘購{三 ヨ
耀 繋 欝欝㌫[10枚]

畿羅羅蹴{三]
表取締役に就任するタイプです。

増 資

これは、取締役会において共同代表
の定めを設けて、代表取締役を1名
を増員するタイづになります令

これ韮ま、取締役会において共同代表
の定めを設けず、単線代表で代i表
～縛網 名を増負するタイゴになりま
す。

回
日

豊蹴 轡住鞭移転し[三]

麟 鍔禦聯 繋夏{三司

灘魏鑛興 諏締[司

懇懇1㌶鱗響{三 司

欝1纏罐翻 鶯[9枚]

金融機関への払込を必要とする増資

12枚

金融機関への払込を必要とする増資

出資割合に応 じて割当
出資割合に応じて割当 12枚

11枚

これ1ま、取締役1名 を増員するタイづ

匡こ 珪…款

す。
嚢灘i講蔓遍

蹴購 撒 蹴{三1

蕊 灘 繊て㈱{那

鍵 盤 繊㈱)〉[徽]

1講麟雛騨掴
繭灘1繊i黎シ回

離離購 鰹掴

(図1)

出資割合に変更が生じる

新規口数の割当方法

11枚
出資割合に変更が生 じる新

規口数の割当方法

辮 査役一 蹴 タ{動

議 蓼灘 酬櫟で)〉[3枚]

竃霧緩 轟織 掴

※2
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ユーザと当サーぜ スとのネットワーク概念図

ユーザ

ザ一
↑

一

一

ー

ー

ユ

'

－

TERN

OONT副TS

ビジネス文 例

DOWNLOAD

ダブル クリッケ で自己解 凍

《図 面1)

■ 第1DNSXWWWサ ー バ ・渋 谷

■ 第2DNWWWWサ ーバ ・柏

,.、;,E,ic.:.1,瀕 《i:冊,`

,第3DNSIWWWサ ー パ

ココ ロ ン ピ ア

↓
遍01.exe

錨02.exe

fNlO3 .exe

瀦溺04.exe

悩05.ex白

悩06.e×e

圧 縮 自 動 解 凍 ソフ ト

|hユ ー ティリテ ィ

(図2)

…撫株 式会 社 増 資

搾 詳 繋 翼 轄 必要とする増資
鶯磁 護2金 融 機 関 へ の 払 込 み を必 要 としない 増 資

i≡盤2-1株 主 割 当 轟
i-1鑛2-2第3者 割 当 ・轟

ii::墨三=纏 縫窒菖奢鶏 殼 欝曲
律 撫ヨ3授 権 資 本 の 増 加
i－盛3-1授 権 資 本の 増 加 幽

(図3)

随 時
担 当者 内容確認
コ ンテ ンツ
・システ ム構 築

委員会
職業専門家

専門家
・商業 登記 関連
・社 会保 険 関連

(図4)
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3.グ ル ー プ ウ ェア によるISO9001

品 質 文 書管 理デ一 夕ベー ス ヅール の

構 築

日本電子開発(株)
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3.グ ル ープ ウェア によ るISO9001品 質文書 管理 デー タベ ー

ス ツールの構 築

3.1背 景 と 目的

企業 内へのパ ソコン導入 は着実に進み、1人 にパ ソコ ン1台 の環境 は 目前 とな

って い る。それ らのパ ソコンはネ ヅ トワー クで結ば れ情報 交換 の道 具 とな って い

る。

更 に、 グルー プウェア を利用 した情報共有、 コ ミニュケー シ ョン、或いは ワー

ク フロー に よる電子承認等企業 内におけ る業務効率化 、ス ピー ドア ップを図 ろう

とす る企業 が増 えてい る。品質管 理は、製造業 を中心 と してISO9001及 び

ISO14001へ の適 用が進み、その範 囲は建 設業、サー ビス業、情報処 理産

業 な どへ広 が りを見せ てい る。製 品の設計 ・開発 ・製造 ・据付 け及 び付 帯サー ビ

ス を対 象 と したISO9001の 要求事項 に沿 った品 質マニ ュアル ・社 内規 定 ・

手順 書 ・記録 の維持 ・管理 には大量 の文 書が発生す るが、 その文 書管 理は依 然 と

して紙 ベー スでの管理で運用 して いる企業 が多い。本 デー タベー ス ツールは、紙

ベー スで管理 ・保 存 されて い る品質 文書/記 録 を、 グルー プウ ェア を利用 してI

SO9001品 質文書管理 デ一夕ベース ヅール を構築 し、文書管 理 にか か る作業

を効 率化 させ、 コス ト削減 を図 ることを目的 としてい る。

3.2実 施 内 容

ISO9001品 質文書管理 の維持 ・運用 に必要な、査 閲 ・承認、 最新 文書 の

管理 、配布、採 番、他 の品質管理 デー タベース との連携機 能 を持 つデー タベース

ツールの 開発 を行 った。 このデー タベース ツー ルは、品質文 書/記 録 の管 理情報

を統 合的 に管 理 する 「ISOManager」 と、既 に弊社 で販 売 して い るワー クフロ

ーエ ンジ ン 「ISOWorkflow」 で構成 され、イ ン トラネ ヅ トお よび エ クス トラネ

ヅ トで利 用で きるよ う、Webブ ラ ウザか らの利用 を可能 としてい る。 また、 ワー

ドプロセ ヅサ フ ァイル を貼 り付 けた添付 ファイル によ る管 理 だけでな く、 固定 フ

ォー マ ッ トの フ ォー ムを別デー タベー スに構築 して この ヅール と連携す るこ とに

よ り、ISO9001の 要求事項 に沿 った様 々な品質文書/記 録 の発行お よび管

理 が可能 となる拡張性 を備 えた ヅール とな ってい る。連携 す る品質管理 テ ンプ レ

ー トデー タベース と して、設計管 理 において必要 とな る レビュー記録 票の発行お

よび管理 が可能 な レビュー管理 デー タベースを開発 した。 また、 この ヅール を社

内品質 システ ムの 一部 と して利 用 し、操 作性や使 い勝手等 の評価 を行 い、製品化

に向 けての企画 を行 った。
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3.2.'1動 作 環 境

(1)サ ー バ

グ ル ー プ ウエ ア:ロ ー タ ス ノー ツ/ド ミノR4 .6x

対 応OS:WindowsNTServer3.51,WindowsNTServer4 .0

(2)ク ライ ア ン ト

グル ー プ ウエ ア:ロ ー タ ス ノー ヅR4 .6x

※ ロー タ ス標 準 漢 字 ア ドレス 帳 が 必 要

対 応OS:Windows95!98!NTWorkstation(ノ ー ツ ク ラ イ ア ン トの 場 合)

対 応 ブ ラ ウ ザ:InternetExplorer4.0以 降 、NetscapeNavigator4.0以 降

(3)シ ス テ ム構 成 の例

WindowsNTServer40

Windows95/98

ノーツクライアントR4.6xJ

Windows95/98

フ●ラウサ◆クライアント

1ntemetExprorerま た は

NetscapeNavigator

図3-一 一1シ ス テ ム構成 の例
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3.2.2デ ー タベ ー ス ツ ール の機 能概 要

●プロジェクト単位での品質文書/記 録の計画および管理

●品質文書/記 録の作成 ・改版時の承認ワークフロー

●品質文書の版数管理 ・最新文書管理および採番管理

●品質文書/記 録の作成 ・更新時、関係部門への通知および受領確認

●文書名 ・文書番号 ・作成者 ・作成日付などのキーワー ドによる全文検索

●プロジェクト終了時に別データベースへ保存するアーカイブ機能

●総合メニューからプロジェクト単位での品質文書/記 録の作成

●添付 ファイルによる文書管理

●Webブ ラウザからの作成 ・参照 ・承認ワークフロー

●固定フォーマヅトで管理可能な品質文書/記 録は、品質管理テンプレー トデータ

ベースと連携

3.2.3デ ー タ ベ ース ツ ー ルの 構 成

本 ヅールは、ISOManagerとISOWorkflowで 構成 され る。ISOManagerは 、

総合 メニ ュー や管理 文書、 プロジェク ト文書管理 計画 などを行 い、ISOWorkflow

は 申請 ・承認 ・回付 ・受領確認 ・採番 な どを行 う。 品質文書/記 録 はワー ドプロ

セ ヅサ ファイルな どを添付 しての文書管理 が可能で あ るが、独 立 した品 質管理 テ

ンプ レー トデー タベース と連携 して 固定 フォーマ ヅ トによ る運 用 が可能 であ る。

品質管 理テ ンプレー トデー タベース として レビュー管理 デー タベー スを開発 した。

ISOManagerは 、複数 の品質管理テ ンプレー トデー タベー ス との連 携 にお い

て もすべての 品質文書/記 録の管理文書 を収集す るため、統合 的な管理 を実現 し

て い る。

膠
委託 実 施部分

図3-2デ ー タベー ス構成 イ メー ジ
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3.2.4業 務 フ ロ ー

このデー タベース ツール の業務 は、管理業務 と運用業務の大 き く2つ に分 かれ

る。管理業務は、承認経路 の設定 ・文書マス タの登録 な どであ り、品質保証管 理

者 ・プロジェク ト管理者 が行 う。運 用業務 は、プロジ ェク ト文書管理計画 の作 成 ・

品質文書/記 録 の作成 ・申請 ・承 認な どで、 プロジ ェク トリーダ ・担 当者 が行 う。

管理業務は、ISOManagerの 総合 メニュー か らメ ンテナ ンスお よび 品質 管理 ナ

ビゲー タで行 う。本 ヅールでは、 品質文書/記 録 の管理 を 「プロジ ェグ ト」 とい

う単位 で行 い、 プロジェク トの発 生 ごとにプ ロジ ェク トリー ダは プロジ ェク ト文

書管 理計画 を作成 し、利用 す る文書の設定 を行 う。

(1)初 期設定から運用開始 まで

【品 質保鉦管理 者】

管理文書作成 経路綱 作成 麟 》 焔 ・ス・㈱ 鴎 管理文書情報作成

鋸
【プ ロジ ェクト管 理 者 】

プ ロジ ェクトの 開 始 細
【プロジェクトリー ダ 】

プロジェクト文書管理
計画作成

図3-3初 期設定か ら運用開始 までの処理 フロー

(2)管 理者 ・リー ダの作業

【品質保証管理者の作業】

・品質管理/記 録文書マスタの登録

・全プロジェクトの状況の確認と把握
・保管期限切れ文書の保存チェック

【プロジェクト管理者の作業】

・プロジェクト文書 管理計 画の確認

・プロジェクト内の文書/記 録の承 認 ・管理

・プロジェクトの開始 ・終了(OFF)

【プロジェクトリーダの作業】

・プロジェクト文書管理計画 の作成 ・変 更

・プロジェクト内の文書/記 録の作 成 ・承認 ・管理
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(3)作 成 ・申請 ・承認の処理 フロー

(A)添 付 ファイルの場合

、
...

・w.

ひ、v 冶=羊=

,'

、

、

.「

「.
'

、
、」

ー

蜜"娘:、
∂織wミi…'

'

藁i鮒"--9

・蟻li県"…触:罵

-A.

…繋 頭 書 、

図3-4作 成 ・申請 ・承認の処理 フロー(添 付 ファイルの場合)

(B)レ ビュー 記録 票 と連携 した場合

lSOManager

レビュー記録票

一'・

㍗三 三 二1.'`1
い・.・"・ ト啓 白已云

皆領 民 二恒'－

lSOWorkflow

鴎

、＼

W"口'味ばε謬

・

」.づ 煕鍵璽

薩
、

輸
薮
三

三

二

三

三
駅

薄
霧
霞網

欝
陸

・
、

細

図3-5作 成 ・申請 ・承認の処理 フロー(レ ビュー記録票 と連携 した場合)
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3.2.5デ ー タ ベ ー ス ツ ー ル の 機 能

(1)総 合 メニュー

総合 メニ ュー画面 か ら、 品質文書/記 録 の新規作成、最新文書 の参照、版 数履

歴 の参 照、 プロジェク ト管 理者の作業 、品質管理者の作業、 デー タベース管理者

の作業 な どすべての作業 を行 う。

養い 妻〔ぴ 聡o'

'ジ
"
7.'
ξ
.'
…

羅羅轡雄鶏

図3-6総 合 メニ ュー(ノ ー ツク ライア ン ト)

ドど

撫1ζ≡ ・㌍ ・一轍 ・=1竺 ・・娩・・懸1 .虻.還 煎三虻 竺燃..

:liiii琴illl:;;i謎ii

害い書や・ぴ 嫉}

図3--7総 合 メ ニ ュー(ブ ラ ウザ ク ライア ン ト)
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(2)品 質文書/記 録の新規作 成

総合 メニ ュー の 「新規作成 」か ら登録 したプロジェク トを選択 した後、 プロジ

ェク ト文書管理 計画で定義 した品質文書/記 録 を選択す るこ とによ り、管理文書

または、 品質管理 デー タベースの帳票 を開 く。

六識・一一… 一∨ ・・'ヴ㈱ 罐熱 気::。ぺ,、 ぷ,、 ・ 酔
1噺1'L'

や一 ～ ∨"-w-s・ 渠・■繧■■■■
"
、]

…

^
a

、

図3-8新 規作成

(3)版 数履歴

プロジ ェク ト別、文書別 にすべての品質文書/記 録 の一覧表示 を行 う。 旧版の

品質文 書の参照 を行 うこ とがで きる。

図3-9版 数履歴
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(4)プ ロジェクト文書管理計画

プロジェクト発足時に、プロジェクト名や使用する品質文書/記 録の名前や採

番時の略号 ・保管期限などを設定する。

品質文書/記 録は、品質保証管理者が文書マスタで予め設定したものから選択

する。この時保管期限は、文書マスタで設定したものが規定値として表示される。

鯨　酬…"
眠≡
…贈

欄
…　
「
」叢

叢
　

灘
織………ぶ

"
…"

∫'彊上る:'齢 皇噸 ジ睡・パ・

1罎妾言:α:〆o乙々 藁'ろ;fir"・

プ ロジ ェ ク ト名::'pg8COO1)プ ロ ジ ェク トA/t●

づロジ・ク トの階名;♪A
"◆

脳燃 漂 泊●

プnジ'L・ 〉 トパ3'ξ1:

プロジェクトロほサニの ぶ

璽糎 覇担竪ミ《礎薫習5:ゴ凝 議き雲 摂嚢鯵叢萱野齪 鍋 ごしてく,三一

こ
=
O
=

り
W
∵
㍗

ゑ
∵、

`

、…
5

…̀6

"
7

㎞
0

=

'

:4'見積'tr文 書IL)i"'『:t『..ー ご プ ロ ジ ェ ク ト完 了.ぷ 』か ら ㍉.;`;:＼

・魎 醐 昨 ・ ・…;⊇ …一 ・・…一 ……牛 …一 ・・一 一・…:

....._?禦 。_._..こ.⊇ 逼..∴.._,...r'ヲ 財 そ刀 璽 二⊇;1三 二!鵬

図3-10プ ロジェク ト文書管理計画

(5)未 決箱

未 決箱は、 自分 が承認 すべ き文書 の一覧 を表示 す る。 プロジ ェク トリー ダお よ

び プロジ ェク トマネー ジャは 自分宛 の未決 文書 のみが表示 され るため、 すべ ての

承認文書 を順 次承認 または否認 す ることがで きる。 一

図3-11未 決箱
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(6)管 理 文書

管理文 書は、 申請者情報 ・承認情報 ・回付状況 お よび添付 ファイルな どを管理

す る文書であ り、ISOWorkflowに 作成 され、最 終承認後 にISOManagerに 移 動

され る。

レビュー管理 な ど他 の品質管理 データベース と連携 する場合は、 リンクによ り

フオーマ ヅ ト化 された品質文書/記 録 を参照す るこ とがで きる。

ξ為ぷ"一 『顧
一・ 一

田一 一 ・⊆ 躍1謬 熱 熱㌍r・'聯
ボ 漣`・舗

一
-.弁 職

_、_織_,ぷ 総 ぷ 、、ぷ 騨凛}… 一

ぺき芯iis
.^"・

・ ・一'A-

…違…滅 滝 藤 繍 願 離 離……i韮
:蝋 s.

一

(010) 見積書 の管理文書

Aミ

蓄

斑 膓一"一

魍
見積書tは ミ

ミ

定石5rX・

言㌧～ンエ"
声祁 ・=】

スデ一夕フ
ζ
苧`面 ハ埼9
:}:猪扇:

⑪ミ有畜斜度

(7⇒ダO㌶ ・ ノ ベ,・x,:'卜'、

ll・元・',きo口

頭

情シ,」・・z'ρ慮,`,乙',

が 懸 ・・籏'

僚 寛 誹

'の ラ ニ.ン ト状
:く三:

鯨 路 ・マ'フ…,二

触 駅 ・碧i酬:4"咋

敬 禾4ポ 註i溢:

又 鏑 考:

領 ㌧

、・、 ・"・"M

・冷r慮!∫,2、,'∪ .《:

聞 源 鰻 漢

ρ 免 、{ぶ二c苦1c}

猿…碗

ミ_....
箕2集

〔"対 客 が""

潟1叉 瓢
■9、.、四7

'ず'M、m醜 恕4畠 翰

函'宴…"襟 ぎ三ぽ 〔"…':

、

杏

層

イPゴ

卓

、

、 、 、 × 、9999999L層 層層、、四 ,SPP,P、,,, 、.9PPへ 、.××7㍉L■ 、9P門Pへ,〉,「 へ77,, 、9層 、9へへPり へ〉,,×,× __.___遥
'ぶぶ
__ふ 漁 ぶコ 、 iミ 祭 、 、 〉::i::s☆i●.・i富 "".劇 鋪 照襟"弓 酬

図3-12管 理文書(フ ァイル添付)

灘 灘 灘　欝織
-　 一

難籔

・

:s鯉x

灘
翻 ふ

ぽ爵_..

印,,

、

ぶ"ミi
赫 転、 くP、,,,

、9

(070)レ ビ ュー 記録 票 の管 理 文書
凛
、

、

ミ

〉

、

遥

遥■ 三ふ 卿 遇`,芭'

圏
節劣落口

・増 九 ク`・ 鰍 ・研,プ 醇 ⊥ロA銅 ジ る .

わTc
舗 ・ζ・:1…1-☆ ぷ7'宿 品;{z－ ン:
コ ア一夕ス 車田・
翰 碇1珂1ぽ ・!多:。 ・3t5鰍5短821湖:

溺 筒.顕 総 灘 呑:
・ぼ緒 誇源 験 診 察詞 ○

1雛

:.一 白M
P

● ・':〕1ノ・OISぴ さ2ト.

1笥汗 ま碩
^レ 定 ・:翼.別 、 ・ '

、

据'●汐'}㍉ 蹴 … ぷ 運 二二
_:
四'"「:

・

ρAへ 、,,メ7一

一 珍

● 〈ドち→ ρ賭〉¢導匂娼硲

".r .。..』'1×..、.,,ソ、メ,,,,,,,"・
s、'占w.,

図3--13管 理文 書(レ ビュー 記録 票 と連 携)

一29一



3・2・6レ ビュ ー管 理 テ ンプ レー トデ ー タベ ース の機 能

レビュー管理テ ンプレー トデー タベー スは、今 回構 築 したISO9001品 質

文書管理デー タベース ツール と連 携 して動作 し、品質管理テ ンプ レー トデー タベ

ース と して
、ISO9001の 設 計管理 で必須 とな る、 レ ビュー記録 票 を管理す

るものであ る。このデータベー スの ように固定 フォーマ ヅ ト化 で きる品質文書/

記録 をフ ォー ム として構築 す るこ とに よ り、今 まで紙 かワー ドプロセ ッサ ファイ

ルで管理 していた品質文 書/記 録 を、 フォー ム上 に直接入力 して 申請 ・承認 ・配

布 を行 うこ とが可能であ る。

窃'
㌔ぽ 鰯Kl,i

,・1,

(070)レ ビ ュ ー 記 録 票

燃 中

ご一
プロツェクト毛(P980001)プ ロ ジェクトA
担当部門 聞賭夢

tgH:'nl;tS.:tt3E .,き㌔.1●
レピユ一対鮪'"=畑 違 画 ◆

寛情 闇発 一般1寛 行潮回f9!juge
発行日99102/15

蒜'・ 三/螢::'端sloaOl'"t12・ …●

圃 颪===============================コ ×

霊 霊ご長 。木城 ,ρ ミ
ト'〉

図3-14レ ビュー記 録 票(ノ ー ツク ライ ア ン ト)

図3-15レ ビュー 記録 票(ブ ラ ウザ クライ ア ン ト)
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3.3今 後 の 課 題

今 回構 築 したISO9001品 質文書管理 デー タベー ス ツールは、品質 システ

ムの維 持 ・管理 で発生 す る品質文書/記 録 に対 して、添付 ファイルだけでな く固

定 フォーマ ッ トが存在 す る複数の品質管理 デー タベ ース との連携 が取れ るよ うな

し くみ を提供 している。設計書や手順書 な ど改版 され る品質 文書 については、 フ

ォーマ ヅ ト化 して構築 す るこ とは困難であ るが、1ベ ー ジ程度で作成 され る品質

記録な どは フォーマ ヅ ト化 しての運 用が可能であ る。今回、連携す る品質管理 デ

ー タベース と して
、テ ン プレー ト的に利用 で きるISO9001の 設計管理 で必

要 とな る レビュー記録票 を管 理する レビュー管理 デー タベースの構築 を行 ったが、

今後 は更 にISO9001の 要求事項 に沿 った品質文 書/記 録 の中で、汎用的 な

ものをテ ンプ レー ト的な品 質管理デー タベース と して構築 す る予定 であ る。 しか

し一 方では、 このよ うな品質記録は業種 ・業態お よび各企業 によ って内容が異 な

り、 このこ とがパ ッケー ジ としての製品化 を阻害 して いる最大 の要因であ る。従

って、各業種 ・業態 ご とにテ ンプレー トデー タベー ス を整備 するな ど、 品質 シス

テ ムの維持 ・管 理作業 を さらに効 率化 す る品質文書管 理デー タベー スシステムの

構 築が可能 とな るように拡 張 してい きたい。 また、 品質マニ ュアル や規程 自体 の

管理について も、 フォー ム化 しての作成 ・更新 ・承認 ・配 布お よび総合 メニュー

か らの参 照 を可能 とす る機能 の拡 充を図 ってい きた い。

尚、 このデー タベー ス ツールは、評価 ・整備後 にパ ヅケー ジ として製 品化 す る

予定 であ り、 以 下の評価 お よび企画 を行 った。

《評価 》

この ツール を社 内品質 システムの一部 と して利 用 し、操作 性や性 能面な どの評

価 を行い、 メニ ュー画面へ のアイ コンの配置や説明文 ・コメ ン トの追加、 一覧表

示項 目の整備 な どユーザ イ ンター フェー スの向上 を図 った。

《製品化企画》

製品化に向けての企画として製品構成の決定やパンフレヅト作成、販売計画作

成などを行った。
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4.地 域対応 型 の農 業技術 情報 デー タ

ベース構築
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4.地 域対応型の農業技術情報データベース構築

4.1.目 的

イ ンターネ ヅ トによる情報 の流通 と して、WWWサ ーバー…を活 用 したデー タベ

ー スの構 築が、 日本で も急速 にお こなわれ てい る。

当社 で もネ ッ トワー クシステム を構 築す る上で、デ ファク トス タ ンダー ドであ

るOSと してUNIXシ ステ ム上 に、全国規模での農業技術 情報 のデー タベース

構築 を行 って い るが、近年 、OSの 多様化 に伴い、パ ソコ ン操 作 に近 いGUI(G

raphicalUserInterface)で の運用 が可能 な、 マイク ロソフ ト社 のWindowsNT

での利 用 を望 むエ ン ドユ ーザーが急増 している。

この よ うな状況 下、最 小のスキル ・教育 によ りエ ン ドユーザー が利用 で きるシ

ステ ムの提供 に よ り、 デー タベース利用 の拡大 を 目標 とす る。

また、農業技術情報 に関す るデー タベー スのイ ンターネ ッ トに よる利 用 も、一

部行 われて きてい るが、農 業情報 の特徴 と して、各 地域に よるその特性 を生 か し

た、独 自のデー タベース を構築 し、 活用す るこ とが、次の ステ ヅブ として の要請

であ る。

この ような背景 によ り、各地域 の特徴 を簡単 に取 り込め、 その地 域 に促 した、

地域対応 型の農業技術情報 を、WindowsNTベ ースのWWWサ ーバー に、全文検

索 デー タベース として構築 す ること とした。

4.2.'シ ス テ ム 概 要

本 デー タベー スシステ ムは、 クライア ン トにブラウザ を使 用す る ことを前提 と

した システ ムで あ り、 サーバ ーは、WindowsNTを 利用 し一般 的 なWWWサ ーバ

ー であ るWindowsNT付 属のIIS(Internetln{brmationServer)を 利 用す る。W

WWサ ーバ ーか らは、CGIを 利用 してデータベー スシステ ムにア クセス する。本

システ ムには、 デー タベース シス テム と して自社 開発のデー タベース 「ア シス ト

DB」 を利用 す る。オ フラ イン機 能 は、データベ ースのデー タの メ ンテナ ンス、

利 用ユー ザの管 理の機 能 を作成 す る。

シス テムの構成例 を図4-1に 示 す。

一33一



サ ー バ ー-

WindowsNT

謝

墨 ::ii翼鶴麟 鍵蟻鑑・

ク ラ イ ア ン ト

Windows95,98

マ ッキ ン ト ッ シ ュ

等

図4-1シ ステム構成例

一34一



4.3.シ ステ ム の特 徴

本 シス テムの特徴は、標 準的なLANの プロ トコル であ るTCPIIPを 利用 し、

どの よ うなク ライア ン トか らも利用 で きるようにWWWサ ーバー を利 用 してい

るこ とであ る。

このメ リッ トは、 クライアン トに特別 なソフ トウ ェアが必要な い とい うこ と

と構 内 ・社 内で の クローズ された環 境 か ら、イ ン夕日ネ ヅ トを利用 したオー プン

な環 境 まで利 用 可能 な ことであ る。

また、 も う一つの特徴 は、容易 にデー タベー スサー ビス を行 うことがで きる

とい うこ とにあ る。サー ビス提供者 は、サー ビスす るデー タベー ス を定 義 しデー

タを登録す るだけでオ ンライ ンサー ビスが開始 で きるよ うにな ってい る。今 まで

面倒 だ ったHTMLの 画面 の作成やCGIを デー タベース ごとに作成 す ることが、

本デ ータベース システ ムでは必要が ない。

従 って、 イ ン夕日 ネ ヅ トや、コ ンピュータにそれほ ど詳 し くな くて もデー タ

ベース サー ビス を提供 で きるのであ る。

本 デー タベ ース シス テムを利用側 は、項 目検 索 ・全文検索 ・キー ワー ド検索

の検 索方法 によ り自分の探 したいデー タが利用者 の レベル に合 った方法 で使 うこ

とがで きる。デ ータベース には、 テキス トデー タだけでな く画像 も入れ ることが

で き るので、 よ り利用価 値のあ るデー タベース といえ る。

農業技術 コ ンテ ンツと して、社 団法人農 山漁村 文化 協会殿 の 「農業 技術体系 」

「現代農業 」「病 害虫診断 ・防除 」のデー タ及び キー ワー ドが利用 可能 な環 境 を

装備 して いるため、情報提 供サー ビス を即開始 す るこ とがで きる。

又、本 シス テ ムは、 サー ビスに対 して課金情 報(ロ グ)を とるごとがで きる

ので有料 コンテ ンツ(著 作権等 があるデータ)に も利用可能 であ る。
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4.4.シ ス テ ム構 成

4.4.1ソ フ トウ ェア 構 成

ソ フ トウェア構成 を下記 に示 す。

'」

べ

べ

べ
べへ －DB巨 コ

WindowsNT4.0

InternetExplorer

Netscape等

ブ ラ ウ ザ

Windows95,MACOS

サ ー バ ー ク ライ ア ン ト

※ 本開発において 吻 の部分を作嚇 る。

4.4.2ハ ー ドウ ェア 構 成

システ ムを動作 させ るため に必要 なハ ー ドウェアの構成 を下記 に示す。

(1)サ ーバー

本体

サーバ ー機 種

スペ ヅク

CPU

メモ リ

八 一 ドデ ィスク

バ ツクア ヅプ装 置

イメー ジスキ ャナ

無停電電源装置

サーバー機 は、 サー バー専 用機種 を選択 す る。

:PentiumiI

256Mbyte

最 低2GByte

DAT等

画 像 を入 れ る場 合 必 要

あ る と よい
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障害時の復 旧を考 えバ ヅクア ップ装置や、無停電電源 装置は必要 である。

ハー ドデ ィスクの容量 は、 デー タ容量 によ り決定 しなければ な らない。

画像があ る と大 きな容量 のハー ドデ ィス クを用意 しなければ な ららい。

(2)ク ラ イ ア ン ト

本 体

Windows95,98,NTマ ッ クOSUNIX等 で 、 イ ン ター ネ ヅ トブ ラ

ウザ が 動 作 す るマ シ ンな らな んで も よい 。

クライア ン トマシ ンは、Netscape等 のブラウザが動作 す る環境 であればハー

ドウェア的 な制 限はない。た だ、LANや モデ ムを利 用 してサーバー にア クセス

で きる必要は あ る。

4.5.機 能

4.5.1オ ンラ イ ン機 能

(1)ユ ーザID、 パスワー ドに よるチ ェック

(2)デ ータベー ス一覧

(3)検 索

全文検 索、項 目検索、キー ワー ド検 索

(4)検 索結 果一覧

(5)検 索結 果詳 細表示

(6)画 像表 示

(7)ロ グ出力機 能 ・
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4.5.2オ フ ラ イ ン機 能

(1)デ ー タメ ンテナ ンス

(2)ユ ーザ管理

4.6.作 成 プ ロ グ ラ ム一 覧

機 能

オンライン

ユ ーザID・ パス ワー ドチ ェック

トップメニ ュー表示

データベース一覧表示

検索条件画面作成

検索(項 目 ・全文検索)

検索(キ ーワー ド検索)

検索結果一覧

検索結果詳細表示

画像表示

パスワー ド変更

利用状況表示

オフライン データメンテナンス

ユーザ管理

オ ンラインプログラムは、 ブラウザ か ら呼び出 され るCGIと して作成。

オフラインプログラムは、単体 で動作す るプログラムと して作成 。

4.7.開 発 環 境

本 システ ムは、下記の環 境 ・ソフ トウェア を用いて開発 された。

●OS

サーバー WindowsNT4.OServer

●使用 ソフ トウェア

開発

WWWサ ーバー

WWWブ ラウザ

MicrosoftVisualStudio5.0(VisualC++)

MicrosoftInternetInformationServer(IIS)

NetscapeCommunicator4.5J

MicrosoftInternetExplorer4.0
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全文検索 ソフ ト

デー タベー ス

言語工学研究所 俊 司forNT

アシス トマイク ロ㈱ アシス トDB

4.8.オ ンラ イ ン表 示 画 面 構 成

表示 画面は、(社)農 山魚村 文化協会殿 と弊社 の共 同でサー ビスを行 ってい る

UNIXを サーバ ー と した農業文献デー タベー スのデー タを何件か取 り出 し登録

して動作 させた ものであ る。 また、HTML画 面 もその まま流用 してあ る。

(1)ID・ パス ワー ド入 力

(2)ト ップ メニ ュー

(3)検 索条件 入力

(4)検 索結果 表示

(5)検 索 結 果一覧表 示

(6)検 索 結果詳細表 示

(7)画 像表 示

(8)パ ス ワー ドの変更

(9)利 用状 況表示

4.9.オ フ ラ イ ン表 示 画 面構 成

オ フライ ン機 能は、ユー ザ管理 とデー タベースのデー タのメ ンテ ナ ンス機能 と

な る。

4.91ユ ーザ 管 理

(1)ユ ーザ管理 メニュー トヅプ

(2)ユ ーザ の登録

(3)ユ ー ザの変更

(4)ユ ーザ の削除

(5)フ ァイルか らの入力、 ファイルへ の出力

ファイルの入 出力は、CSV形 式の ファイル にて行 う。

4.9.2デ ー タの メ ンテ ナ ンス

(1)デ ー タベース 一覧

(2)デ ー タの登録

(3)デ ー タの変更 ・削除
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4.10今 後 の展 開

今 回作成 したデー タベース システ ムは、パ ソコンサ ーバのwindowsNT

ベースで、運 用出来 るものを、 とい う要 求に応 じた ものであ る。

すでに、運用 を行 ってい る大 規模 システムのデー タに よる、 内部 テス トは完 了

した が、利用者規模 による、 八一 ドウェアスペ ヅクの選定、通信環 境のボー ダー

スペ ック等 は、実際 に地域 情報の提供 を運 用 して頂か ない と、明 らかに出来 ない

のが現状 である。

今後、 自治体 ・JA等 に よる地域情 報デー タベース システ ム として、社 団法 人

農 山漁村 文化協会殿 のDBコ ンテ ンツが即、利用可能 なデー タベー スシステ ムと

して、販売促進用のパ ンフ レッ ト等 を作成 し、普及拡 大 を図 りたい。
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5.登 録 ジオ コー ドに基 づ ぐ世 界 デ ー

タベー ス システ ムの 開発

(株)ア ジア航測





5.登 録 ジオ コ ー ドに基 づ く世界 デ ータベ ース システ ムの開発

5.1開 発 の概 要

5.1.1目 白勺

道路 交通 、観光 、物流、統 計等、広範 囲に広 が る情報 の地球上 での位置 は、

道路 番号、 住所 、郵便番号 、緯度経度等 で表現 されてい る。これ らの位 置表現

は、利用 され てい る分 野では便利 な形 式であ るものの、次 の問題 があ る。

・数 字の羅列 は、 コ ン ピュー タは管 理 しやすい ものの、 人間 に適 した表現 では

ない 。

・共 用性 に乏 しく、結果的 に、位置 情報 の取得 や管 理 ・メ ンテナ ンス に対 して

多重投資 してい る。

一方
、最 近 では、GIS(地 理情報 シス テム)で 管理 す る情報 をイ ンター ネ ッ ト

を介 して収集 ・提供 す るイ ンターネ ヅ トGIS用 のパ ヅケー ジ ング ソフ トウェア

も販売 され、 地理 的な隔た りを意 識せず に、全世界 の位 置に関す る情 報 を統 一

的 な視 点の元 に管理 す る仕組み も整 って きた。 その ため本業務 は、 次 を 目的に

実施 した。

・位 置 を表す 短 く体 系的に整理 された新 しい位 置表現 コー ドを開発す る。 この

コー ドを利 用 す る こ とに よって、 人 間が 口頭 や文書 な ど一般 の コ ミュニ ケー

シ ョン手段 であ って も、 容易 に位 置情報 を簡単 に交換 す るこ とがで きるよ う

にな る。

・新 しいコー ドを利用 して インター ネ ッ トGIS上 で位置情 報 を登録 ・参照 す る

ことので き るプ ロ トタイ プシステ ムを開発す る。 この仕 組み上 で、 開発 す る

新 しい コー ドを利 用す るこ とに よって、位置 情報 を共用 で きる ようにな る。

51.2実 施 体 制 とスケ ジュール

(1)実 施体制

本業務の実施体制は、次のとおりである

統括責任者:入 津 元 アジア航測株式会社取締役

主任技術者:成 ケ澤 憲太郎 アジア航測株式会社技術研究所副所長

宮本 秀明 アジア航測株式会社営業開発室室長

廣野 貴 一 アジア航測株式会社技術研究所開発部

真屋 学 アジア航測株式会社技術研究所開発部
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(2)実 施 ス ケジュール

本業務 の実施 ス ケジュール を、表5-1に 示 す。

表5-1実 施 ス ケ ジュー ル

月実施項目 7 8 9 10 11 12 1 2 3

a)ジ オコー ドの開発

・地物のモデル化 とジオコー ド

の表現方法の検討

・効率的ジオコー ド化お よび

デ コー ド化方法の検討

b)プ ロ トタイプシステムの開発

・プロ トタイプシステムの開発

・プロ トタイプシステムの試験

公開による評価

c)事 業化に向けた課題の明確化

と解決策の検討

・実用課題の明確化

・課題に対する解決策の検討

d)報 告書作成

5.1.3実 施 内 容

(1)効 率的 なジオ コー ド化お よび デ コー ド化 方法の検討

地物の緯度 ・経 度 を元 に、 新 しい位 置情報へ変換 す るための方 法 を考 えた。

この方法 で求 め られ る位 置情報 を、「新 ジオ コー ド」 と呼ぶ ことに した。

(2)地 物 に応 じた ジオコー ドの表 現 方法 の検討

GISに おけ る地物 の図形 化(モ デル化)の 方 法 を参考 に、新 ジオ コー ドを付

加 した地物の モデル化方法 を検 討 した 。

(3)ジ オ コー ドをイ ンター ネ ヅ トで利用 す るための検 討

イ ンター ネ ヅ トで新 ジオ コー ドを利 用す るため に注意 すべ き内容 を検 討 した。

なお、新 ジオ コー ドに地物 の登録者 を識別 で きるコー ドを加 え た新 たな コー

ドを 「登 録 ジオ コー ド」 と呼 ぶ こ とに した。
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(4)プ ロ トタイ プシステ ムの開発 結果

「新 ジオ コー ド」、「登録 ジオ コー ド」の実用性 を確 認す るため、観光 情報の

登録 ・参 照 を対象 と した プロ トタイ プシステ ムを開 発 した。

(5)プ ロ トタイ プシス テムの試験公 開 による評価

数名 にプ ロ トタイプ システ ム を使 用 していただ き、 自由に意見 を述べ て もら

った。 この結果 に若 干の補足 を加 えて、 プロ トタイ プシステ ム を評価 した。

(6)事 業化 に向 けた課題 の明確化 と解決策 の検 討

プロ トタイ プシステ ムの評価 、 な らび に開発 を通 じて明 らか とな った、実用

にあ た っての課題、 な らび に考 え られ る解決策 を検 討 した。

5.2実 施 結 果

5.2.1効 率 的 な ジオ コ ー ド化 お よ び デ コ ー ド化 方 法 の 検 討

ジオ コー ド化 す るた めの手順 を考 えた。 この手順 で 求め られ るジオコー ドを、

「新 ジオ コー ド」 と呼ぶ ことに した。なお、新 ジオ コー ドか ら緯度 ・経度へ 変

換 す る(デ コー ド化)手 順 は この逆 で良い。

〈新 ジオ コー ドへ 変換す るための手順 〉

① 緯 度経度座 標 を元 に、 どの緯度 で あ って も経 度方 向の精度 が同 じにな るよ う

に、緯度 を独 立変数 と し、経度 を目的変数 とす る変換 式 を設定 す る。

② 求 め るべ き位 置の取 りうる範 囲 を検 討 す る(例 えば、"日 本"、"本 州"、"神

奈川 県"な ど)。

③ 求 めるべ き位 置の緯 度経度 につ いて、桁 を削 るこ とがで きるか 、座 標 軸 を回

転 す るこ とによ って、取 りうる範 囲 を更 に制限 す るこ とがで きるか検討 す る。

以上 の結果 求め た値(数 字)の2文 字 を組 み合 わせて、2バ イ トコー ド文字

とす る。2バ イ トコー ドは、 ひ らがな で表現 す る。

5.2.2地 物 に応 じた ジオ コ ー ドの 表 現 方 法 の 検 討

新 ジオコー ドを付加 した地 物は、GISに お け る一般 的なモデル(点 、線、面、

メ ヅシュの いずれか)で 図形化 すれ ば良い と考 えた。

どの モデ ルが最適 であ るかは、 要求 され るスケール や地物 の形 状 によ って決

め る必要 があ る。た とえば、建 物の 「表 口」、「裏 口」は、地物 内の 固有 の場所

が特定 で きる精度 であ るこ とが要求 され てい るため、 「点 」 と して表現すれ ば良

い。

5.2.3ジ オ コ ー ドを イ ン タ ー ネ ッ トで 利 用 す る ため の 検 討

イ ンター ネ ヅ ト上 で新 ジオ コー ドを利用 するた めには、次 を考慮 する必要が

あ ると考 えた。
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・語 呂がわ るい、場所 を知 られ た くな い等 の場合は、利 用者 が コー ドの並べ替

え を指 定で きるよ うにする。

・新 ジオ コー ドに登録 者 を識 別 で きる コー ドを加 えて、 ひ とつ の新 た な コー ド

とす るこ とによ り、 その登録 者 のみ が削除 、更新 で きるよ うにす る。 また、

この登録 され たジオコー ドをデ コー ドす るとそ の登録者 が判 る ようにす る。

なお、新 ジオ コー ドに登録者 を識別 で きるコー ドを加 えたコー ドを 「登録

ジオコー ド」 と呼 ぶ ことに した。

5.2.4プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の 開発 結 果

「新 ジオ コー ド」、「登録 ジオコー ド」の実用性 を確 認す るため、次 に示 すプ

ロ トタイ プシステ ムを開発 した。

①対象とする情報項目

観光情報(下 記対象地域の宿泊施設19件 を、データベースへ登録 した)

②対象地域

神奈川県厚木市

③機能

・メニ ュー機 能

システ ムの メイ ンメニ ュー を表示 し、各機能へ分 岐す る。

・地図制御機能

観光 情報 を地 図の上 に表示 す る。地 図は、 ス クロー ル、拡 大/縮 小で き

る。

・システ ム利 用者の認証機 能

観 光情報 の参 照、登録 、更新 に関す るアクセス をコ ン トロール す る。

・新 ジオコー ド参 照機能

緯度 ・経度、 または地 図上 の任 意 の場所 を指 示 して、指 定 した場所 の新

ジオ コー ドを参照す る。

・新 ジオ コー ド及び 登録 ジオコー ドか ら位置情報 を参 照 す る機 能

新 ジオコー ドまたは登 録 ジオ コー ドを指定 し、該 当す る地物 を地 図上 に

表示す る。

・属性参 照機 能

地 図上 に表示 されてい る地 物の属性(観 光情 報)を 参照 す る。
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・新 ジオ コー ド
、登録 ジオ コー ド、属性 登録機 能

地物 の位 置 と属性 を登録 、削除、更新 す る。

・登録者属性 の 申 し込み機 能

利 用者 がニ ヅクネー ムとパス ワー ドを登録 す る。ニ ックネー ム とパス ワ

ー ドは、 登録者 の識 別、観光情 報 に対 する更新 、 削除 のコ ン トロール に

利 用 され る。
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④ 利用 イメー ジ

画 面 遷 移 を図5-1に 示 す 。 ま た 、 主 な 画 面 イ メ ー ジ を、 図5-2～ 図5-4

に 示 す 。

a)

新 ジオコー ド

位置参照 画面

新 ジオコー ド登録 ・編集画面

a)メ ニュー機能

b)地 図制御機能

c)シ ステ ム利用者の認証機能

d)新 ジオコー ド参照機能

e)新 ジオコー ド及び登録 ジオコー ドか ら位置情報を参照する機 能

f)属 性参照機能

g)新 ジオコー ド、登録 ジオコー ド、属性登録機能

h)登 録者属性の 申 し込み機 能

図5-1プ ロ トタイプシステ ムの画面遷移
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地図制御画面(航 空写真:1/20,000)
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一49一



5.2.5プ ロ トタ イプ シス テ ム の 試 験 公 開 に よ る評 価

数 名 にプロ トタイ プシステム を使 用 していた だ き、意見 を述べ て も らった。

なお、 プ ロ トタイ プシステ ムは広 く一般 に公 開 し、多数 の方々 か ら評価 してい

ただ くこ とが望 ま しいが、 シス テムで は数mの 精 度であ る既製 の都市 計画 図や

地形 図 を使用 し、 これ らは著作 権 の問題上 、 イ ンターネ ヅ トで広 く一般 に公 開

する ことが難 しいた め、評価者 は 開発会社 の方 々に限定 した。

この結果 に若干 の補 足 を加 えて、 プ ロ トタイ プシステ ムを評価 した。 評価結

果 は次 の通 りであ る。

・新 ジオ コー ドは短 く覚え やす く
、位 置情 報 を共用 す るための コー ドと して 有効

であ る。

・プロ トタイ プシス テ ムは、現 状 のデ ー タ内容 は必 ず しも十分 でな いが、機 能 は

充実 してお り、ユー ザイ ンタフ ェース とデー タベー スを充実す るこ とに よ って、

一般 向けの提供 も可能 にな ると考 え られ る
。

・一般 に公開 す るにあた っては
、個 人情 報の暗号 化 な どの機 能が必 要であ る。

5.3今 後 の課 題

プ ロ トタ イプシステ ムの評価 、 な らび に開発 を通 じて明 らか とな った、実 用

にあた っての課題 、 な らびに考 え られ る解 決策 を検 討 した。主な 内容 は次 の通

りであ る。

・システムは不特定多数の利用者が登録するため、データ品質を保つ工夫が必要

である。地物の近傍に登録 しようとした際には属性内容から同じであるか否か

判断する、利用者からのクレームを受け付ける、データ品質維持に関する基準

や約款を決める、などの解決策が考えられる。

・一般公開するにあたって、維持管理費用が必要になる。情報提供者より維持費

を徴収する、関連データベースやソフトウェア販売,登 録ジオコー ドの リス ト

作成サービスによる収入を維持費とするなどの解決策が考えられる。
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6.複 数 認 証局 間 にお け る認 証 デ ー タベ

ースの有効利用 に関する調査研究

(株)イ フ ・ア ドバ タ イ ジ ン グ
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6.複 数認証局間における認証データベースの有効利用 に関する調

査研 究

6.1概 要

イ ンター ネ ヅ トの発展 と共 にそれ に伴 うデメ リヅ トも広 く認知 され る ように

な って きてい る。それは イ ンター ネ ヅ トがオー プンネ ヅ トワー クであ るが故 の

盗聴 、改 ざん、 な りす ま しや不正 アクセスであ り、 これ に対処 す る技術 の開発

と利 用 が急務 とな ってい る。 これ らのデ メ リヅ トを防 ぐた めに必要な ものは、

暗号技術 や それ を使 った認証技術 であ り、本人確認 を行 え る認証局機 構 を使 う

こ とであ る。

これ らの 背景 もあ り、 い くつ かの企業 が商用 ベース での認 証局 サー ビス を行

うようにな って きた。 しか し現状 では各社ば らば らに乱 立 して いる状 況であ り、

認 証局 を また ぐよ うな利用 は望 めない 。

そこで今 回認 証局 間連携 に関 す る調査 を行 うこ とと した。調査 を行 ったテー

マ として複数 認証局 間にお ける

・デー タベー スの形態

・デー タベー ス間のセ キュ リテ ィの確保

・デー タベースへ の アクセ スコ ン トロール

の調査 を行 った。

社 内認 証局 な どク ローズな認証局 の利用 も考 え られ るが、今 回の認証局は

イ ンター ネ ヅ トユーザへ のサー ビス と考 え、オー プ ンネ ヅ トワー クでデー タベ

ース を利用 す る ことを前提 と し
、考 え られ るセキ ュ リテ ィとそれ らの要件 、 そ

れ らに対処 で きる技術 を調査 し、既存 のデー タベース 自体の構 築 ・運営 に影響

のない よ うに考慮 して最適 な対 策 を導 き出 した。

6.1.1目 白勺

近 年の イ ンターネ ッ トブー ムは、 一般 消費者等 によ る電子 メール やWebの

利用 をも急 速 に増加 させつ つあ る。こ う した 中、盗聴 やな りす ま しに よるイ ン

ター ネ ッ トの不正使 用が表面化 してお り、 重大な問題 とな ってい る。

このため、盗 聴 され ない秘 匿通信 や本人確認 を行 うデ ィジタル 署名等セ キュ

リテ ィρ)重要性 が高 まってい る。暗号通信 や署 名通信 について、 メール ではS/

MIME、 同時性 通信 ではSSLが 標 準 プロ トコル とな りつ つあ る。 これ らの プロ

トコルで はITU・TX.509公 開鍵 証明 書 を用い、公開鍵 証明書 は認証局 で発行 さ

れ る。今後 の、ECを 中心 と した情報化社 会の健全 な発展 、 あ るいはデー タベ

ー スの円滑 な推進 に とって
、 公開鍵証 明書 を利用 した通信 は、極 めて重要な役
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割 を担 うこ とにな る。イ ンター ネ ッ トの利 用 が今 後 ます ます広 が り、ユ ーザ が

急増 するこ とを考 えた場合 、認 証局 の分散化 や階層化 とい った対応 が 必要不可

欠 となる。

こ うした視点 か ら、 オー プンネ ヅ トワー ク環 境 下で の分 散 ・階層 化 された認

証局 間でのデー タの セキ ュア通 信 に関す る調査 ・研究 を基 に、 オー プ ンネ ッ ト

ワー ク上 でのデー タベース 間通 信 の構 築 に寄与 す るこ とを 目的 とす る。

6.1.2実 施 内容

本調査 におけ る実施 内容は、 以下 の項 目に示 す通 りであ る。

(1)デ ー タベー スの形態

認証局 とはあ る特定 の個 人、 サーバ、 サー ビスな どを特定 し、確 か にその人、

サーバ 、サー ビスであ る と承認 す るこ とで あ り、そ れ を公 開す るの が 目的で あ

る。い ろい ろな用途 に利用 され るべ く、 目的毎、地 域毎 に設 立 され る もので あ

る。現在 は各認証局 が任意 に立 ち上げてい る状 態で 、他 の認証 局 との連携、相

互運用 な どは考 え られてな い。 また、様 々な利 用者 が組織、 国境 を越 えて それ

ぞれの認 証局 を利用 す るため、 破棄 リス ト(ブラ ヅク リス ト)を逐 次連絡 する こ と

が必 要 とな る。

このよ うに、認証局 とい う特 殊 な用途での分 散デー タベー スの利用形 態 につ

いて考察す る。

(2)デ ー タベー ス間の セキ ュ リテ ィの確保

認証局 で取 り扱 うデー タは認 証情 報であ り、 あ る程 度公 開され るものであ る

ため盗聴 され ても よいものであ る。 しか し、 改 ざんや な りす ま しに対 しては対

処 を しなけれ ばな らない。 した が って認証局 サーバ はオ ー プンなネ ッ トワー ク

上でサー ビス を行 うため、 認証局 間で のデー タのや りと りを行 うため にはセキ

ュアであ るこ とが求 め られ る。

この ような状況 を想定 し、現 在使 用、 または検討 されて い るプ ロ トコル につ

いて考察 した。

(3)デ ータベースへのアクセスコン トロール

認証局間で認証情報である公開鍵証明書やそれらの破棄 リス ト(CRL)を や り取

りする場合、信頼性 を保つためにはセキュア通信だけでは十分でなく、アクセ

スコントロールが必要となる。すなわち、公開鍵証明書や破棄 リス トを発行し

た認証局 しかデータの削除や更新が行えるようにしなければならない。

また、発行したユーザが自分自身の公開鍵証明書を更新や破棄 した場合にも
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同様の アクセス コ ン トロール が必 要 とな る。

前項の 「デー タベー ス間のセキ ュ リテ ィの確 保 」で考察 した結果 を踏 まえ、

前項 で結論 を出 した プロ トコル で使用 で きるア クセ スコ ン トロールに ついて考

察 した。

6.2実 施 結 果

6.2.1デ ー タ ベ ース の 形 態

認証局 の性 格 上、 ネ ヅ トワー ク トボ ロジー と異な って配列 され るこ とが予想

され、デー タベー ス分散化 の志向 とは かけ離 れて い るこ とが十分予想 され る。

しか し、認証局 間連 携 を果 た してい る所 は今現在 ないの で、ユーザ(ク ライ ア ン

ト)の立場 か らの利便性 を考 え、モデル化 し、 デー タベース で使 われ てい るい く

つかの分散化 の手 法 につ いて検 証 を行 った。

・リンク型

・バケ ツ リレー 型

・階層 化型

・集 中管理 型

上記4つ の方法について想定 した事例は公開鍵証 明書の

・検 索

・有効性確 認

である。検索時にはあるキーワー ドを身近な認証局に問い合わせ、問い合わ

せを受けた認証局が該当の公開鍵証明書を持っていなければ、更に他の認証局

に問い合わせ、最初に問い合わせを受けた認証局が検索結果をユーザ(クライア

ン ト)へ返す手順で最適なデータベース構成についての考察を行った。有効性確

認においてもどうような手順を想定 し、考察を行った。

複数の事象を想定 し、認証局で

(階層化型+集 中管理型)+リ ンク型

という結論に達 した。

一53一



すなわち検索時には検索エンジンなどのように最新情報でないものの、ロボ

ヅトを走らせ一括で管理 した方が有効であ り、有効性確認時には破棄情報など

が瞬時にわかる仕組みの方が有効である。

6.2.2デ ー タ ベ ー ス 間 の セ キ ュ リテ ィ の 確 保

認 証局 で使 用 す る デ ー タベ ー ス は イ ン 夕日 ネ ヅ トユ ー ザ へ の サ ー ビス を 主 と

して い るの で 、 オ ー プ ン環 境 で の使 用 が 前 提 とな る 。 ま た 、 デ ー タ ベ ー ス の 連

携 を行 うべ き相 手(認 証 局 やユ ー ザ)も オ ー プ ン環 境 で あ るの で 、 イ ン タ ー ネ ッ ト

な どの オー プ ンな ネ ッ トワー ク で デー タ の や りと りを しな け れ ば な らな い 。 こ

こで 問 題 とな る の は 、 盗 聴 、 改 ざ ん 、 な りす ま しの セ キ ュ リテ ィの 問 題 で あ り、

最 近 問 題 とな って い る不 正 ア ク セ ス に対 す る処 置 を しな け れ ば な らな い 。

デ ー タ ベ ー ス 間 の連 携 の 方 式 は 利 便性 を考 え 、LANで 使 用 して い る よ うな プ

ロ トコル(例 え ばSQLな ど)を 使 用 す る よ うに し、 暗 号 な どの 別 の プ ロ トコ ル で

カ プセ ル 化 す る こ と と した 。

・PKIX(Public・KeyInfrastructurewithX
.509)

・TLS(TransportLayerSecurity)

・SIMIME(S!MIMEMailSecurity)

・Ipsec(IPSecurityProtocol)

・LDAP(Light-weightDirectoryAccessProtocol)

につ い て検 討 を行 った 。

サー バ ーサー バ 間 、 ま た は サ ー バ ・ユ ー ザ 間 で の 相 互 認 証 を した い の で あ れ ば 、

・TLS(TransportLayerSecurity)

・S/MIME(SIMIMEMailSecurity)

の どち らかが望 ま しい との結 論 を出 した。 どち らも公 開鍵 証明 書 を用 いて、

サーバ、 またはユーザ の確 認 を行 い認証局 に登録 して使 用 す るものであ る。違

いは、 コネクシ ョンベー スで使 用 す るか、 メールベ ース で使 用 す るかだ けであ

り、 どち らが優位 であ るかの結 論 は出 してい ない。

6.2.3デ ー タ ベ ー ス へ の ア クセ ス コ ン トロー ル

「データベース の形 態」、 「デー タベース 間のセ キュ リテ ィの確保 」で の考察

を踏 まえ、セ キュアな経路 を確 保 した上 でのデー タベー ス更新 につ いて検 討 を

行 った。

・パス ワー ド

・OTP(One ・timePassword)
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・Kerberos

・公 開鍵

・SOCKS

・公 開 鍵 証 明 書

・LDAP

ここでは調査 のみ に言及 し、結 論 を出 すのは控 え た。 これは実際 に使 用 して

い る状 況 に依 存 する もので あ り、 また、セ キュ リテ ィニーズ によ り変わ って く

るものであ る と思 われ るの で、 それぞれの利用形 態 によ って決 める事柄 であ る

と判断 したた めで あ る。

6.3今 後 の課 題

本研究調査では、少数の認証局でモデル化した構成で調査を行った。認証局

の数は増えてはいるが、まだまだ認証局は単独で運営されているため、認証局

間の連携については研究が少ない。今後認証局や利用者が増えてくるに従い、

ユーザの利便性の向上のため、このような要望が増えて くることは確実である。

実装による検証、スケーラビリティの調査、標準化への働きかけが今後の課

題である。
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7.十 勝毎 日新 聞記事デー タベース構築

(株)ケ ー シ ー ズ





7.十 勝毎 日新聞記事デ ータベ ース構築

7.1概 要

当事 業 は、北 海道 ・十勝 地域 で、高度情報化社会に不可欠なデータベース構築 を、

行 った事業である。データベースは、十勝毎 日新聞記事 をもとに、構築 した。

7.1.1目 白勺

十勝地域 の、最大 情報源 で あ る十勝毎 日新聞の過去の記事を、使いやすいデータ

ベースに構築することを、目的 とする。

最終 目標 は、十勝毎 日新聞が、80年 にわたって蓄積 して きたすべ ての新聞記事 を

データベース化することであるが、それに先立 ち当事業では、十勝毎 日新聞記事 を一

定期間に限って、地域政治 ・産業 ・流通 ・暮 らし・文化交流等 を円滑にするためのデー

タベース構築 し、その実用度合いを検証する。さらに、この事業 を通 して、データベー

ス構築の、さまざまな問題点を明 らかにし、その解決策 と今後の課題 をも検討する。高

度情報化社会にデータベース構築は不可欠であ り、十勝では、十勝毎 日新聞の記事が

データベースの情報源 としてふさわ しい と判断 し、今回これを使 って期 間を限定 し新

聞記事のデータベース構築事業に取 り組むことにした。市販のコンピュータ機器、市

販のソフ トウェアを用いて、新聞記事のデータベース構築に障害 となる問題の所在 を

明らかにすることを、あわせて目的とした。

7.1.2実 施 内容

当事業 では、1997年1月 か ら12月 までの十勝毎 日新 聞紙面 を用い て、データ

ベースのデジタル画像化 を行った。地域新聞のデー タベースを構築 し、全文検索を可

能にさせるために、次の工程が必要であ り、当事業ではそれを実施 した。

(1)マ イ クロフイルム化

デ ータベ ース構築 に必要な、所定の新聞紙面 を撮影 してマイクロフィルムを作

成 した。十勝毎 日新聞社では、新聞紙面を定期的にマイクロフィルム化 している

ので、当事業では、1997年1月 か ら12月 分 のマイ クロフィル ムを使 用 した。

(2)デ ジ タル画像化

マ イクロ フィル ムをTIFF化 して、デジタル画像化 した。データベースの性

能比較のため、1月 か ら3月 まで を400dpiで 、2月 か ら12月 まで を20

0dpiで 、TIFF化 した。

(3)デ ジタルテキス トデ ータ化

デジ タル画像化 された新聞紙面の文章部分 を、OCRを 利用 してデ ジタルテ キ

ス トデー タ化 した。1月 か ら3月 まで を400dpi画 像 を対象 と した。

(4)イ ンデ ックス作 成

作成 したデ ジ タルテキス トを元 に、全文検索用のインデックスを作成 した。

(5)全 文検索化
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データベース構築 された所定の新聞記事(1997年1月 ～3月)の 、全文検

索 システム を実現 した。

(6)試 行利用

完成 したデー タベ ース構築 の全文検索 を公開 した。

(7)リ サーチ
一般 の試用 に供 し

、内容 、操作性、要望等のアンケー トを得た。

7.1.3ハ ー ドウ ェア 及 び ソ フ トウ ェア

実 施 作 業 で使 用 したハ ー ドウェ ア及 び ソ フ トウ ェ ア は 、 以 下 の 通 り。

(1)ハ ー ドウ ェ アお よびOS

・TIFFデ ー タ作 成 「SRIP50(Pentium150MHz
、MEM64

MB、OSWinNT3.51英 語 版)」

・作 業 用 「Pentium150MHzMEM32MHz」 ×1
、 「Penti

um200MHzMEM48MB」 ×2、 「Pentium300MHzMEM

96MB」 ×1

・開発 用 「Pentium166MHzMEM48MBＬx1
、 「Pentium

Pro200MHzMEM48MB」 ×1

・CD-R作 成 「Pentium90MHzMEM32MB」 ×2

※ いず れ もネ ッ トワー ク環 境

(2)ソ フ トウェ ア

・ 画 像 処 理 ソ フ ト系 「Vidar」
、 「Scanfix」

・OCRソ フ ト 「パ ナOCR」

・ 全 文検 索 エ ン ジ ン 「パ ナ サ ー チ 」

・ グル ー プ ウ ェア 「パ ナ ビオ ス」

・ グ ラ フ ィ ック ピュ ア ー 「パ ナ ビ ュ ア ー」

・ イ ン ター ネ ッ トブ ラ ウザ 「ネ ッ トス ケ ー プ ナ ビゲ ー タ」

・ リ レー シ ョナ ル デ ー タベ ース 「オ ラ ク ル」

・ テ キス トス ク リプ ト言 語 「AWK」

・ 開発 言 語 「VisualBasicDelphi」

7.14作 成

新 し く作 成 した プ ロ グ ラ ムお よび ソ フ トは、 以 下 の通 り。

・ 新 聞専 用 画像 処 理 ソ フ ト 「リネ マ ー」

・ フ ァイル名 チ ェ ックス ク リプ ト 「DateCheker」

・ ペ ー ジ数 チ ェ ックス ク リ プ ト 「PageCheker」

・OCR－ 括 処 理 プ ロ グ ラ ム 「OCRBatch」

・TIFF・ テ キス ト一 括 登 録 プ ロ グ ラ ム
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聞 面 ■十勝毎 日新 聞記事 でデ ー

タベ ース構 築 を行 った。

↓スー グ

幡]⑨ マイク・フ・一

↓スー グF画像データ作成

↓　丁檀 帽

■1997年1月 か ら12

月までの既存 マ イクロフィ

ルムを使用 した。

■ス キャニ ングの 自動化 ソ

フ トを作成 した。

■ アナログ画像 をTIFF

データ化 してデ ジタル画像

を作成 した。

■デジタル画像の文章部分

をOCRで デジタルテキス

トデータ化 した。

新聞紙面データ

全文検索サーバロ
o ■1997年1月 か ら3月

分の全文検索用 の インデ ッ

クス を作成 した。

システム工程 図

図7-1
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7.15実 施 体 制

当事業 を実施するにあた り、(株)ケ ーシーズ では平成10年7月 に プロジェク ト

チ ーム を結成 した。チームメンバーは、ディレクター1名 、システム管 理者1名 、入

力責任者1名 、入力業務者1名 、計4名 で構 成 した。

実施 にあた り、システム全般に関 しては九州松下電器(株)と 連 携 して行 うこ とと

した。 また、記事提供に関 しては十勝毎 日新聞社の全面的な支援 を得た。

7.16実 施 経 過

・1998年7月21日 委 託 契 約 を締 結 す る

・7月27日 プ ロ ジ ェ ク ト会議 開催

・8月3日 十勝 毎 日新 聞 マ イ ク ロ フ ィル ム よ りス キ ャニ ン グ 開始

(1997年1月 ～12月 分)

・9月18日 ス キ ャニ ン グ終 了 デ ジ タ ル画 像 作 成 開 始

・10月30日 ス キ ャニ ン グ デ ー タ をCD-ROMに 焼 き付 け

(1月 ～3月400dpi2月 ～12月200dpi)

400dpiデ ー タ(1月 ～3月 分)を 全 文 検 索 用 に決 定

・11月5日 十 勝 管 内 図書 館 に当 事 業 紹 介

・11月24日OCRで テ キ ス トデ ー タ読 み 込 み 開始

・12月4日 全 文検 索 で イ ンデ ッ クス作 成 開始

・1999年2月 デ ー タベ ー ス 構 築 作 業 終 了

(デ ジ タ ル画 像1997年1月 ～12月 分 収 録)

(全 文検 索1997年1月 ～3月 分)

・2月10日 試 用 運 転 、 ア ン ケ ー ト実 施

・2月15日 報 告 書 作 成
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7.2実 施 と結 果

『十勝毎 日新聞記事 データベース』の、1997年 の1月 か ら3月 分 の記事 の全文検

索 システ ムを構築 した。構築 した 『十勝毎 日新聞記事データベース』を一般 に公開 し、

全文検索の試行利用 に供 し、内容、操作、要望等に関する次のようなアンケー ト回答

を得た。

7.2.1ア ンケ ー ト結 果 の分 析

記事検索のヒッ ト率は高 く82パ ーセ ン トを示 した。操作 その ものは簡単 という答

えが70パ ー セ ン トと高か った ものの、パ ソコンの習熟度のちがいによるヒッ ト到達

率にバ ラつきがあった。

モニターへの新 聞紙面の表示 に関 しては、遅いと答えた人が76パ ーセ ン ト。高速

コンピュー タの使 用 を求める声が高かった。

モニ ターに表示 された新聞紙面 と、そのプリン トアウ トには、はぼ全員の94パ ー

セ ン トが満足 と答 えている。検索は簡単だが、表示が遅い。ただ し表示 された新聞紙

面 とプリントアウ トには満足 という、明らかな結果がでた。

現状での能力でも、今後 とも実用に使用 したいと望む声 も82パ ーセ ン トと高か っ

た。紙面表 示のス ピー ドアップがなされると、実用使用の要望はいっそ う高まると予

測 される。

新聞記事 をデータベース として活用 したい人は多 く、当事業で開発実施 した十勝毎

日新聞記事 データベースの全文検索システムを実用使用 したい人か らは、具体的な要

望 も出されていた。その代表的なものは、インターネット等でのネッ トワーク上で も

使 えるようにして欲 しい というものであった。

当事業の成果物 『十勝毎 日新聞記事データベース』を、現状でも 「今後 とも使いた

い」 とい う82パ ーセ ン トのポ イン トが、当事 業への評価 と判断 している。
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7.2.2 全文検索手順

デ ー タベ ース 全 文 検 索 の、 モ ニ ター 画 面 と、使 用 方 法 は、 以 下 の とお り

なお、探 したい記事は 「十勝川の環境」関連記事であった。

・イ ン ター ネ ッ トの ブ ラ ウザ を用 い 、 「パ ナ ビ オス」 の ロ グ イ ン画 面 を開 く。

・ユ ー ザ ー コ ー ドと パ ス ワ ー ドを 入 力 し 、 ロ グ イ ン を ク リ ッ クす る 。
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・表 示 され た件 数 が 多 す ぎ る と きは、 条 件2に 次 の キ ー ワ ー ドを入 力 す る 。'

・さ ら に、 条 件3の キ ー ワー ドを追 加 す る こ とがで きる。

・絞 り込 み を終 えた ら文書 表 示 で 閲覧 した い ペ ー ジ に ま ちが い ない か確 認 す る。

・この該 当 ペ ー ジ を見 る ため に は 、 中段 の ア イ コ ン部 分 を ク リ ックす る。

・画 像 デ ー タ とテ キス トデ ー タが 表 示 され るの で、 まず テ キ ス トで確 認 す る。

・次 に画 像 を"開 く"を 選 ん でOKボ タ ン を押 す。

・閲 覧 用 の ソ フ ト 「パ ナ ビュ ア ー32」 が 起動 され 、画 像 デ ー タが 表 示 さ れ る。

・画面上で十分読める大 きさまで拡大する。この画面では拡大率44パ ーセ ン ト。

・ペ ー ジ全 体 を 印刷 す る場 合 は 、 フ ァイ ル メ ニ ュー の 中 か ら、 印刷 を選 ぶ 。
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7.2.3実 施 した デ ー タ ベ ー ス と環 境

作 成 した デ ー タベ ー ス シス テ ム と、 試 行 利 用 ベ ー タベ ー ス環 境 は以 下 の 通 り。

(1)作 成 した データベ ースシステム

デー タ規模

データ種別 仕様 サイズ ・単位 総数 必要確保容量

テ キス トデ ー タ

画像 デ ー タ400dpi

画像 デ ー タ200dpi

合 計

11KB/Page

900KB/Page

300KB/Page

2864フ ァ イ ル0.3GB

2864フ ァ イ ル7.6GB

5602フ ァ イ ル4.9GB

12.8GB

(2)試 行 利 用 デ ー タベ ー ス環 境(シ ス テ ム構 成 な ど)

シス テ ム構 成

・サ ーバ ー(デ ー タベ ース サ ーバ ー兼WWWサ ーーーーバ ー)

WindowsNT4.0サ ーバ ー(Pentium2

DRAM、HDD16GB)

・ク ラ イア ン ト(検 索 用 端 末)

400MHz、128MBS

Windows95(K6-2プ ロ セ ッサ300MHz 、32MBSIMM、HDD

1.2GB)こ れ らの2台 を10BASE/TでTCP/IP接 続

7.2.4新 聞 記 事 デ ー タ ベ ー ス の 問 題 点

十勝毎 日新 聞データベースの構築事業を行 って、問題の所在が明 らかになった。

新聞とい う複雑な文字組で構成 されている紙面を、 しか も、膨大な量を、全文検索

で きるように仕上げるためになによりも大事だったのは、時間的な問題だった。部分

的な改良プログラムの作成や必要なソフ トの開発 と同時に、すべての工程が流れ作業

となるよう体制 を作 り上げることが不可欠だった。この体制 を作 り上げることで、大

幅な時間短縮が図れた。当事業のこの 「大幅時間短縮」体制自体 こそ、データベース

構築のためのシステムと呼ばれるものである、 と考えている。
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7.3今 後 の 課 題

7.3.1膨 大 な デ ー タ量

十勝毎 日新聞社 に限 らず、どこの新聞社 も、過去の膨大な記事のデータを持ってい

る。この新聞記事が、デジタルデータベース化されれば、新聞記事を利用する際の、時

間労力 を大幅に省略することがで きる。さらに、デジタルデータベース化することで、

新聞記事 を、ネ ットワークを介 した利用方法へ と、発展 させることがで きる。各新聞

社 とも、そうしたメリットは承知 しながらも、過去に蓄えた膨大な新聞記事をデジタ

ルデータベース化することに二の足 を踏んでいる。その理由は、技術的な問題 とそれ

にまつわるコス トの問題であった。

今回、当事業 を通 じて、新聞記事のデータベース構築は、問題 を含みながらも、現

時点で既存の技術、市販のソフ トで可能であることが証明された。作業中に発生 した

問題点は、市販 ソフ トを使用 しても、外部から制御する方法でプログラムを組めば、あ

る程度 は解決で きる問題であった。

7.3.2新 た な る 可 能 性

当事業で使用 した、全文検索エンジンが、インターネ ットで も使 えることで、新 し

い可能性が拡がった。われわれが構築 したデータベースは、インターネ ットを介 して、

外部か ら簡単 に利用できるように発展 させ ることが可能である。このことで、閲覧者

はよ りいっそうかんたんにデータベースを活用できるようになると予想 される。十勝

毎 日新聞社では、グループ企業にOCTVと い う有線 テ レビ局が、イ ンターネ ットの

プロバイダー事業に参入することになった。この機会 を利 し、十勝管内の地域情報流

通の活性化のためにも、有線テレビ局お よび十勝毎 日新聞社へ、当事業 『十勝毎 日新

聞記事デー タベース構築』の全文検索 システムを、インターネ ットを介 して積極的展

開を提案する計画である。

さらに、もう一つの可能性が見 えてきた。全文検索の能力を確認することがで き、新

聞紙面に準 じたアナログデータは、すべてデジタルデータ化で きる見通 しが立ったこ

とである。膨大な量の公文書や、各地に分散状態で、延々 と累積 された歴史的資料 も、

当事業の手法 を用いれば、デジタルデータベース構築が可能であるとい う目安がつけ

られるようになった。

当事業では、十勝毎 日新聞記事 を元に、実用に供 しうるデータベース構築を行 った。

さらに改良を加え、継続 してデータ量 を増や してい くことで、高度情報化社会 に不可

欠な地域のデータベース構築 に貢献で きるよう努力 してい きたい。
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8.付 加 価 値 デ ー タベ ー ス システ ム の

開発 に関 す る調査研 究

(株)イ ン タ ー ク ラ フ ト





8.付 加価値 データベースシステムの開発 に関する調査研究

8.1は じめ に

8.1.1付 加 価 値 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム とは

今 日のデ ー タベース利用 の実態 と しては 、企業 内オ フ ィスで用 い るパ ソコ ン

のネ ッ トワー ク化 に伴 い、 中小企業や部 門内での 中 ・小規 模 のデー タベース利

用 が促 進 され、 また、世界 中での インター ネ ヅ トの 隆盛 に伴 い、 日本 国内で も

イ ンター ネ ヅ トが普通 に利 用 され るよ うにな り、情報提供 の 方法が簡 易で、 ま

た利 用の 方法 も簡 単であ るため、WWW(WorldWideWeb)サ ー ビスが一般

社会 に浸透 し、 その情報量 も日毎 に増加 の一歩 をた どってい る。

これ まで は会社 内な どの閉 じられた世界 の中のみで利用 されて きた こ とが多

い商 品デ ー タベ ース等 が、 イ ンターネ ヅ ト、WWWサ ー ビス の普及 と、 エ レク

トロニ ヅク ・コマースの流 行に伴い イ ンターネ ヅ ト上へ の公 開用 と して利 用 さ

れ、 これ らの ネ ヅ トワー クか らの利用者情 報が企業 のマー ケテ ィング戦 略の重

要な ファク ター と して新 たな情報の利用価値 を生み 出 して いる ことは見 逃せ な

い。

しか し、 企業活 動の 中で非 常に多 く利 用 されてい る リレー シ ョナルデ ー タベ

ース シス テ ムは、デー タベ ース設計 にお いて利用 が予想 され るほ とん どの機 能

をス キー ム と して網羅 して い る必要 があ り、運用開始後 に柔 軟 に構成 を変更 す

るこ とが困難 であ る。そのた め、 ネ ッ トワー クによ ってデー タベー スが結ば れ

利 用 目的 の拡張 を迫 られ て も、柔軟 に既 存の デー タベース システ ムを有効 に活

用す るこ とがで きないこ とが多 い。

イ ンター ネ ヅ トの隆盛、LAN、 ネ ヅ トワー クの 普及 に伴 い、 デー タベース の

利 用 目的 が よ り広範 囲な もの にな ってい るこ とは事 実であ るが、一度構 築 され

た既存 のデー タベー スに対 し、格納 されてい るデー タや そのデー タ構造 に手 を

加 えずにデー タび 一 スの価 値 を高 め るための手法 はい まだ実 現 され てお らず、

容易 に既 存 のデー タベースの価値 を高め る手法 の実 現 こそ、新世代 デー タベー

ス開発 に求 め られ る要件 の1つ であ る。

我 々は既 存 のデー タベー ス に格納 されたデー タやデー タ構 造 に手 を加 え るこ

とな く、 複数 の デー タベー スを融合 しな が ら新 たな価値 を有す るデー タベース

に再構築 す る手法 の実現 を 目的 と してい る。 この手法の実 現 によ り既 存 のデー

タベ ース 自身 が潜在 的 に保 有 していな いデータベー スの価値 を、仮 想 的なデー

タベ ース システ ムの構 築 にお いて付 加 する ことがで きるため、既 存デー タベー

スの再利 用性 が高 ま り、価値 を高 めるこ とが可能 となる。
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まだ、 デー タベー ス設 計作業 の面 か ら言 えば、設計 当初 よ り運用 後 に予 想 さ

れ る全 ての要求 を満 た した デー タベース設計 を しな くて も、運用後 に新 たな デ

ー タベー ス を構築 して付 加価値 デー タベー ス シス テム とい う仮想 的な デー タベ

ース と して利用 す ることが可能 となれば
、 デー タベ ース設計の 負荷 が激減 す る

と考 え られ る。

以後、我 々の手法 によ り再 構築 され た仮 想 的なデー タベ ース を付加 価値 デー

タベー スシステ ム(ValueAddedDatabaseSystem:VADBS)と 呼ぶ 。

8.1.2付 加 価 値 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム の概 念

付 加価値 デー タベー スシステ ムは本 プ ロジ ェク トの オ リジナル の概 念 であ り、

既存 のあ らゆ るデー タベー スに対 し、 デー タベース の構 造や保有 す るデー タ を

一切変更 す るこ とな く
、デー タベー スの価値 を高 め るこ とが容 易 に可能 な仮想

的な デー タベース システム であ る。

既 存の あ らゆ るデー タベース と しては、 リレー シ ョナル デー タベース、 オ ブ

ジェク ト指 向デー タベース、 そ してイ ンター ネ ッ ト上 に分散 されハ イパー リン

クで緩 く結ばれたWWW上 の デー タ を対象 とす る。

これ らモデルの異 なるデー タベー スを扱 う必要性 か ら、 我々は 「デー タベー

スの作用 」 とい う概 念 を導入 した 。作 用 とは、既存 の様 々なデ ー タベー ス に対

して、 モデルの異 な るデー タベ ー ス を連携 させ るこ とを表わ し、 リレー シ ョナ

ルデー タベースの世界 では結合(join)と 言 う概 念で あ るが、 これ をオブ ジ ェク

ト指 向デー タベー スや、 イ ンター ネ ッ ト上 の分散デー タベース に まで拡 張 した

新 しい概 念であ る。

付 加価値 デー タベー スシステ ム が構築 す る仮 想的なデー タベー ス によ り新 た

な価値 が生 まれ る構 造は この作 用 を利 用す る ことで実現 され る。既 存 のデー タ

ベース に対 して、 あ る情 報群 を作用 させ るこ とで、今 までには なか った新 たな

価値 を持 つ仮 想的 なデータベー ス システ ムが実現す るのであ る。

仮想的なデータベース

20
「

異なるデータベース
に見える

＼ 〔三〕ノ十
図8-1付 加価値 デー タベー スシステ ムの概念
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図8-1で 、 作用 させ る情報群 は1つ とは限 らない。例 えば既存 のデー タベ

ー ス に対 して異 なる情 報群AとBを それ ぞれ作用 させ た とき
、ユ ーザAか ら見

た仮 想的 なデー タベ ースは、DB・Aと 見 えるこ とにな り、 またユー ザBか ら見た

仮想 的な デー タベー スは、DB-Bと 見え ることにな る。す なわち既 存の デー タベ

ー スは1つ であ って も
、作 用 させ るデー タによ り仮想 的 なデー タベースは複 数

生成 され るこ とにな る。

生成 された仮 想的な デー タベースは、既 存のデー タベース にはな い、 新 たな

価 値 を保 有す ること とな る。

8.1.3デ ー タベ ー ス の価 値 基 準 の定 義

付 加価値 デー タベ ース システムは、既存 のデータベー スの価値 を高 め るこ と

ので きるシス テムであ るが、価 値 につ いての評価 の基準 がな ければ付加価 値 デ

ー タベー ス シス テム を評価 す ることがで きない。

デー タベー ス にまつわ る価値 とい う言葉は、往 々に して デー タベース の利 用

価値 につ いての議論 に始終 して しまい がちであ る。それ は、一般ユ ーザ が 目に

す るデー タベースは 、多 くが検 索のた めのユー ザイ ンタ フェー スや、 検索後 の

結 果 につ いてで しかないか らだ と考 え る。確 かに検 索 にお け る効果 は、 デー タ

ベ ースの価値 を議論 す るに値 す るものであ るが、 これは いわゆ る 「デー タベー

ス の利 用価値 」であ り、 デー タベー スが潜在的 に持 つデー タベース その もの の

価値 とは言い難 い。

そ のため、 我 々は、デー タベース が潜在 的に持つデ ータベー スその ものの価

値 、 について検 討 を行 ない、次の よ うな定 義 を行な った。

我 々は デー タベ ースの価値 を次 の4つ の観点 か ら捉 えてい る。

(1)情 報の信頼性

情報の信頼性は、情報が事実に反 していないか、あるいはどれだけ物事を

客観的に捉えているかと言ったことを意味する。

(2)情 報の機密性

情報の機密性は、情報に対する不当なアクセスを許すか許さないかと言っ

たことを意味する。

(3)情 報の適応性

情報の適応性は、1つ の情報を異なるユーザに対 してどれだけ適合できる

かと言ったことを意味する。例えば、個人の感性で情報を検索可能である

とか、同じ情報でも、老人がアクセスしたときには大きなフォントで提示

したり、子供からのアクセスにはふ りがな付きの情報を提示することであ

る。
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(4)情 報の有用性

情報の有用性は、 どれだけ情報が役に立つかということを意味する。

これらの価値基準の定義を基に、我々の構築する付加価値データベースシス

テムの評価を行なうこととする。

8.2付 加価 値 デー タベ ース システ ムの動向調査

8.2.1一 般 社 会 に お け る動 向

VADBSは 既 存の デー タベー スの信頼性 、機 密性、適応 性、有用性 を高 めた シ

ステ ムであ る。我 々の着 目 した4つ の観点 の うち適 応性 のみ に限定す れば、既

存の システ ムの適応性 を高 めた システ ム と して、読売COLiNS[1]、MagicPocke

t【2]などがあ げ られ る。

8,2.2研 究 分 野 との 関 係

VADBSの 構築 にあ た り、各研究分 野の最 先端技術 を流用 す る目的 で、各研 究

分野 とのイ ンター セ クシ ョンについ て調査 を行 った。

(1)デ ー タベー ス

我 々の考 察対象 と してい る既 存の デー タベ ースは、 リレー シ ョナルデ ー タベ

ース、オ ブジ ェク ト指 向デー タベース、WEBで あ る。 これ らの デー タベ ース を

統 一的 に扱い なが らVADBSを 構築 す るため には、 デー タベースの種 類 に依 存

しないVADBSの モデル が必要で ある。

スキーマの異 な る異種 デー タベ ースの統合 に関 しては このデー タベー ス の分

野で研究 され てい る。 リレー シ ョナル デー タベース、 オ ブジ ェク ト指 向デー タ

ベー ス間のスキー ム変換 技術 と しは、 スキー ママ ヅパ を利用 したSQLク ライア

ン ト、SQLゲ ー トウ ェイな どが有 名であ る。 当初 、我 々 もこの分野 の技術 を調

査 し、SQLク ラ イア ン ト、sQLゲ ー トウェイ を利用 してvADBSを 構 築 しよ う

と考 えたが、 リレー シ ョナルデー タベ ース、 オ ブジ ェク ト指 向デー タベース 間

に制 限され るため、 十分 ではな い との結論 に至 った。そ こで、 その代 替新 技術

としてデー タベー スの 「作用 」 を考案 し、 リレー シ ョナル デー タベー ス、 オ ブ

ジ ェク ト指 向 デー タベー ス、WEBの 三者統 合 を可能 に した。

(2)自 然言語処理

VADBSの 機能の一つに 自然言語による検索機能がある。この機能を実現する

には、この自然言語処理の分野で研究されている、形態素解析、構文解析、意
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味解析、 文脈解 析 とい った技術 を利用 す る。これ らの技術 を導入 し、 自然言 語

を意味 フ レー ムな どの、意味 表現 に変換 し、 それ をデー タベー ス操 作言語 に変

換す る仕 組み が可能 とな る。

(3)ヒ ュs・一一・マ ンイ ンタフ ェー ス

VADBSの 機 能 の一 つであ る個 人の感性 に基づ いた検索 を可能 とす るため、 こ

の分 野で研 究 されて いる、感 性情報処 理の技術 を利 用す る。

(4)マ ル チ メデ ィア通信 と分散処理

VADBSで は、分散 環境 に置かれた データベー スの利用 が可能 なた め、 この分

野で研究 され てい る分散 型デー タベース技術、 エー ジェ ン ト技術 な どを利用 す

る。

また、VADBSで は、既 存のデー タベースに格納 されて いるデー タの種類 を問

わな いこ とか ら、 マルチ メデ ィア情報 を扱 うこ とにな る。その ため、 この分 野

で研究 されて い る、 マルチ メデ ィアデー タベー スの技術 を利 用 す る。

8.3付 加価値 デー タベ ース システ ムのモデル構築

8.3.1付 加 価 値 デ ー タ ベ ース シ ス テ ム の 要 求 定 義

我 々の 目的 は、既存 の リレーシ ョナル データベー ス、 オ ブジェ ク ト指 向デー

タベ ース、 そ してイ ンター ネ ヅ ト等 の分散デー タベース とい った異 な る構造 を

持 つデー タベー ス を、作用(異 なる構 造 同士 を結合 させ る こと)さ せ るこ とに

よ り、個 々のデ ー タベー ス が本来持 って いた価値 以上の価値 を生み 出す こ とで

あ る。

この 目的 を達成 す るため、VADBSに 対す る要求定 義 を以下 の よ うに定 め る。

(1)VADBSが 対 象 とす るデー タベース構造 を以 下の3つ と し、既 存の デー タベー

ス とは以 下の3つ の デー タベー ス構 造 を持つ もの を言 うこ ととする。

(a)リ レー シ ョナルデー タベ ース

(b)オ ブジ ェク ト指 向デ ータベース

(c)イ ンター ネ ッ ト等の分散 デー タベース

(2)VAJ)BSは 、様 々な ネ ッ トワー ク プロ トコル をサポー トで きる。

(3)VADBSの 利 用 者は、VADBSが どの ような構 造 のデー タベー ス を作 用 させ て

い るか を意識 しな くて も良 い。

(4)VADBSの 利用 者は、VADBSが 生 み出す新 た な価値 を利用 す るこ とが可能 で

あ る。
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(5)VADBSの 利 用者 は、DB検 索 にお いて、 日本語 文章 によ る検索 が可能 であ る。

(6)VADBSの 構築者 は、構築 の際 に、既 存のデ ータベー スに対 して、デー タベー

スの持 つ デー タや、 スキー ム構 造 を変更 する ことな く、VADBSと して再構 築

す ることが可能 であ る。

(7)VADBSの 構 築者 は、複数 の既 存 のデ ー タベー ス を作用 させ るこ とがで きる。

(8)VADBSの 構 築者 は、VADBSの 当初 の設計 お よび構 築時点後 にも、 自由に他

の既存 のデー タベース を作 用 させ るこ とが可 能であ る。

8.3.2付 加 価 値 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム の モ デ ル構 築

これ らの要求定 義 を満足 させ るた め、VADBSの 数理 モデル を構築 し、異 な る

構造 を持 つデータベー ス を結合 させ る 「作 用 」 とい う機 能の有効性 を証明 す る。

デー タの集合 において、 その任 意の要 素 に対 し識別子 が存在 す ると き、 我々

はこの集合 をデー タベー ス(以 後 、DBと 記 述)と 呼 ぶ 。

また、DBに 対 し、全 ての要素 の識別 子の集合 をDBKと 書 く。DBMSは ユ ー

ザ とDBと の イ ンタ フェース にな るソ フ トウェアでDBの 要素 に対す る検 索機

能 と更新機 能 をユー ザ に提供 す る。DBSはDBとDBMSと ユ ーザ か らな る。

2つ の デー タベー スDB・1、DB'2に 対 して集合DB-2か ら集合DB・1へ の対 応

が存在 す ると きDB・2はDB-1に 作用 す る とい う。DB・2がDB・1に 対応Fに よ

り作用 す るとき、DB・1か らDB-2へ の逆対応 が存在 し、 これ をinvFと 書 く。

また、対応Fに 対 しDB・2の 要素 の識 別子 を対応先 のDB・1の 識別子 に対応 させ

るこ とでDBK-2か らDBK・1へ の 自然 な対応 がで き、 そ の逆 対応 をindFと 書

く。 また集合 の要素数 を#で 表 す。

この様な定義 の もとDB・2がDB・1に 対応Fに よ り作用 す る とき、集合

{(d1,d2・1,d2・2,...,d2・m)ld1∈DB・1,d2-i∈invF(d1),i=1,2,_,m,m=#i

nvF(d1)}

は識別子の集合

{(k1,k2・1,k2・2,...,k2・m)lkl∈DBK-1,k2-i∈indF(k1),i=1,2,...,m,m=

#indF(k1)}

に よ りDBに な る。 このDBをDB・2のDB・1へ の作 用Fに よ り生成 され た

DBと 呼 ぶ。

VADBは 中心 とな るDBに 複数 のDB・1～DB-nを 作 用 させ たDBで あ る。前

出の記号 を用 いてVADBの 数理 モ デル を表現 すれば、DBiがDBに 対 し対芯Fiに より
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作用するとき、

VADB={(d,d1・1,d1・2,...,d1・m1,...,dn-1,dn・2,...,dn・mn)Id∈DB,di・j∈inv

Fi(d),i=1,...,n,j=1,...,mi,mi=#invFi(d)}

は識別子の集合

VADBK={(k,k1・1,k1-2,_k1-m1,...,kn・1,kn・2,...,kn・mn)lk∈DB,ki・j∈in

dFi(k),i=1,_,n,j=1,_,mi,mi=#indFi(k)}

を持つDBで あ る と記 述で きる。VADBMSは ユ ーザ とVADBと の イ ンタ フェ

ース にな るソフ トウェアでVADBKと 各VADB情 報 を持 ちユー ザ か らの クエ リ

ー を変換実 行 す る。即 ち、VADBMSを 通 してユーザ はVADBに 対 す る検 索や

更新 を行 うこ とがで きる。VADBSはVADBとVADBMSと ユ ーザ か らな る。

8.4実 現 モデ ルの検討

8.4.1VADBSで 実 現 す る サ ーチ エ ンジ ンの 方 向 性

VADBSの 実 現モデル を検 討す るにあ た り、 その核 の一 つ と言 え る検 索エ ンジ

ンのモ デル について検討す る。VADBSで は、 ロー カル マ シン上のDBだ けで は

な く、 ネ ヅ トワー クの上のDBに 対 して も作用 を用 いて検索対 象 と出来 るよ う

にす るため、 ネ ッ トワー ク を前提 に実 装 されて いるWWWサ ー チエ ンジ ンを題

材 に してモデ ル を検 討す る。

デ ィレク トリ型 ・ロボ ヅ ト型WWWサ ーチエ ンジンは、基本 的 にユ ーザ要求

に対 して受動 的に動 くもの で、ユー ザ要求の結果 に付加 価値 を付 け る とい った

能動的 に動 くものは少な い。 しか し、 日本電信電話株 式会社 が運営 してい る情

報紹介 サー ビス 「MagicPocket」 【2】、 読売新 聞社 ・日本 電気株 式会社 が運 営 し

て いる新 聞記事提供 サー ビス 「読売CoLiNS」[1]な どは 、過 去 の履 歴 ・入力 さ

れ た個 人情報 を基 に利用者 の興 味 に合 ったペー ジをシス テムが提 示す る能 動的

な システ ム と言え る。 これ らが利用 して いる検索 エ ンジ ンに関 して も検 討の必

要 があ る。

8.4.2感 性語 の分類

従来の情報機器 と人間 との情報伝達形態は高度に抽象化、客観化された記号

的知識に偏ったものであり、個人的な嗜好、主観、感性、意図等は、一切考慮

される余地はなかった。
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そのため、我 々は高速数値 計算 やデー タベース等 の情 報 シス テム、情報機器

等の便利 さを充分 に享 受 してい る一方で、情 報伝達 のス タイルの固 さに フラス

トレー シ ョンやス トレスを感 じさせ られ る こ とが多 い。 これ か らの 「心 の豊 か

さ」 を伴 った高度 情報化社 会 を実現 す るため には、 人間の 「感性 」 を理解 し、

人間 との 間に円滑 な コ ミュニケー シ ョンを実 現 させ て情報 システ ムを誰 で もが

自由 自在 に利用 で きるよ うにす るこ とが必 要であ る[3】。 この様 な背 景の 中、 ヒ

ュー マ ンメデ ィア[4】、 主観 情報処 理15]、 感性 情報処理 【6]について多 くの研究 が

なされてい る。この中で も、我 々の感性 に基 づ く感性語 を利 用 して画像 の検 索[7】

や生成[8]を 行 う研究 は高 い評価 を受 けてい る。感性 語 を利用 して画像 の検索 を

行 う研 究[7]で は、絵 画検 索の ための 印象語(感 性 語)と して30語 の形 容詞 を用

いた。

8.4.3ユ ー ザ情 報 の 構 造

VADBSで は既 存の デー タベー スの適応性 、機密性 を向上 させ るために、ユー

ザの個 人情報 を利用 す る。利用 す る個 人情報 は、ア カ ウン ト情報(ロ グイ ン名

とパ スワー ド)、VADBS利 用状 況情 報、氏 名、生年 月 日、性別 、血 液型、 生 ま

れて か ら現在 まで の経歴(す ご した場所 、学歴 、職 歴)、 免許 ・資格 、趣 味、健

康状態 の10種 であ る。これは個 人 を判 断す るため通常 の使 用 され る履 歴書 か ら、

情報検索 に役 立つ項 目を抜 き出 し、情 報社 会 で使 用 され るア カ ウン ト情報 を加

え決定 した。我 々は この10種 の情 報 をま とめ一つのユーザ モデル を構成 す る。

このユー ザモデル をデ ジタル の世界で の本人 のアバ ター と して捉 え、検索 にお

け る適応性 の向上、 システ ムに対す る機 密性 の向上 に利 用す る。
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8.4.4付 加 価 値 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 実 現 モ デ ル 仕 様 書

VADBSの モ デル に従 い、構築 時の指 針 とな るVADBSの 実現 モデル を提示す

る。

既存のデータベース

翻
既存のデータベース

廊

(
新たな価値

作用により仮想的に統合

)

=〔
VADBS利 用者

弐
D 8 M s

ユ ーザ イ ン タ フェ ー ス部

P B M S
要求制御部

デ ータベ ースアクセ ス部 デ ータベ ースアクセス部 データベ ースアクセ ス部

ネ ッ トワー ク部 ネ ッ トワー ク部 ネ ッ トワ ー ク部

VADBS-DVADBS-D

図8-2付 加価 値 デー タ ベー ス シス テ ム実 現 モデ ル

VADBS-U

システム全体 は、VADBS・U部(ユ ーザ対応 部)とVADBS・D部(既 存デー タ

ベー ス対応 部)と か ら成 る。ユーザ はVADBS・U部 を操作 す るこ とに よ り
、VA

DBSの 持 つ 「作用 」 によ って、既存 のデー タベー ス を仮 想 的 に統合 して見 るこ

とが可能 で、 その結果 、既 存 のデー タベースにはな い、 新 たな価値 を受け取 る

こ ととな る。

(1)VADBS-U部

(a)ユ ー ザ イ ンタ フェー ス部

ユーザ の要求 を受 け取 り、VADBSの 結果 をユー ザに提 示す る部分 であ る
。

プラ ッ トフォー ムに捉 われ るこ とな く同様 の操作感 をユーザ に提示す る。

ユーザはVADBSへ の要求 を 日本 語文章で表現 す るこ とが可能 であ る。

(b)要 求制御部

ユーザ か らの 日本語 文章 による検 索要求 を分析 し、VADBSが 利用 す る既

存のデー タベー スに対 して、 どのデー タベース に どの よ うな検 索要求 を

どの よ うな順 序 で行 な うか を判断 する。対 象 とす る既 存 のデ一 夕ベー ス
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の構造 が3つ の種 類 であ るので、 この要求制御 部 が3種 類 のデー タベ ー

スへ の検 索要 求発行 を実現 す る。

(c)デ ー タベー スア クセス部

実際のデー タベー ス に向け、検 索要 求 を発行 す る。

(d)ネ ッ トワー ク部

検索要求 の送 信お よび各 デー タベー ス か らの結果 の転送 を実際 に行 な う。

各種ネ ッ トワー クプ ロ トコルに対応 可能 とす る。

(2)VADBS・D部

(e)デ ー タベー スア クセ ス部

VADBS-U部 のデー タベ ー スアクセ ス部 か ら来 る要求 を、実際の既存 の デ

ー タベース に対 して 変換す る。

(f)ネ ッ トワー…ク部

検 索要求 の送信 お よび各 データベー スか らの結果 の転送 を実際 に行な う。

各種 ネ ッ トワー クプ ロ トコルに対応 可 能 とす る。

(g)DBお よびDBMS

これは既 存 のDBお よびDBMSで あ る。

8.5産 業分野 への応用効 果

8.5.1応 用 対 象

VADBSの 応 用対 象 と しては、膨 大なデー タか ら自然言語 を用 いて容 易に検 索

で き、信頼性 ・適応性 ・有用性 を向上 させ た形 でユ ーザ に表現 す る、 とい った

情報提供 システ ム全般 が考 え られ る。

具体的 には以下 のシステ ムが、VADBSの 応用 対象 と して特 に適 してい る と考

え られ る。

(1)バ ー チャルモール

バーチ ャルモー ル とは、実 社会 にお ける商店 街、 デパ ー ト等 を、 コ ンピュー

タ上で仮 想的 に実 現 した もの であ る。

バーチ ャルモ ールは急速 に発展 してお り、 出店数 が96年9月 で2,218件 だ っ

たものが98年5月 には8,695件 と、報告 され てい る。 この ように約1年 半の 間

に、約4倍 伸 びてはい るが、 まだ確 固 と した、 バーチ ャルモ ール構 築モ デルが

提示 され てい る とは言い難 い状 況 とい える。本調査 研究 では、VADBSの 持つ設

計思想 が適切 で あ ると考 え る。
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(2)デ ジタル ライ ブラ リ

「デ ジタル ラ イブラ リ」 とは、現実世界 の図書館 を、電子 的に実現 した シス

テ ムで、紙 の出版物 で扱 え る文字、静止画以外 に、映像、 音声 とい った、デ ジ

タル コンテ ンツを扱 え、多角 的な検 索が行な える。

8.52期 待 され る応用効果

VADBSを 応用 した場合、以下の効果が期待される。

(1)柔 軟な検索方法の実現

従来のように検索時にキーワー ドを入力するのとは違い、自然語による検索

が可能となる。

(2)柔 軟なサー ビスの実現

利 用毎 に蓄積 され たユーザ情報 を元にユーザ に対 しての適応 性 を向上 させ る

事 によ り、 以下 の よ うな柔軟 なサー ビス提供 が可能 。

・子供の場合 は フ リガナ を振 って表現

・老人の場合 は大 きな フォ ン トで表現

・目が不 自由 な人は音声で表現

(3)情 報の有用性向上

検索時の場合、検索結果に対 してハイパーメディアにより関連性を記述可能

となる事で有用性が向上する。

例えば料理のレシピ紹介の中で、ハイパーメディアを利用しその材料に対 し

て栄養価 ・生産地などの情報と関連付けをすることで、各情報の価値が上がっ

たといえる。

(4)情 報の信頼性 向上

1つ のDBを 検索するのではな く、2つ 以上の既存DBを 同時検索 ・表示す

る事によ り、結果に対 して客観性を持たせる事が可能なため信頼性が向上する。

8.6む す び

本 調査研 究 に よ り、VADBSの 実現モ デル が構 築 された。今後 は弊社 が運 営 す

るイ ンター ネ ヅ ト上 のオ ンライ ンシ ョ ヅピングモールGumbo(ガ ンボ:http:〃

www.gumbo.ne.jp/)上 に、VADBSの パ イ ロヅ トシステ ムを漸 次導入 してい く

予定であ る。

オ ンライ ンシ ョッピングモール へのVADBSの 導入 に よ り、 イ ンター ネ ヅ ト上
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のユ ーザの移 り変 わ りの激 しい嗜好 に対 して、 オ ンライ ンショ ッピングモール

自体 が柔軟 に対応で きるよ うにな り、Gumboと しては、他 ヴ ァーチ ャル モール

へ の差別化 が可能 となる。

Gumbo上 でのVADBSが 評価 され るこ とによ り、現在 各社 で競合 状態 にあ る

ヴァーチ ャル モール シス テム を、 仮想的 な ヴァーチ ャル モール システ ム と して

再構成す るこ とも可能 とな るた め、仮 想商店街 の次世代 を担 う構築手 法 と して

期待 で きる。

一78一



参考文献

[1]http://pnews.cplaza.ne.jp/

[2]http://皿agic.navi.ntt.co.jP/

[3]http://www.皿yo.inst.keio.ac.jp/-hisiya皿a/doctor/index.ht皿1

(人 間 の 感 性 的 な 要 求 を処 理 す る た め の 画 像 の検 索 と 自 動 生 成 に 関 す る 研 究)

[4]http://www・etl・go.jp:8080/et1/taiwa/HumanMedia/HM-FS-94/Report/index-j.ht皿1

(ヒ ュ ー マ ン メ デ ィ ア の 調 査 研 究 報 告 書)

[5]http://www-sip1.dj.kit.ac.jp/index.ht皿1

(主 観 情 報 処 理)

[6]http://www.etl.go.jp:8080/etl/taiwa/皿e皿bers/kato/research.ht皿1

(「 感 性 とマ ル チ メ デ ィ ア 情 報 処 理 」 加 藤 俊 一(電 子 技 術 総 合 研 究 所))

[7]栗 田,加 藤,福 田,板 倉:印 象 語 に よ る絵 画 デ ー タ ベ ー ス の 検 索,情 報 処 理 学 会 論 文 誌
,

Vol.33,No.11,PP1373-1383,(1992) .

[8]西 山,大 久保,松 下:Picnyck:風 景 描 写 文 か ら風 景 画 像 の 創 造,情 報 処 理 学 会 論 文 誌,

Vol.38,No.5,PP997-1007,(1997).

一79一





9.新 規産業創 出のための業種 を融合 した

企業情報のデータベースの構築

(財)相 模原市産業振興財団





9.新 規産業創出のための業種 を融合 した企業情報 のデ ータベース

の構築

9.1概 要

9.1.1背 景 と実 施 概 要

財 団法人相模 原 市産業振興 財団 では、平成9年 度、 自 らの ビジネスチ ャンス

を拡 大 す るこ と等 を目的に、 工業 ・商 業 ・農 業等 の市 内産業 人 か らな る 「さが

み は ら経済 人 フォー ラム」 を立 ち上 げ、 この フォー ラ ムの1テ ー マであ る 「情

報化 を考 え るフォー ラム」 にお いて、 市内産業 の プ ロフ ィー ル を多面的 に紹 介

で きるよ うなデー タベース の構 築 が提案 され、 この要 請 に対応 するため、本委

託事業 を実施 した ものであ る。

今 回 「さがみ は ら産業 あ るあ る情 報」 として、市 内の工業 ・商業 ・農業等約

580社 の産業情 報 を、 イ ンター ネ ヅ トを活用 し広 く市 内外 に発信 す るもので

あ る。(平 成11年1月20日 オー プン)

この発信 にあ た っては、既 に開設 され ている当財 団のホー ムペー ジ を リニ ュ

ー アル し
、本 産業 あ るあ る情 報 をメイ ンに した。

(財団ホー ムペー ジア ドレスbLua/LwwlaszLQmp .)

9.12ね ら い

(1)最 大のね らいは、 この ジ ャンル に とらわれない多方 面か らな るデータベー ス

を産業界 の人 に見 ていただ き、 今 まで思 いもつかな か った"業 種 を融合"(例

えば工業 と農 業、商業 と農 業等)し た取 り組み がな され るこ とによ り、新規

産業 や新 規事業 の芽生 え を期待 したい。

(2)市 内で取 り扱 われて いる優 れた製 品 ・商品や得意 技術 ・サー ビス等 を前 面 に

押 し出 し、市 内の優 れ た企 業 をPRす るとともに、受発注 や企 業連携 を促進 し、

新 たな ビジネ スチ ャンスの創 出 に繋 げたい。

(3)商 業 や農業 につ いては、特 に市民(=消 費者)を 意識 した分 類 と してお り、

身 近な ところ にも"い い もの、 うまいもの"が 多数あ るこ とを理解 してい た

だ くことによ り、地場消 費の拡 大 を 目指 したい。
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9.13本 デ ー タベ ー ス の 主 な特 徴

(1)本 市産業(工 業 ・商業 ・農業)の 持 つ製 品 ・商品 ・農 畜産物等 を1つ のデー

タベース と して構築 してあ り、異業種 を混在 させ るこ とに よ り様 々な業種 を

融合 した産業活 動の取 り組 み を加速 させ るものであ る。

(2)こ の産業情 報 は、市 内で取 り扱 われて い る優 れた製品等 がカテ ゴ リー別 に分

類 されてお り、単 に製 品情 報 だけでは な く、 それ らを持 つ企業 ・店舗 ・農 家

を特徴 づ ける得意技術 やセー ルスポイ ン ト等 に よ り、 競合品 との違い が容易

に分か り、 幅広 く市内産業 をPRす るもの とな って い る。一方 で、 企業側 に と

っては、 まさ に 自社 を宣伝 す る表現力 が問 われ る ところでもあ る。

(3)検 索エ ンジン機能 と して は、 カテゴ リー(製 品等 の分類)以 外 にキー ワー ド

検 索機能 も備 えてお り、検 索結果 におい て も単 に企業名 のみの表示 では な く、

企業 の売 りの 部分(セ ー ルスポ イ ン ト、得 意技術 等)を 表示 す るよ うに して

あ り、お 目当ての企業 を迅 速 に探 せ る ように工夫 されてい る。
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9.2実 施 内 容

9.2.1デ ー タ項 目

本 デー タベー スは、以 下のデー タを収 集 ・作成の対象 と して い る。

項 目Na 工業系 ・商業系データ項 目 農業 系データ項 目

① 企業名 ・店舗名 農園名等(愛 称も可)

② 代表者氏名

③ 所在地 ・住所

④ 電話番号

⑤ FAX番 号

⑥ ホー ムペー ジア ドレス →各企業のホームページヘ リンクさせ る

⑦ メールア ドレス →各企業のメールア ドレスヘ リンクさせ る

⑧ 業種 ※注1 営農類型

⑨ 事業内容 直売所の有無

⑩ 営業時間 ・定休 日 直売形態

⑪ 取扱 製 品 ・商 品 ・サ ー ビス 直売場所

⑫ 画像1枚(取 扱製 品 ・商品 ・保有設備 ・

案内地図等)

直売所の営業日・営業時間

⑬ 得 意 技 術 ・セー ル ス ポ イ ン ト ・メ ッセー

ジ ※ 注2

生産品目

⑭ 主な保有設備 ※注3 画像1枚(農 畜産物 ・加工

品 ・生産者 の顔写真等)

⑮ 資本金 セールスポイ ン ト ※注4

⑯ 従業員数 メ ッセー ジ ※注5

⑰ 担当者氏名 ・連絡先

※注1「 業種 」の記入方法については、特 に制限 を設けず、 自分 の会社 の紹介 を一言

で 自由に書いて もらうもの とし、複数の記述 も可能 とした。(例:酒 店 ・コンビニエ ン

スス トア)・

※注2「 得意技術 ・セールスポイ ン ト ・メ ヅセージ」につい ては、特 に商業系デー タ

では、"工 夫 している点""こ だわ り""仕 入先"等 を記述 して も らった。

※注3「 主な保有設備」については、特 に工業系デー タについて 、``機械名、機種 ・能

力、台数"等 詳細 に記述 して もらった。

※注4農 業 系の 「セールスポイ ン ト」 については、生産品 目の中で"特 に 自慢 の作 物"

や、"努 力 ・工夫"し てい る点や、消費者は もちろん"市 場や業者 に向けてのPR"等

を記述 してもらった。

※注5農 業 系の 「メ ッセー ジ」 にっいては、各々の農業形 態 に応 じて"呼 び かけたい

内容、相談 したい事"等 を記述 しても らった。
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9.22デ ー タ源 及 び 収 集 方 法

デー タ源 については 以下の とお りであ る。

① 工業系 ・商業 系 につ いては、相模 原商 工会議所 会員企業(約5,500社)

②農 業系 につ いては、相模原 市農業 協 同組合の組合 員(約1,500戸)

上記に対 し、 当財 団は も とよ り相模原 市 や相 模原商 工会議所 、相模 原 市農業

協 同組合等の各 関係 機 関の協 力 の もと、 市広 報、会 議所 ニュース、JAだ よ り

等の広報媒体 に よ り最大 限のPRを 実施 した。 また、 市 ・商 工会議 所 ・農 協職 員

と連携 し戸別訪 問す るな ど、あ らゆ る手段 を講 じた。結果 、本年度は 市内企業

約580社(内 訳:工 業 系176、 商業 系365、 農業 系38)の デー タベ

ース を構 築 した
。今 後5年 計 画 で全体(7,000社)の うち約3,000社

についてのデー タ収 集 に努 めて い く。

また、「さがみ は ら経済 人 フォー ラム」 にお いて も、各産 業人か ら業種 の枠 を

越 えた情 報化 の必要性 を望 む声 が多数 寄せ られて い るこ とか ら、 この フォー ラ

ムを通 して広 く産業界 に呼 びかけて い くこ とも併 せ て実施 してい く。

9.2.3デ ー タ検 索 と利 用 方 法

(1)検 索機能

a.カ テゴ リー検索

市 内で取 り扱 われて い る製 品 ・商品等 をカテ ゴ リー別(大 分類 ・中分 類 ・小

分類)に 分類 し、各 カテ ゴ リー を選択 してい くことに よ り、最終 的 に 目当て

の企業 に絞 り込 んで いけ るよ うな機 能 を持 って お り、本 システ ム を最 大 に特

徴づ ける もの であ る。

b.キ ー ワー ド検 索

キー ワー ドを入力 す るこ とによ り、そ の条件 に合 致 する企業 等 が検 索 され、

二覧表示 され る
。2つ 以上 のキー ワー ドを半角スペ ース で区切 るこ とによ・り、

AND検 索 も可能であ る。また、すべて のデー タ を検 索対象 としてい るため、

複数 のAND検 索 によ り、 一括検 索す るこ とも可能 であ る。例 えば、特定 地

域 と商 品名 を指 定す ることで、最寄 りの 目当ての店 を捜 すこ とが で きるよ う

な、消 費者 に とって も利便 性の あ る機 能 を持 って い る。
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(2)利 用 方法

デー タベー ス表示画面例 を以下 に示す 。

a.財 団 トップペー ジ画面

本産業 情 報 の開設 に伴 い トップペー ジの リニ ュー アル を図 り、 「さがみは ら産

業 あ るあ る情 報」 と名付 け、「産業」 を前面に押 し出 した。
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詳しくはfなん'情患苦撫 の事務局のお知らせを!:
・其洪難 §の 店蒙 を元鄭 迂 £::いiみ緑 鍵 考 え灘.,eう

経済人フオ…ラムのこ家内{農 業&遠 遊ぎ考スる」
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b.「産業 あ るあ る情 報」(本 委託事業)検 索 トヅプ画 面

「キー ワー ド検 索」 と 「カテ ゴ リー検 索(大 分 類及 び中分類 を表 示)」 に大別 さ

れ てい る。

Q、,三.

舗ぱ

＼蕪蕊"盤無念■∪き ミ無 芯tミ無 熱 無㎡

c.カテゴ リー検索(小 分類 を表示)画 面(例)

灘欝 欝織 礁 欝湾灘 』ぶ繍 雛 ミ菖驚灘 灘灘1・…1:燕纒:t
haザ"一 ・凹 。rbノ▲ 〆・nd-by!IOM吋 一 シ

Q・ ・,一,… 、

滅.ux{ べ}

'襟 簿

磁敬霧

〔亀 ぺぬ べ 鍛 口 乞 皇=窒 「」芽;哀切 λ<一・夕1必 ～、.菜=《',ニズL}.蔑 影 ら ー…ニノ::'1'e〕';㌦ 砿 ジ 授1

瞼 克 《.二～.T.吉,1◎'㌧ ノ∨ 『『≡ さ滋 ∴領 置}三,/'J-"窪1萩 羅 惑 ～里烏 咽 鰍 壌.級,二 ∠ .]

《蹴}個 償 原 市 在 京 績 口 触 厨

、ぷ

.適法 錘iii違:鱒・培 鵠…1荘 Ω 纐 ご誌=.・ 馳ーぱ 触撤 酬 繍::
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d.検 索結果一覧

「カテ ゴ リー 検 索」 で も 「キー ワー ド検索 」で も、該 当 す る企業 等 の一 覧 が表

示 され る。'一度 に最大10件 まで を表 示、それ以上 の場合は、次頁以降 にな る。

この一覧 には 、企業 名だけ でな く、住所、 電話番号 、得意 技術 ・セール スポ イ

ン ト ・メ ッセー ジ も表示 され るように した。

ジノ ヤ ド び ぢ一
1肝1硲鰭就"ぼ す.

畜'診,娃 ∋^2;
亀カケ←フルを頚桶守る6曽日量用品の自適から、1札らの罰■の●付、靭立加工まで、畠劇e爾 と9書な品書¶号のも
t－ 負した冒4、U莞専領t藪てお鳴す・ウリーンffi2PtaL;Lギー"●胃.ttkts■60噂ケーフ1va)各吊re簡用品
のn-"gu'"Etgtutrti:R館 すぽ 広 弥 恥 斑 目畠してELEt・

鑑識 緒締 甑 枷 贈 賄 嶋 艮.鶴順 の凛嘲 抱 卵 与す
るととも こ、ひいてttSUti会 にR9し て●tAt.

T:tJシ=:・ ・∨.☆..郡P・r;r,:.:

翻 繊 者濠 監轍厄 、ぷ,。噸 ㈹ 拠 ⌒,凧 畠
田BEシ晶質曽Oの●犀筒鳥r`SO蜘2」のM書19皇848月に■得しまば:・よリ島頂な9tin工およti伺rtの堕■》

煕 煕 し'臓す・,,、.k,,'、,.t:.._,,`

員纏 熾 織,,蹴,輪.、 噸_蝋 、、、.噸 剛

宏 鷲"耽

溺:.'宝;'..
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e.会社概 要

け 目口 　ロ こほ 　ロロコロ ロ こ口 口 こロ ロロ ほ ほ 　ロ　ロロ　ざロ ロ　　　 マ　ロ　　　　ロ　口 唱ロ ロ　ロロロロロ　ロロ 　　コアコ　ニコ　コニくコニコ　コ　　　ロ　　 　 　ニく　 ロ　くヒニく　ニヒ　　ニここ　 　みマコマ 　

i鍵 難 鎌 鑛 灘 雛 ……ll灘1難ミ…1…灘…1　1…Sllii…1灘i鱗議il難i灘 鍵 ……譲i…………
トttp.〃ww5sエor.bfdi/"シ"当 当■

i-bht1!|ミ 鷲…ミ………灘.努
s沖:・=・sト=・=・=・;・/・>1)障}')' 当■ 〉》ト)ン)〉)))n>》 ト、ト》ちS'■

:}　一 魏.θ 蒸i:ミ1灘.、 ・.
.t.t、.・……驚;…;∵ 窟 で"]':・

:i蟻i……難iiiiii覇.
黄銅加工品

'』1灘liiii灘…iii嚢難 灘i
、iiil蒔灘鎌iii灘灘i欝i灘 灘

ζ事芸内容〕

1・非鉄金田洞洞(銅 ・黄銅・7ルミニウム霊)の 口■加工笹繭
2'錆'ア ルミニウムの導体の■げ、ひねり腎の垣■および銅■品の口一付け加工
3・ゴムモールV加 工

【取捨い製品・商品・サー}ごス,

1'銅'黄 銅'ア ルミニウム篶の非鉄金■日韓の加工製品
2・各種ゴムモールド加工製品
3・JCAA(日 本電力ケーブル損恒技術協会》及ひ国内電力会社組櫓に口合した各種結綴
用品
4・各種フレキシブル聴蒔

【保有頴 醐.

<自 発設計>

CADPAC・WIN21台 、CAD・ME10d1台 、CAD・ANVIL-50001台 、自助プ【1

タラミンタシス テム1省
く口 蟹宮値 〉

マシ ニンゲセンタ1台 、NC旋 ■E台 、CNC口 官 倉● 旋轡1台 、CNCド リリンクセンタ
1台 、汎用 旋 盤4台 、ターーレット■21台 、スライス盤4台 、直 立禾 一ル竺5台 、自動 帯

鋸盤3台 、シャーリング1台 、油圧 ブレス(100～7001」 ン)4古
く試 験設 ■ 〉

絶縁 耐力 冨験 装置AC25K/600KVA－ 式、絶縁 癌定装 置1×10の3A～1.6×
10の16嚢 Ω 一三℃、毎毎誼 ■定 装置1μ Ω －it

』'雛 藷iiii繕iiSiii藷迷 謬1

、.、"… …di…1灘≡ …喪.欄 灘 ≡ 、…,…,…,…、1ミ、…,…、、、き…、…"…sミ ミ、"≧…㈱i:ぷ 欄 、靴,ぶ:::::、,::、、鞘 慰 ㈱1、:、:.::、::謬::::/

.離 離iiii難 雛 藁i議i§ .

【得意栽培'セ …ルス孝イント'メづセへ・ジ】

電力ケーヲルを接続する各竈領続用品の創造から、これらの部品の取付、■立加工まで、
高度な技告と厳重な品買管理のもと、一貢した■遣、販売侍縦 整えております.クリーン
で安全なエネルギー.電 器一を自給する電路ケーヲルの各種拍笹用品の分野で、新しい栖
健在創適し、社会に貢献するととHこ 、田地=6し い企■1目 青しております.

:;沙=:S■

璽

_..、 、、、........… 、.…..___、 … 逗

雛継
遵悉 ぶ懸 薫 …i遼iiiiiiiii顔i…ili籔……ili灘iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii難iiiiiiiiiiiiiiiili灘iiiiii藝iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiil離離i慧 鍵1:;

9.2.4 カテ ゴ リー分類

カテ ゴ リー を 「工業 」「商業 」「農業 」「団体 」の4つ の大 分類 に分 け、 各々 中

分類、 小分類 と細分化 した 。

大分類 の定義 について は、 以下 の とお りとした。

工業:製 造業 ・加 工業 と、 それ に関す る製 品 ・部品 ・材 料 ・機 械 を取 り扱

う企業

商業:商 業 ・サー ビス ・金 融保 険 ・建設 ・運 輸通信 ・不 動産等

農業:農 産物 と加工品

団体:各 団体加盟者の うち、情報提供のあったもの
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9.2.5シ ス テ ム 構 成

デー タベー ス にあ る情報 の管 理 ・更新 については、 デー タ更新 の迅速性 等 を

勘案 し、基本 的 には 当財 団の職 員 が行 うこ とや、 開発 コス トを低 く抑 え るこ と

等 を考 え合 わせ 、デー タベースの開発 その ものはAccess97で 行 い、 それ をSQ

Lサ ーバ に移 植 す る方法 が、運 用上最適 であ る と考 え、 以下の よ うなマ シ ン構 成

に した。

繍
市内産業情報DBServerSystem

星
置
星

'

㍉

利 用 者

(WWWブ ラウザで閲覧)

9.2.6ホ ー ム ペ ー ジの 運 用 ・保 守

イ ンター ネ ヅ ト情報 におい て、 ア クセス件数 を増 や し、 また、 正確な情 報 を

提供 す るため には、 内容の 更新 は不可欠 なものであ る。 ま して、取 り引 きに関

係 す る企業 情報 ともなれば なお さらであ る。現状 で は、 企業 か らのFAXや 電話

連 絡 によ り、即 時更新 を してい る。今後 も情報 の収集 に努 めなが ら、 で きる限

りリアル タイ ムで情報 提供及 び更新 を行 って い くものであ る。
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9.3実 施 体 制

「さがみ は ら経済人 フォー ラム 」の一つ のテーマ として平成9年11月26

日に 「さがみは らの情報化 を考 え る」 が設 置 されて い る。当該 フ ォー ラムは工

業、 商業、農 業の各 分野の産業 人 か ら構成 されてい るた め、 この組織 の 下部組

織 として、産 業人 ・産業振 興財 団 ・市 ・商 工会議所 ・農 協職 員等 を構 成員 とす

る 「市内企業 情報デ ー タベー ス検討 委員会 」 を設置 し、 データベー ス構築 に当

たっての内容検 討 を、今 年度 は5回 実施 した。

なお、デー タベース の構 築 が数 年度 に またが るため、 この委 員会は その進行

管理 も行 うもの とす る。

9.4実 施 ス ケ ジ ュ ー ル

くト→ 予定 ・実績

く十… … レ 変更実績

(※変更のないものについては、 当初予定 どお り実施 した。)

作業墳自 9潟
1

データの収集 <
∠

ゆ

＼

仕様確定 二
●

● ● ● ● ■ ● ● ● ● ●

'

概要設計 司 》

詳細設計 帝
画面デザイン

データベース構築 ,

画像データ作成

治

・(

4
瞬

データ入力

レ4
》

データ登録 褐 〉

}・ ・
・●

WWW連 携 ソ フ ト ・カス タ

マイズ 褐 レ

試験及び修正 `

公開 ● じ
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9.5成 果

本事業 の成果 については、 以下の とお りであ る。

(1)本 市にあ る優 れた企業等 の プロフ ィール を紹 介 し、 それ らの持 つ製品 情報等

を横 断的 に閲 覧で きる本事 業は、 これ まで、本 市 には どこにもなか った もの

であ り、 これ によ り、本 市産業活動 に対する側 面的 な支援 や高度 情報活用化

の支援 が図れ るもの と自負 してい る。

(2)当 財団 のホー ムペー ジは平成10年1月 に開設 されてお り、本事業 であ る産

業情 報デー タベース の公開 日は、平成11年1月20日 であ ったが、 ア クセ

ス件数 につ いて比較 す ると、本 事業 公開前のア クセス件数 は、1日 平均15

件程度 であ ったが、公 開 日以降2月 現在 までの1日 平均 ア クセス数は 、約3

00件 と格 段 に上昇 した。 また、 このア クセス数 をさ らに分析 す る と、 平 日

にお け るア クセス数は425件 であ り、土 日祝 日におけ る同数 は、64件 と

な って い る。 このこ とは、 本デー タベ ースが、 よ りオ フ ィシャルな側 面を持

ってい るこ とを示 す もの であ り、本事業 の目的に も適 ってい るものであ る。

(3)今 後 もデー タ収集 に努めて い くこ とは言 うまで もない事 であ るが、1月20

日のオー プン以来 、 イ ンター ネ ヅ ト上 で本デー タベース を見た方 か らの 申 し

込み に よ り、掲 載デー タが増加 してい る。(1月20日 時点520件 →2月

18日 時 点579件)

(4)新 聞等 で本 デー タベー スの開設 をPRし た効果 で、 当財 団実施事業 の1つ で

あ る 「パ ソコ ン研修 」の イ ンターネ ッ ト関連 コース に 申 し込み が集 まる等、

市民の情 報化 の裾野 を広 げ るこ とに一役 買ってい る。

9.6今 後 の課題

利用 対象者 や検索頻度 数 を順 次増加 させ るため、 デー タベース を充実 させ て

い くとともに、幅広 くPRに も努 め る必要 があ る。

具体 的な戦略 と して は、①短期 的には、実際 にイ ンター ネ ッ トの利用 を通 し

た中で、 当財 団 ホー ムペ ー ジ上 にあ る掲示板等 で意 見等 を提案 して も らい なが

ら、 よ り有益性 の高 いコ ンテ ンツづ く り(カ テゴ リーの 追加や 変更等 も含む)

を して い く。 また、大 口デー タ源であ る工業 団地、 商店街 、営農組合 等各種組

合 を対象 に個 別説 明会 を開催 し、で きるだ け多 くの デー タ収集 に努 めてい く。

② 中期的 には、21世 紀 に成 長産業(環 境、規制緩和 、暮 ら し、健康 、 コ ン ビュ
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一夕関係等)に なる と思われ る もの に関す る行政 情報 を新 たに ジャ ンル別 にデ

ータベー ス化 す るな どコ ンテ ンツの充 実 を図 るよう考 えてい る。参

また、デー タベー スのPR方 法 と しては、 当財 団主催 事業 であ る産業 フェステ

ィバル等 のイベ ン トを利用 し、 今 回の システ ムのデ モ ンス トレー シ ョンを行 う

な どあ らゆ る機会 を通 じて積極 的 に実施 して い く。

更 には、事業 化 の採 算性で あ るが、 当初 案 では平成12年 度以降 会費制 を導

入す ることと してい たが、 主な支 出項 目で あ った 「サーバの運用 費」 について

は、 市か らの全額補 助 を確保 す るこ とがで き、 また、「データベー ス作成費 」に

ついて も、デー タの入 力要員 と して嘱託職 員1名 の増 員 が認 め られ るな ど、本

事業 の推 進 にあた って は市側 の理解 も十分 に得 られ た。 これ に よ り、 会費収入

がな くて も、本 事業 の 当面の 目標 であ る3,000社 の デー タ収 集 に向けて、

安定 的な運営 が確保 で きた。今後 は、本事業 の有意性 が産業界 全般 で 認知 され

た段階で、会 費制 についての再検 討 を し市か らの補 助金 を減額 す るな ど、独 立

採算 による運営 を目指 したい。 その ために も、市 内企業 の うち規模 は小 さ くて

も優秀な技術 を持つ企業 の掘 り起 こ しに努め るな ど、新規産業 創 出を意識 した

中で、デー タベース の充実 を図 って い く必要 があ る。
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10.地 域 ホームペー ジに係 わ る リンク集

整備 お よび 自動巡 回 システ ム と全文検

索 エ ンジ ンを利用 した効果 的検 索機 能

の開発

ミネルバ(株)





10.地 域ホームページに係わる リンク集整備および 自動巡回シス

テム と全文検索エ ンジンを利用 した効果的検索機能の開発

101背 景 と 目的

イ ンター ネ ッ トの普及 とともに、簡単 に多 くの情報 を得 られ るよ うにな って

きた。そ の反 面 、広 範囲の 中か ら必要 とな る情報 を探す ための手 段は、 ます ま

す複雑 化 して きてい る。

この問題 はWWW(WorldWideWeb)に よるインター ネ ッ トの普及 が始 まっ

た時か ら指摘 されてお り、 このニー ズか らYahoo!Japan(Yahoo)やinfbseek

等 の広 範 囲の検 索 を 目的 とした商用 の検 索エ ンジンが広 く普及 して きた。

しか し、Yahooの よ うなデ ィレク トリサー ビス型 の検索 エ ンジ ンは事前 にペ

ー ジの登録 とキー ワー ドの抽 出 を行 うため、対象が限 られて しまう。 また、 時々

刻 々 と変化 す る情報 を網羅 す るこ とがで きな い。

また、infoseekの ように広 範囲な ホー ムペー ジを対象 とす る ロボ ヅ ト型の検

索エ ンジ ンは、 大量のデー タ更新 を行 う必要 があ り、複 数の サーバ を使 って処

理 を行 わなけれ ばな らず、 大規 模 なシステ ムが必要 とな る。 それ に加 え、利用

者は、限 られ た地域 や分野 に限定 した情報 を探 したい時 は、 目的 とす る情報 の

絞 り込み に複 雑 な手順 を要 す るこ とが多い。

本 シス テムの 目的は、 これ らの 問題 を解 決す るアプロー チ と して、東 海北陸

地域の情 報 を利 用者 にわか りや す くま とめて提供 す るク リア リングハ ウス と し

ての機 能 を、新 しい技術 を用い ることによ り開発 す るこ とであ る。

102開 発体 制

データベースの専門家による委員会を組織化し、意見交換を行いながら開発

を行った。

(1)委 員会

委員長

委員
,,

オブザーバ ー

中京大学教授 廣木 守雄

東海北陸データベース懇話会 新井 昭ニ

ミネルバ 株式会社 安藤 真介

中部通商産業局産業企画部 嶺村 英逸

(2)ミ ネルバ 株 式会社

企 画 ・プロ ジ ェク ト管理、調査 、 システ ム開発/運 用 、 検索対 象サ イ ト調査
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10.3検 索対 象サ イ トの調 査

103.1検 索対 象 サ イ トの 調 査

東海北 陸地区 に関連 し、企業経 営 に関 して有効 な情 報 を公開 す るホー ムベー

ジを調査 した 。

企業経営 に関す る情 報 を対象 と したのは、 この情報 が地 域 に関連 す る情 報 と

して有効 であ り、利 用者 にア ピール しやす いためで あ る。

公的機 関 を中心 に100サ イ トを目標 と して対 象サ イ トの選定作業 を実施 し

た。企業経営 に関 して有効 な情報 で あ る"補 助金","政 策","融 資","経 営指

導",

"資 格"
,"採 用","講 習会"の 内容 を公 開 して いるか どうか を調査 した が、 内

容 や更新頻度 を吟味 した結果、第1回 目では68サ イ ト(約150サ イ ト中)

に とどま った。そ こで、市町村等 の 自治体 まで範 囲 を拡 大 し、選定 作業 を行 っ

た結果、最終 的 に93サ イ ト(約450サ イ ト中)を 検 索対象 サイ トとして選

定 した。

安易に東海北 陸地域 の 自治 体 をすべて選択 すれ ば、簡単 に100サ イ トを超

えて しま うこ とにな る(約300サ イ ト存在)が 、実際 には観光情 報 な どを掲

載す る自治体等 が多 く、市町村等 の 自治体 か ら対 象サ イ トと して選定 したのは

16サ イ トとな った 。

103.2検 索 対 象 サ イ トの 決 定 と連 絡

愛知県庁 、岐阜 県庁 、名古屋 商工会 議所 に直接 訪 問 し、本 開発作業 の説 明 を

行 うとともに協 力 をお願 い した。 その他 のサ イ トにつ いては電話、FAX、 電子

メール を利 用 して連 絡 を行 うと共 に、ホー ムペー ジによ る説明 も併 せ て行 った。

各 サイ トへ の連絡 方法 と反応 は表10--1の 通 りであ る。

表10-1各 サイ トへの連絡 方法 と反応

対象サイトへの連絡方法 連絡に対する反応

直接連絡 4 了解 4

電話、FAX 17 了解 17

E-Mail 73 了解の返事 15

了解と判断 58

リンクの拒否 1

連絡 したサイ トの合 計 94 了解があったサイ トの合計 93
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103.3リ ン ク集 の 公 開 と連 絡

登録対 象 と したサイ トを分 野別 に分 け、 リンク集 をホー ムペー ジ上 で公開 し

た。 さ らに、登 録先 のサイ トに対 して検索エ ンジンを公 開 した ことについて電

子 メー ル によ り通知 した。

10.4検 索 シ ス テ ム の 開 発

10.4.1シ ス テ ム 構 成

検 索 シス テム の構成 は図10-1の 通 りになる。大 き く3つ の機能 に分 け ら

れ以下の ことを行 う。

(1)検 索 キー ワー ド入力ペー ジ

・ユ ーザ が入力 した検 索キー ワー ドを検索エ ンジンに渡す。

(2)自 動巡 回 ロボ ヅ ト

・検 索対象 サ イ トの ホー ムペー ジか ら情報 を収集す る。

(3)検 索 エ ンジン

・自動巡 回 ロボ ヅ トが収集 した情報 か ら検 索 を効率良 く行 うた めの

イ ンデ ヅクス を生成 する。

・検索 キー ワー ド入力ペー ジを通 して渡 されたキー ワー ドを元 にイ ンデ ック

スか ら結 果 を求 め、WWWサ ーバ を通 じて表 示 を行 う。
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図10-1シ ス テ ム構 成

10.4.2動 作 環 境

検索 システ ムが動作 するマ シン と必要な ソ フ トウエア は表10-2の 通 りで

あ る。マ シ ンの性 能 は ご く一般 的 なIBMPC/AT互 換機 であ り、必 要な ソフ ト

はOSを 含 めてフ リー ソフ トを使用 した。 この よ うに検 索システ ムの動作環境 は

入手 が容易で汎用 的 な構成 にな ってい る。

表10-2運 用に使用 したマ シンの性能 と必要なソフ ト

CPU Pentium130MHz

Memory 64Mbyte

HDD 2.OGbytβ

OS Linux2.0.33

運用に必要 なソフ ト WWWサ ー バ(apache1.3.3)

perl5.004

namazu1.3.0.0(改 造 有 り)
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10.4.3検 索 キ ー ワ ー ド入 力 ペ ー ジ

(1)検 索キー ワー ド入力ペ ー ジは初 心者 にもわか りやす く使 って もらうこ とを考

えて、単純 なイ ンター フェース を採用 した。

(デザ イナー の協 力 を得 て、わ か りやすいベー ジを作 成 した)。

(2)利 用 者 が検索 システ ム を呼 ぶ時 にわ か りやす くす るため、SHARCHと い う

愛称 を設 けた。

(3)他 に以下のペ ー ジを設 け た。

・検索エ ンジンの概要説明

・御意見 ・ご感想

・登録

104.4自 動 巡 回 ロボ ッ ト

自動巡 回ロボ ッ トは登録 サイ トの先頭ペ ージか ら リンク先 のベー ジをた ど り

な が ら情報 を収集 す るソフ トウ ェアであ る。登録サ イ トの情 報 を効率良 く収 集

す るために

・インターネ ッ ト上の トラフ ィック

・WWWサ ーバ の負荷

・同一サ イ トの情 報の み を収集

・登録サ イ トが 自動巡 回の対象 か ら外 すペ ー ジを指 定 す る手段 の提供

について考慮 した ソフ トウ ェアの開発 を行 った。

(1)巡 回方法

・日々更新 され るホー ムペ ー ジの内容 を迅速 に反 映 させ るために登 録 サイ ト

を1週 間に1回 巡回 し、 内容 の更新 を行 うこ とと した。

・登録サ イ トの サーバの負 荷 を軽減 させ るため にデ ー タのダ ウンロー ド時 に

5秒 間の イ ンターバル を設 け、 サーバ の 占有 を避 け るよ うに した。

・効率的 に情 報 の収 集 を行 うた めにイ ンターネ ッ トの回線 が空いてい る時 間

に情報の収 集 を行 うよ うに した(午前0時 ～ 午 前9時)。

(2)更 新 の有無

トラフ ィック軽減 のた め情 報 を収集 した 日付 を管理 し、 更新 の有無 を検知 す

るよ うに した。 また、存在 しないペー ジの情報 を削除 し、情 報収集後 のイ ンデ

ヅクス化時 に対象 か ら外れ るよ うにす ることで、存在 しないペー ジが いつ まで

も検索結果 と して表 示 され ない よ うに した。
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(3)リ ンク追尾

本開発では、一般的 な ホー ムペ ー ジで利用 されて い るア ンカー タ グ、 フ レー

ムタグ、AREAタ グの記述 か ら リンク先の情報 を取 出 し、追尾 を行 うよ うに し

た。

また、取 出 した リンク先 が同一 サイ トのペー ジか どうか を判 断 し、同一サイ

トのペー ジだ った時 のみ追 尾 を行 うよ うに した。 さ らに、 同一のWWWサ ーバ

で複数サ イ トのペー ジを公 開 していて、1つ のサ イ トが別 のサ イ トを含んで い

る場合 につ いても対処 した 。

(4)収 集ペー ジの制 限

ホームペー ジを公開 す るサイ トが ロボ ッ トに よる自動巡 回の対象 とした くな

いペー ジを指定す る方 法 と して、W3C(WorldWideWebConsortium)が 推 奨 し

てい るrobots.txtに よる制 限 とMETAタ グによ る制 限 を実装 した。

104.5検 索 エ ン ジ ン

自動巡 回 ロボ ッ トに よ り収集 した情報 を用い て検 索 を行 う時 に、 その まま文

字 の検 索 を行 うと非常 に時 間がか か って しま う。そ こで、文書 中 に存在 する単

語 をイ ンデ ヅクス化 し、検 索効 率 の向上 を図 る必 要 があ る。本 開発で はフ リー

で高機能 な ソフ トnamazuを 改造 し、以下の機能 を実装 した。

・キー ワー ドを多 く含 むサ イ トか ら順番 に表示 を行 う
。

・表示 され た情 報 か らの リンクによ りサイ ト毎 の検索結 果 を表示す る
。

・対象サ イ トの トップペー ジへ の リンクを示 す
。
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10.5シ ス テ ム の 運 用

登録 サ イ トか らの情報収 集 を行 いイ ンター ネ ヅ ト上 に検 索エ ン ジンを公開 し

た。 キー ワー ド入 力ペー ジを中 日新 聞のWWWサ ー バ上 にあ る東海北 陸デー タ

ベース懇 話会の ホー ムペ ー ジに設け、実際の情報収 集 と検 索機 能 は ミネルバの

サーバ上 で行 う構成 とした。

公 開URLはht砿 迦 翌旦d鎚a鯉 Ω旦Jp∠aエe錨金鎚Ωh。垣m]で あ る。

目
中 日新 聞 サ ー バ

東 海 北 陸 デ ー タ ベ ー ス 懇 話 会 ペ ー ジ

キ ー ワ ー ド入 力 ペ ー ジ

URL:http:/www.datapro.or.jp/areasearch.html
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図10-2東 海北陸地域ホームペー ジ検索の運用形態
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10.6ま とめ と今 後 の課題

今回、登録サイ トとして調査、選択を行った東海北陸地域の公的機関のホー

ムページリンク集はクリアリングハウスとしての機能を十分果たすものと期待

される。また、利用者が、簡単な操作で検索を行える機能を整備することがで

きた。

本検索エンジンを使用 して頂いた方からは、"関 連機関だけを対象としている

とい うことで,一 般のエンジンよ り使い勝手は良い"や"登 録サイ トが公開 し

ているページの状況がわか りやすい"等 の意見 をもらうことがで きた。

しかし、今回の試験運用では公開からの期間が短く、一般ユーザへの通知が

十分では無いことから、利用者からの意見や検索実施数が少なかった。このた

め、正確な利用情報を得ることができていない。利用情報の分析結果や利用者

からの意見を反映するには、少なくとも1年 程度の継続運用が必要と考えられ、

それにより、更なるシステムの充実を図ることが可能となる。

今回の開発により、検索対象の絞 り込みを行い、必要な資源の削減と情報収

集に必要な時間の減少を図ることが、有効であるという例を示すことができた。

今後はこのように対象範囲を限定 し、利用者にとって本当に必要な情報を提供

することができるような仕組みがますます重要になって くると思われる。結果

として、検索対象サイ トが、本来情報を必要とする人に、公開する内容を提供

する機会を増やすことにつながる。

今回は、東海北陸地域という地域に限定 した情報を対象とした。しかし、本

システムは以下のように特定の分野やネヅトワークを対象とするような検索に

も応用が可能である。

・各部署や関連会社に散在する文書の統合検索システム

・自社に関連する製品情報検索システム

・専門分野に特化 したサイ トだけを検索するシステム(例:風 力発電)

・同じ事に興味 を持つコ ミュニティー(例:リ サイクル)

今後は、 このようなイン トラネ ットや他地域への展開を目指していく予定で

ある。
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11.古 墳 ・遺 跡 の指 標 とな る土 器 デ ー タ

検 索パ イ ロ ッ トシステ ムの作 成

凸版印刷(株)





11.古 墳 ・遺跡 の指 標 とな る土 器 デ ータ検 索 パ イ ロ ッ トシステ ム

の作成

111本 パ イ ロ ッ トシ ス テ ム の ね らい

111.1土 器 デ ータベ ース作成 の意 義

土器は時代の指標=も のさ しの役割を果たす。土器は作 り手の自由な発想の

もとに作られているのではな く、土器の形や装飾の様式、技法といった事柄は

その時代時代によって規制されており、各時代の典型となる様式は世代交代や

新 しい技術の導入によって少しずつ変化を遂げる。

古墳時代において土器は煮炊きの道具や祭器として生活必需品であった。壊

れやすく子孫に伝えることができず、 しかしながら生活必需品であった土器は

必要に迫 られ、次々に生産しなければならなかった。この結果、各地に大量に

残された土器は、形や文様が異なるものが見られ、これらを整理 ・分類し、編

年順に序列づけることが可能となった。したがって、考古学研究において土器

は古墳や遺跡の年代変化並びに地域変化を探る指標 として重視されるのである。

土器データベースの作成が考古学研究に果たす役割は大であり、膨大な数に

のぼるデータを素早 く検索し、時代同定を行うシステムを開発 し、構築するこ

とは、考古学研究はもとより考古学(歴 史)教 育、地域文化の向上にも寄与 し

うるとともに、現在国際的レベルで進められているデジタルアーカイブを実現

するうえで、地道ではあるが、着実な一歩を踏み出す契機となると考える。

111.2土 器研 究の現況

毎年、膨大な数が出土する土器は、各地にある博物館や歴史資料館、教育委

員会、大学等研究機関によって、個別に保管 ・整理 ・調査されており、それら

を集成 したデータベースはアナログ、デジタルに関わらず未だない。

また下記のような問題も指摘されている。

・考古学上重視される実測図と実写真を併載 した土器編年図がない

・次々に発掘調査される古墳や遺跡から出土する土器を新たに手書き(ア

ナログ)の データベースに書 き加え、体系化することは気の遠くなるよ

うな作業を伴う

・その結果、せっか く発掘 した土器を調査しないまま、時代や器種をない

交ぜにし、埋め戻すという、いわば文化財の消滅が行われる

など、データベースのデジタル化による整備が急がれるのである。
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111.3パ イ ロ ッ トシ ス テ ム 作 成 の た め の 基 礎 デ ー タの 抽 出

本パイ ロ ヅ トシステ ムは、土器 デー タベース作成 とその検索 システ ム を開発

す ることを前提 とす る もので あ る。

そこで本 パイ ロ ヅ トシステ ムを作 成す るにあ た って次 の ことを条 件 とした。

・で きるだけ広 範な時代 にお よぶ

・各時代 の典 型様 式 を備 え る

・広範 な器種 を網 羅 する

・これ らの条 件 を満 たす古墳 あ るいは遺跡 を抽 出す る

などであ る。

また、 これ らの条件 を満た す遺 跡 の抽 出 にあた り、 幸い にも畿 内には多 くの

遺跡や古墳 が散財 してい るこ ともあ り、畿 内の主要 な古墳 ・遺跡 出土の既整 理

土器資料 を渉猟 す る作業 が委託 委員(斯 界 研 究者3名)各 位 に割 り当て られ た。

その結果、上 の条 件 を満た す遺 跡 として 「唐 古 ・鍵 遺跡(か らこ ・か ぎいせ

き)」 が抽 出 され た。

111.4唐 古 ・鍵遺跡 と出土 土器 の位 置 づけ

奈良県にある唐古 ・鍵遺跡は、1936年 末永雅雄博士によって発掘調査が

開始され、遺跡総面積30万 ㎡、調査面積は27,000㎡ 、調査回数は72

回におよび(内69回 は1978年 か ら約20年 間に行われたもの)、 弥生土器

出土数は1遺 跡 としては群 を抜 く10,000箱 にもお よんでいる。

当時推定500人 の大集落であった唐古 ・鍵遺跡は各地で作られた土器も数

多く出土し、弥生時代前期から中期中頃にかけては伊勢湾沿岸をはじめとする

東日本地域の土器が、中期後半は瀬戸内海沿岸の西日本地域の土器が搬入され、

また、大阪府中部(河 内)の 土器は各時代を通 じて恒常的に運ばれていた。搬

入土器の数が多数に及ぶということは、同時に、搬出土器の数も多数に及ぶこ

とを示している。

唐古 ・鍵遺跡は弥生土器のデパー トとも称されるほどに、その数 ・種類とも

に豊富であり、また完全な形での発掘および復元された土器も多い。近畿地方

の土器編年の基礎となった弥生土器編年図は、小林行雄博士が唐古 ・鍵遺跡の

調査をもとにして作成されたものであ り、而 して、本パイロットシステムの作

成にあたっては、「唐古 ・鍵遺跡」の出土の弥生土器をその基礎データとするこ

ととした。
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112制 作体制

スタ ヅフ構成 に関 しては、学術 デー タベース を作成 す る ことを根幹 に据 え る

た め、制作 ス タ ヅフとは別 に、斯 界研究 者 にその監修 と編 集 を委 託 した。

監修

滋賀県立大学教授

菅谷 文則

編集委託委員

奈良県立橿原考古学研究所

寺澤 薫

奈良県田原本町教育委員会

藤田 三郎

コーデ ィネ ー ター

企 画 ・編 集 ス タ ッ フ

撮 影 ス タ ッフ

オーサ リングスタ ヅフ

その他

実測図作成 スタッフ

文字テ」タ侑或スタッフ

図11-1ス タ ッフ構成 と体制

113制 作 基本 方針 と基礎 デ ータの作成

113.1制 作 基 本 方 針

制作 基本 方針 の大要 は以下の通 り。

・小林行 雄博 士の弥生土器 編年 図 を基礎 に
、 その後新 た に発掘 された 土器

を渉猟 し、最 新の弥生 土器 編年 図 を構成 する。

・土器実 測 図 と土器 全形 写真 を併収 す る
。

・付 属す るデ ータ(考 古学 上必須の文 字資料=遺 跡 デー タ ・採取 デー タ ・

遺 物デー タほ か)も 併 収 す る。

・採取 デー タに関 しては
、 文字 デー タのほか遺構 写真=出 土状況 写真 も併

収す る

同パイ ロ ヅ トシステ ム検 索 シス テムの コンセ プ トは以下の通 り。

・地域別 に分類 し、検索 す るこ とが可能 。

・年代別 に分類 し
、検索 す るこ とが可能。

・形 態(器 種)別 に分類 し、検 索す る ことが可能。

・土器 の暦 年代(縦 軸)と 分布 状況(横 軸)を 相 関的 に と らえ るこ とが可

能 。
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以上 の コ ンセ プ トをふ まえて基礎 デー タの選択 に関 しては、パ イ ロヅ トシス

テムの構築 な らびに、将来、 システ ム を本格稼 働 させ るに足 る仕様 を備 え るデ

ータ蓄積 の方法 を模 索 し確 立す るこ とが、委 託委員 各位 によって確 認 された 。

113.2基 礎 デ ー タ の作 成

その結果 、基礎 デー タに関 し、 以 下の事項 が決定 された。

(1)土 器(実 物)の 撮影

①正面全形写真を必ず1枚 撮影する。

→把手のあるものや正面と側面との形状が著しく異なるものは正面と側面

を撮影する。

②ディテール(特 徴的な文様や整形 ・調整痕 ・炭化物付着状況)も 必ず撮影

する

→実測図に記されたフィール ドノー トを視覚化する。

③唐古 ・鍵遺跡の各時代様式(20様 式)を 代表する完形品 もしくは完形品

に匹敵する土器、または土器編年図を編むうえで不可欠の土器を、各様式ご

とに平均5点 ずつ選定する。

前期 中期 後期

第1様 式 第II様 式 第III様 式 第IV様 式 第V様 式 第VI様 式

(古)(中)(新) (古)

:

i.llI.2.a:

iI-2ゐ

ll

‖.1.aln.2:II.3.a::

‖.1山iiH舳

lll

ll.11皿1.21田.31皿1.4:::

lll
III

:

N.11W.2:

…

:

V.11V.2:

…

lll

W.11W-21W.3:止4:::

lll
lll

表11-1唐 古 ・鍵遺跡様式編年対照表
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図11-2唐 古 ・鍵遺跡弥生土器編年図例

(2)実 測 図の作成

①実 測図 は実測 図(原 図)を1/2に 縮 小 し トレー ス した 図版 を作 成 。

② デ ジタル デー タ と して可能な範 囲でで きるだ け原 図 を再 現 する こ とにつ と

め る。

,謂 犀 『_____"」

(3)文 字デ ー タの作 成

文字 デー タは 〈年代 区分 〉〈土器種〉の ほか、①遺跡 デー タ、②採 取 デー タ、

③遺物 デー タで構成 す る。各デー タ内容 は以 下の通 り。

①遺跡 デー タ

・遺跡名

・調査次

②採 取デ ー タ

・出土遺構

・相位

・遺 物番 号

・土器 番号

・出土年 月 日
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③遺物データ

・保存状況

・残存状況

・法量(全 高/口 径/胴 径/底 径)

・製作技法/特 徴

→実測図中のフィール ドノー トを簡潔にわかりやすく記す。

・使用状況(煤 や炭化物の付着状況/使 用による摩耗状況)

・備考(材 質/胎 土:土 質ほか)

11.4デ ジタルデ ータの作成 お よびデ ータベースの構築

11.4.1画 像 デ ジ タ ル デ ー タ

(1)デ ータの種類は以下の通 り。

①全形写真

②ディテール写真

③出土遺構写真

④土器実測図(ト レース図)

⑤土器編年図

⑥弥生遺跡分布図

(2)分 解(デ ジタル化)

①6×6cmフ ィルムで撮影 した土器全形およびディテール写真は、土器研究

上必要とされる土器の実物大での画像再現を可能ならしむため(今 回対象 と

した土器の最大のものは全高約50cm)、 分解(デ ジタル化)は 美術印刷対

応のデータ量 ・解像度とした。

②実測 トレース図はできるだけ原稿に忠実に再現するため(ト レース図は濃

淡太細3種 の線で描かれている)、 いったんフィル ム撮影 を行い、印画紙に

焼き付けてから、①と同様の処理を施 した。
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114.2文 字 デ ー タ

(1)デ ー タの種類 は 以下 の通 り。

①遺跡 デー タ

②採取 デー タ

③ 遺物 デー タ

(2)文 字デー タ入力

① 文字デ ー タは 当初 よ りデ ジタル デー タで入力 ・作成 。

②HTML(HyperTextMarkupLanguage)仕 様 と し、将来、 イ ンター ネ

ヅ ト等 での発 信 に対 応 で きる機 能 を付 加 した 。

114.3画 像 ・文 字 デ ー タ の統 合

① 画像 ・文字 の統合 デ ジタルデー タベー ス を作成 し、 マルチ メデ ィアへ の多

様 な汎 用 を可能 に した。

② 記述方 式 には メデ ィア ・ス ク リプ トを採用。 メデ ィアや使用 端末 に左 右 さ

れ ない動作環 境 を可能 に した。

③ この結果 、Windows95お よびMacintosh専 用 ブラ ウザあ るいはWWW

(WorldWideWeb)ブ ラウザ で もデータ検索 が可能。
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11.4.4シ ス テ ム 構 成

く ジ ョブ 〉<ハ ー ド機 器 ・OS> 〈ソナ トウェァ〉

データ入力

■画像処理 ApplePowerMacintoshG3MT300AdobePhotoshop4.OJ

■PDFフ ァイル作成 同 AdobeIllustrator7.OJ

Adobe

AcrobatDistiller3.OJ

■テキスト情報入力

リンク情報入力

PCIAT互 換 機Windows95

Pentium200MHz

MicrosoftExcel97

■Movie作 成 ApplePowerMacintoshG3MT300MacromediaDirector

検索 システム

(編年図検索のオプション)

PC/AT互 換 機Windows95以 上AdobeAcrobatReader3.OJ

以 上

PentiUm200MHz以 上ApPleQuickTime2.o

画 像 表 示 モ ー ドNetscape

800×600ド ッ ト256色 表 示 以 上Communicator4,03

以 上

マ イ ク ロ バ ー コ ー ド リー ダ ーOtto95
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114.5高 精 細 画 像 モ ニ タ対 応 デ ー タ

本パ イロ ヅ トシステ ムにお いて はパー ソナル コ ンピュー タ端末 での動作 を主

と したシステ ムを念 頭 にお くが、将来 的には超高精 細 画像 モニ タ対応 のデー タ

量 ・質 を具備 する こ とが可能 。

115デ ー タ検 索 シ ス テ ム

データ検索システムは今後の汎用を考慮して、なるべ く簡略に、かつ全国の

遺跡を網羅することを前提とした。したがって、データへのアクセスは研究者

レベルでも教育機関で利用する際にも整合するよう全国弥生遺跡分布地図より

次第に各地域、各遺跡、各出土物へと導く方法を採用した。検索システムの概

要は以下の通 りである。

このシステムの利点は以下の通 り。
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・将来 的に各地域→各県→各地方(圏)

→全 国を対象 とした土器データベース

を構築 したとき、本デー タ検索 システ

ムで対応が可能。

・各地方 ・地域の研究者に とって近隣の

遺跡 か ら出土 した土器 デー タを素早 く

検索 できる。

(現状 では各土器 には名称が付 されてお

らず、 また、共通の基盤 に立つ コー ド

番号 も付 されていない。)

・小学校 ・中学校 ・高等学校等における

(地域)歴 史教育のサポー トツール と

しての利用 を考慮 し、 目的の遺跡か ら

目的の土器 を誰で も簡単 に、素早 く検

索 することがで きる。

・公共図書館 ・博物館 ・資料館 における

オープ ンスペースでの利用 にも好適で

ある。

・土器編年図を検索メニュー と して用い

ることによって各遺跡の土器編年が一

目瞭然 となる。

・土器編年図上の土器 を従来 の実測図か

ら写真 に置 き換 えることによって土器

編年図が よ り親 しみのあるもの とな り、

検索 したい土器 を見つけやすい。

全国弥生遺跡分布図

1

各地方(圏)弥 生遺跡分布図

1

各県弥生遺跡分布図

i
:

i
各地域弥生遺跡分布図1

i

○○遺跡

1

○○遺跡弥生土器編年図

1

口口時代

1

△△土器

図11-3デ ータ検索 システム概念図
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11.6検 索 構 造 概 要

メインメニュー

■概要検索

■詳細検索

(マイクロバーコード検索)

編年図(PDF)

欝 §

解説 カード(PDF)

門 図図
文字データ

巴]画

検 索 メニュー

■遺跡名

■期名

■器種

■土器

データ番号

土器データ番号以外

3項 目のAND検 索可能

一
グループ

アイコン

グループ

アイコン

グループ

アイコン

グループ

アイコン

グループ

アイコン

グループ

アイコン

グループ

アイコン

検索条件でヒットした土器詳細情報の

代表画像を表示

一
メイン画像(全 形写真) 文字データ

・遺跡データ

・採取データ

・遺物データ

部分 部分 実測図 遺構

関連画像(部 分、実測図等)を選択、クリックすると

メイン画像部分に拡大表示される。

図11-4 パイ ロッ トシステム〈土器データベース 〉検索構造概要
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11.7検 索 シ ス テ ム の機 能

11.7.1概 要 検 索

概要検索 では、土器編年 図に配 置 され た各年代 の土器 画像 を選択 し、概 要情報

を表示。

◎㌧

り

り

豊
簸
是

>
〉

鎚

v

・▼皿

・

感
囎
.臓

』

9'ボ";'』 べ"

1鞠 －iで

1量2ぶ 宰.

覧筆撃iξデ
i.、Q脅{….綜

?ち に

⊇

竃i鴛驚 嘆r二
i・ 響

図11-6概 要 検索 く解 説 カー ド〉表 示
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11.7.2詳 細 検 索

カテ ゴ リー によ る絞 り込 み検 索やキー ワー ドによ るデー タベー ス検 索か ら、土

器の詳細 情報 を表 示。

占イメージ一覧

ぐま デー憎

カテ ゴ リー〈大分類 〉

絞り込み

碗 メーチ 覧 土師

全高6m)

・運 器デづ ぺニズ'

弩ン、、 ■ 弥生式=ヒ器編 ■

.雛

第li

図11-7詳 細検索画面 く大分類 〉

　ゆ
ごニ　 ト　 ニち ゐ い

一 ≡藻 難 鱒雛 …鐙

i…騨 一 ∵ 一 一 …一 … ヨ

:」 謹 羅 に1 .

ぶ
∵ξ

一

'

カテゴ リー 〈中分類 〉

〆

4

・

培

襲 σイ〆+・戸 冠
継}

由

㍍ 「ク志?鴻 順

絞り込み

)

.・ 麟

1轍

.__._._ユ:'i;…:

1口 亨:1

媛 鱒 晩 斑蹴・願
frmpゆi三 脚 詩

劇

概

二

.
↑
卜
培

コ
　
　

一
一
一

一
一
一

菊
染
踊
第
踊
第

魏ー

図11-8

詳細検索画面く中分類 〉

カテゴ リー〈小分類〉

、,ttttrt←,,㍗__ztt

夕

喫 驚・

図11-9

詳細検索画面 く小分類 〉
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1
図11-9詳 細検索 く小分類 〉で年代(カ テゴ リー)を 選択。

▼

ii≧搬 府時

世イメージr寛

繍
　』

が

が

劃

甘言増戸

妊

錨

、高

メツケ7eク 名己 ツクマー

鋳撒 く 頷
.榊

画像選 択 ・ク リ ック

堀顯
、 驚

、 盤'

m

霊

bm

裟 繕 層1三

警、。m

図11-10詳 細検索 く該当土器一覧表示 〉

〈土器 一覧表示 〉か ら、調 べたい土器の

画像 を選 択 ・ク リックす る ことに よっ

て、 デ ィテール ・実測図 ・テキス ト情報

等 その土器の詳細情報 を全 て表示 するこ

とがで きる。

また、それぞれの画像 をク リックすると

画面左部分に大 き く表示され る。

詳細検索く画像拡大表示〉
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11.7.3マ イ ク ロバ ー コ ー ド検 索

編年 図(印 刷 物)の 画像 に付加 されてい る 「マ イクロバー コー ド」 をバー コー

ドリー ダー で読み と り、該当土器 情報 をダイ レク トにデー タベー スか ら検索 。

冷イメ」歩一覧.

糖

タベース
編 ■

図11-13

バ ー コー ド検 索 くバ ー コー ド検索 画 面 〉
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11.8デ ー タ作 成 一構 築 一配信 シ ス テ ム概 念 図

全形写真 一

デ イ手_ル 宣宜 一 CD・ROM 一
土 出土遺構写真 一

DVD 一
画 像

土 器 パー ソナルコンピュータ
一

o

器
土器実測図 一 〆

土器編年図 一
検索システ

〔

一
デジタル

一

ア
弥生遺跡分布図 一

超高精細画像 SHDモ ニター

(SuperHighDlhms1・n)
|
遺跡データ 一

通信系メデ ィア

イ ンターネ ッ ト

採取データ
タ 文 字 イ ン トラネ ッ ト

エクス トラネ ッ ト
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11.9パ イ ロ ッ トシ ステ ム の 成 果

本 パイ ロ ヅ トシス テムでは、

「唐古 ・鍵遺跡土器 デー タベー ス ー弥生 式土器 編 一」を構築 した。

これは、CD・ROM上 での ロー カル シス テムであ る。

このパ イ ロッ トシステムの作成 に よ って、

① 今 まで 「唐 古 ・鍵遺跡 」発掘 調査 によ って個 別 に集積 され て きた土器情報(実

測 図 ・遺構 写真 ・発掘 情報等)が デー タベース に集約 され、情報 一元管理 が

実現 した。

また、今 回土器写 真 と して く全形写 真 〉〈デ ィテール写真 〉 を新 たに撮影 し、

本 デー タベース に加 えるこ とに よって、 よ り土器情報の充実 を図 ることに成

功 した。
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② 考古学上 重視 され る実測 図 と実 写真 を併載 した 「土器編年 図」 を作 成 した。

この 「土器編年 図」は、 まずモニ タ上で の検 索 ガイ ドと して利 用で きる。

さ らにマイ ク ロバー コー ドを付加 して 印刷物 と して も作成 し、 デー タベース

(CD・ROM)の ピンポ イ ン ト検 索ガイ ドとして利用 す ることがで き、 「次世

代編 年図 」 と して メデ ィア ミックスを具現化 した。

③波及効果として、

今回のパイロヅトシステム作成の委託委員である研究者の方々に対し、デー

タベースを基 とした新しい土器研究手法の可能性を提示し、従来の意識を変

える契機となった。

1110パ イ ロ ッ トシス テ ム の 評 価

本 パイ ロ ヅ トシステム につい て

・で きるだけ広範な時代 にお よぶ データベ ースシステ ムの作成

・各時代 の典型様式 を備 えるデー タベースシステムの作 成

・広範 な器種 を網羅す るデー タベース システムの作成

・これ らの条 件 を満 たす古墳 あ るいは遺跡 を抽 出す る

とい う当初 の狙 いが、

「唐 古 ・鍵遺 跡」 を抽 出 した ことに よ り実現で きた。

これは今後の全国展開に向けての大きな第一歩として評価できると言える。

1111今 後 の課題 と展開

11.11.1今 後 の 課 題

(1)デ ー タ収集 ・蓄積

① 本パ イ ロ ッ トシス テムは唐 古 ・鍵遺跡 の弥生土器の デー タ を中心 に構成 ・制

作 したが、地 域的な広 が り、 あるいは全 国 レベ ルでのデー タ収集 な らび に蓄

積 が行われ なければ、土器 デー タベースの本来 的な 目的 が達成 された ことに

は な らない 。

② 地域 的な広 が りや全 国 レベルでの デー タベース を作成 す るにあ た って、 土器

(遺跡)の コー ド化 が進 め られる ことが望 ま しい。(コ ー ドによる検索 が可

能)

→ デー タベ ースを構 築す るこ とによ ってコー ド化 の促 進 につなが る。
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③ デー タは将来的 に普及 が見込 まれ るSHD(SuperHighDi丘nision)な ど

超 高精細画像 モニタでの再 現可能 なデー タ量 を要 する。

→ 本パイ ロ ヅ トシステ ムにお け るデ ジタルデー タは これ に準拠 して作成 した。

(2)将 来 的 には…

①パ ッケージ メデ ィア に落 とし込 まず、 ネ ヅ トワー クを介 して のデータベー ス

更新 、検 索が不可欠。検索 には専用 ソ フ ト以外 にwebを 利用 。

② プラ ッ トフォー ム

ServerOS:WindowsNT/Unix

DBエ ンジン:Oracle8

ClientOS:Windows95/98

(デ ー タ登録 ・更新 な どに利用)

閲覧用端 末:webが 閲覧 可能なPC

(3)斯 界の理解と協力

①地域～全国レベルへと土器データを渉猟するには斯界の積極的な協力と理解

を要する。

②デジタルアーカイブの本来的な意義を汲み取 り、さらなるデータ集積を行う

ためには経済的な補助が不可欠である。

11.11.2今 後 の展 開

(1)波 及 効果

①土器 のシステマテ ィ ヅクで トー タルな研究 に大 き く寄与。

②土器 以外 の考 古学 分野あ るいは考古以外 の多分 野におけ るデー タベー ス構 築

の道標 。

③考古学以外 の多分 野におけ る活用 を可能 な らしむ る。

④教育 ・学習 サボー トヅール として新 たな視野 が広 が る。

⑤考古歴史資料館 ・博物館 ・図書館 ・大学等研究機関における活用とデータベース作

成への指針 。

(2)今 後 の展開

①考 古歴 史資料館での館 内デー タベー ス検 索 シス テムへ の導入促 進。

② 一般 の博物 館 ・美術館 ・図書館 な どにおけ る同システム(コ ンテ ンツ制作 技

術)の 応 用展開 。

③教育 サボー トヅールへの幅広 い応用展 開。

※小 ・中 ・高校の教育教材 と して実地検 証可能。 ただ し、利用環 境な ど、検

証のための事前調査 が必要 とな る。
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(3)デ ジタル アーカ イ ブの実現

① 本パ イ ロヅ トシステ ムでの試み は地道 ではあるが、 国際的に推 進 され よ うと

して い るデ ジタルアー カイ ブを実 現す る第一歩 と して位置づけ られ よう。

② デ ジタル アー カイ ブ構想 の実現 は数 多 く多分野 において展 開 されてい るが、

デー タベース振興の ためには、 よ り多 くのデー タ を、確固た る見識 のも とに

蓄積 し、将来 にお ける活用の途 を見極 めなければな らない。

③本 パ イロ ヅ トシステ ムは、 デー タベース検索は も とよ りデー タその もの をい

か に集積 し、活用す るかが問われ るものであ る。 したが って、今後、多分野

にお け るデ ジタルアー カイ ブを促進 す るうえで、 本 システム制作技術 を応用

した い と考え る。
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12.出 雲 古 代 遺 跡 デ ジタル デ ー タベ

ース構 築

(株)出 雲王国





12.出 雲古代遺跡 デジ タルデ ータベ ース構 築

12.1目 的

「出雲風 土記 」 の舞台 で もあ る出雲地方一帯は、極 めて 貴重な文化 財資料 が多

く、 荒神谷 遺跡の銅剣358本 、銅鐸6個 、銅矛16本 の青銅 器は国宝 として指定

を受け ることに な った。 しか し、 このよ うな数多 くの文化 財資料 を整理及び管理

す るものがな く、時代 とともに資料 は劣化 してい くこ とに伴 い、未来 に文化財 資

料 を残 せな くな るのは避けね ばな らない。

これ らの問題 を解決 す る方法 として、出雲古代 遺跡 デジタルデー タベース の構

築 を行 うことにな った。文化財 資料 のデジタルデー タ化 とデー タベース化 を行 う

こ とで必要な情報 を効 率良 く引 き出すこ とがで き、将来 的 には ネ ヅ トワー ク化 す

る こ とで、多 くの人が文化財資料 を活用で きるよ うに もな る。

今回はその第1段 階 と してデ ータベースの構築 を行 うの を目的 とする。

12.2出 雲 古 代 デ ジ タル デ ー タ ベ ース 構 築 に つ い て

122.1デ ー タ ベ ース 構 築 の概 要

出雲古代デ ジタルデー タベー ス を構築 する際 に古代 出雲王 国に関係 した と思 わ

れ る遺跡 や出土 物の画像お よび文章 を登録 した。登 録 デー タは主 に画像 以外 に も

「名前、場所、種 類」 な どの項 目に文字情報が記載 されてい る。 これ らの項 目に

対 して特定 のキー ワー ドを入力 して検索 をす ることで、膨大 な数の登録デー タの

中 か らそれに関係 したデー タを即座 に引 き出す ことがで きる。登録 してあ るデー

タは主に島根 県で発見 された青銅器関係(銅 剣、銅 鐸、銅矛 を始め とす る青銅器)

を中心 と して、古墳 や土器 、石器 な ども若干登録 してあ る。

デー タベースの作成手順 は 「入力情報の収 集」→ 「デー タベー スの設計 ・構築 」

→ 「画像 デー タの取 り込 み」→ 「取 り込み画像の修 正 ・文字情報 の入力」→ 「デ

ー タベース に情報登録 」の順 で行 った。実際 には 「入力情報 の収集 」、「デー タベ

ー スの設計 ・構 築 」お よび 「画像 データの取 り込み 」は並行 して行 われた。そ し

て入 力 した資料は最終 的 に613件 にな り、 これ だけのデ ジタルデータ を入 力 す

るの に380時 間費や した。 これはデ ジタル化作業 工程 中の ミス ・トラブルの修

正 時間 も含 んで い る。
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122.2出 雲地 域の文化財 に関 する資料 の収集、およびその整理

文化委員会の監修の元、斐川町 ・文化課及び商工観光課、斐川町商工会、斐川

町教育委員会および島根県教育委員会にて保管されている資料の収集整理を行っ

た。この作業は出雲王国の高齢者スタッフを中心に行った。

また、資料として使用した文献を以下に記す。

文献

・図録 古代出雲文化集成 島根県教育委員会編

・古代出雲文化展 島根県教育委員会編

・出雲神庭荒神谷遺跡 第一冊～第四冊 島根県教育委員会編

・国宝荒神谷ガイドブック 斐川町教育委員会文化課編

122.3成 果 物 の 権 利

今 回構築 したデー タベー ス に含 まれ るデー タの権利は、 そのデー タが由来 す る

資料 の著作権 を有す る以 下の組織 にあ る。

・国宝 荒神谷 ガイ ドブ ック

・出雲神庭荒神谷遺跡

・図録古代出雲文化集成

・古代出雲文化展

斐川町教育委員会

島根県教育委員会

(島根県古代文化センター)

島根県教育委員会

島根県教育委員会

尚、構築 したデー タベース に含 まれ るデー タの再利 用お よび販 売 に関 して、斐

川 町教育委員会 を一括 窓 口 として、使用許諾 を求 め る必要 があ る。

今 回制作 したデ ジタル コ ンテ ンツは、現 在斐川町教育 委員会 か ら出版 されて い

る 「国宝(銅 剣 ・銅鐸 ・銅 矛)荒 神 谷ガイ ドブ ヅクCD-ROM資 料集 」(CD

-ROM資 料集)の 中の 「青銅器 資料」 と して使用 させて いただいた
。そのため、

使用 した素材、情報入手 の関係上、 このCD-ROM資 料 集 の権利 は、 斐川町教

育委員会 に帰属す る。 しか し、以 下の 目的において、活用 す るこ とがで きる。

・「国宝荒神谷 ガイ ドブック」の副読本 として、教育現場で活用する。

・荒神谷遺跡関連 資料 を蓄積 し、イ ンターネ ットによる情報発信につなげる。

但、制作 したCD-ROM資 料 集お よび それに含 まれ るデー タを、株 式会社 出

雲王国な らびに社 団法人デ ータベース振興 セ ンターが上記 目的の範 囲内で再利 用

お よび販 売す るためには、 斐川 町教育委員会 を一括 窓 口と して、使用許諾 を求め

る必要がある。
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12.3デ ー タ ベ ー ス の シ ス テ ム

123.1シ ス テ ム概 要

本課題 を行 うに 当た り構築 したシステ ムには、デー タベース構築環境 とデー タ

ベー ス利用環境 があ る。前者は、収集 した資料 をデー タベー スに登録 す るための

システ ムであ る。後者 は、構 築 したデー タベース を閲覧す るシステムであ る。

システ ム構成 を、デー タベ ース構 築環境(図12-1)と デー タベース利用環

境(図12-2)に 示 し、 以下それぞれの説明 をする。
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12.3.2シ ス テ ム 構 成

(1)デ ータベース構築 環境

デー タベース ソフ トはマルチ メデ ィアフ ァイ リングシステム 「一 目瞭然」(株

式会社 ジムコ製)を 用いた。本 ソフ トウエア を選定 してい る理 由に、高精細 な画

像 を扱 えるこ と、 ワー プロ文書 ・ス プレヅ ドシー ト ・CAD図 面等 を付 属情報 フ

ァイル として併 せ て管理 で きるこ と、今後 大量の デー タを登録 して い く必要性 、

LANや インター ネ ヅ トを利用 した環境 に移行 が易 しい等 の理 由か らであ る。

デー タ入力装置 として、高精 細画像入力 システ ム 「BOX2」(株 式会社 ネス

ト製)を 用いてい る。本 システム はユーザ イ ンター フ ェー スの易 しいシステ ムで

あ り、本課題 の もう一つのテーマ として挙 げてい る高齢者 の、作業への参 加 を実

現 するために適 したシステ ムであ るこ とが選定 理 由で ある。

主 に高齢 者のオペ レー タは、 写真 ・絵 ・図面 ・文献な どの情 報 ソース をBOX

2で デ ジタル化 する作業 を行 った 。

デ ジタル化 した情報は、 データ入力環境 ツール を通 してマル チ メデ ィア ファイ

リングシステ ム 「一 目瞭然 」へ登録 した。

(2)デ ー タベース利 用環境

データの検索 閲覧は、ユーザ がマルチ メデ ィア ファイ リングシステ ム 「一 目瞭

然」 を操作 す ることで行 う。

デー タベース を利用 す るにあ た り、デー タベー ス ソフ トウエアが必要 とな るが

全 ての環境 に導 入す るこ とは難 しい。そ こで、 デー タベー スをCD-ROMに 焼

き、その検索 閲覧の為 に、検索閲 覧機 能のみの簡 易 システ ム として 「一 目瞭然 ピ

ュアー 」を用意 した。

尚、本 システ ムは、現在 ス タン ドア ロー ン環境 で動作 してい る。詳 しくは後述

す るが、 システ ム 自体 は構 内LANや 広域 ネ ッ トワー ク、 イ ンターネ ヅ ト等 を媒

体 としたネ ヅ トワー ク環境 下での運用 を想定 され てお り、 この環境 下へ対応 した

ネ ヅ トワー クシステムヘ デー タベー ス を変更す るこ とな くス ムー ズに移行 す るこ

とが可能であ る。

(3)ハ ー ドウエア について

昨今のコ ンピュー タの発展 か ら、大規模 デー タベース もパ ソコ ンお よびパ ソコ

ンネ ヅ トワー ク上での稼働 が可能 にな って い る。本 デー タベース も、デー タベー

ス を利 用す る側 か らみ ても手 軽に扱 えるこ とを考慮 し、パ ソコン上 で稼 働 す るデ

ー タベース を選定 した。

また、デー タベース利 用 に際 して、配布CD-ROMの 実 行環 境 も同様 にパ ソ

コ ン上 で実現 で きる。
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12.3.3イ 士 ‡羨

本 データベー ス が稼 働 す るハー ドウエ ア条件は以下の通 りであ る。

(1)稼 動ハー ドウエ ア条件

マ ル チ メ デ ィア フ ァイ リ ング シ ス テ ム 「一 目瞭 然 」(ス タ ン ドア ロ ー ン)

OS:Windows95!98、WindowsNTworkstation4.0が 動 作 す るパ ソ コ ン

メモ リ:98Mbyte以 上推 奨

CPU:ペ ンテ ィア ム プ ロセ ッサ ー166MHz以 上 推 奨

CD・ROM:CD-ROMド ラ イ ブ(20倍 速 以 上 推 奨)

モ ニ タ:1024×768フ ル カ ラ ー 表 示 可 能 な もの 以 上推 奨

(2)対 応 ファイル形 式(ラ スタ)

LEAD

LEAD2JFIF

TIFF

TIFFCCITTG31

10CAG4

FAXG32

PNG

PCX

OS2_2

MSP

PCD

LEADIBIT

JTIF

TIFFLZW

TIFFCCITTG32

WinfaxG3

FAXG4

PSD

OCX

CALS

WPG

JFIF

LEADIJTIF

TIFFCCITT

TIFFCCITTG4

WinfaxG4

TARGA

BMP

EPS

MAC

RAS

LEADIJFIF

LEAD2JTIF

MPT

IOCAG31

FAXG31

GIF

WIVIF

OS2

1MG

PCT
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12.4今 後 の 展 開

12.4.1デ ー タ ベ ー ス 活 用 に つ い て

(1)デ ー タベースのデー タの拡張

今 回の課題 では荒神 谷遺跡お よび弥生時代 ～古墳時代 の関連遺跡 資料 の収集 を

行 った。 この ようなデー タベー スは システ ムその もの よ り多 くの整理 されたデー

タが格 納 されてい るこ とに意味 があ る。今後、範 囲を広 げ、他 の時代の資料 や他

の遺跡 の資料 も収集 、 デジタル化 を行 いデー タベー ス をよ り多 くの情報 を登録 し

てい くことを目標 に してい る。

(2)デ ー タベースの システムア ヅプ

今回のデー タベース はスタ ン ドアロー ン環境で動作 す るに と どまってい る。 し

か し、今後 このデー タベース に登録 されたデー タ を有効活用 するために構 内LA

Nや 広域 ネ ッ トワー ク、イ ンター ネ ヅ ト等 を媒体 と したネ ッ トワー ク環境下 での

運用 を考 えて いる。地 域のイ ンフラ基 盤整備 の進行 に合わせ て本 システムのシス

テ ムア ヅプを図るこ とで、情報の取 り出 しが手近 に出来 るよ うにな る環境 が実現

で きる。

(図12-3)

(3)デ ー タベー ス情報 の利用

本課題 にて構築 したデー タベー スは、アナ ログ情 報 を手軽 に利用 で きるデ ジタ

ル情報 として格納 した もので あ る。 このデ ジタル情報 の利用 方 と して今回の成果

物 であ るデジタルコ ンテ ン ヅと してのホー ムペー ジがあ る。

また、 この他DTP等 を利用 して観 光案内やパ ンフ レッ ト、 報告書お よびCD

-ROMを 媒体 と した電子 ブ ック等への利用が考 え られ る。

(図12-4)

また、 デー タベース を直接 ア クセスす るこ とで、研 究や学 習、学校教育等へ の

応 用 も期 待で きる。

124.2デ ー タベ ー ス を利 用 した事 業 の 展 開

今 回構 築 したデー タベー スは、研究 ・学習 の資料、 教材 として、情 報発信 の情

報源 と しての活用 が期待 で きる。 このニーズに対す る ビジネス と して、 このデー

タベースの情報 ソー スを必要 とす る組織 団体 へ、CD-ROM等 の媒体での販

売、 また、 インター ネ ッ ト等の イ ンフラ を通 じた本デー タベースへのア クセ スに

対 し、情報提供料 を得 る等の展開 を行 ってい くことを考 えてい る。
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また、今後 この デー タベース の登録デー タが増 えて い くこ とで、 充実 した情報

ソー ス と して活用 され るもの と期待 してい る。

さ らには、 この デー タを基 に、 コンテ ンツ製作 を行 うことによ り、例えば、 コ

ンピュ一 夕ネ ヅ トワー クを通 して、住民や子供たち に伝 え ることで、文化 の学 習 ・

授業 等への利用 が期 待で きる。 また さらに進 んで、住 民参加型の情報 システ ムを

導入す るこ とで住 民の生涯学 習や子供 たちには来 た るべ き高度情報社会 に適応 す

る技能 を持 たせ る教育へ の利 用な どが期待 で きる。 このこ とは出雲地域 の新 しい

情報産業育成 と、それ を支え る人材 の確保 と育成 に寄与 するこ とを期待 させ、地

域振興 に大 いに貢献 で きる内容だ と確信 してい る。

このデー タベー ス事業 が新 しい事業展 開 と新事業 開拓、人材育成 に繋 が って い

け ば幸 いであ る。
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13.イ ン ターネ ッ トを利 用 した四国

地 域 の研 究者デー タベー スの構 築

(財)四 国産業 ・技術振興セ ンター





13.イ ンターネ ッ トを利用 した四国地域 の研 究者 デ ータベ ースの

構築

13.1目 的

新規産業の創出においては、大学 ・高専等が有する研究成果を産業界(特 に中

小企業)に 移転するなど産学連携の一層の強化が重要である。

当センターは、四国内唯一の広域的な技術振興機関として、産学官の連携を強

化するため、地域技術振興のコーディネータの役割を果たしてきた。例えば、「地

域コンソーシアム」などの共同研究プロジェクトの実施や、四国地域の技術振興

のための各種調査、セミナー ・シンポジウムの開催など、多種多様な支援策を展

開してきた。

今後とも四国地域の技術水準の維持 ・向上および中小企業の新たな事業展開等

の促進に資するためには、インターネヅト等を活用 した産業界への最新情報の提

供が不可欠である。一方、高知工科大学や香川大学工学部の創設により四国地域

の研究者は充実 してきてお り、産学連携強化にとって大学研究者のデータベース

化は重要と考える。

このため今回、四国地域の理工系大学の研究者を中心に研究者データベースを

構築 し、大学等が有する研究開発資源をインターネヅトをとおして産業界に情報

発信することは、四国地域の技術振興、とりわけ産業界の活性化につながるもの

と期待 している。

13.2実 施 体 制 とス ケ ジ ュー ル

13.2.1実 施 体 制

本デー タベー スの構 築 にあた っては、 四国地域の 主要大学 ・高専 の地域 共 同研

究セ ンター等お よび 中小企業 の協力 の もとに、 当セ ンター 内に 「研 究者 デー タベ

ー ス検討 委員会(委 員長:徳 島大学地域共 同研究 セ ンター 副 セ ンター長 佐竹

弘 助 教授)」 を設 置 した。委員会では、本デー タベー スを進 め るにあた りポ イ

ン トとな る項 目、方針 な どについて審議 ・決定 を行 った。

実施体 制は 図13-1の とお りであ る。
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【(財)四 国産業 ・技術振興セ ンター 】

チー フ

(研究開発部長)
⇔

全体総括、

委員会運営取 りまとめ

サ ブチー フ

(研究開発部課長)

研究者データベースの計画

検索 システムの計画仕様検討

検索システムの開発

(外 注)

㈱エス ビーエ フ

検索システムの開発

研究者データベース検討委員会(8名)

委員長:徳 島大学地域共同研究センター

助教授 佐竹 弘

委 員i高 知大学地域共同研究センター

助教授 内田 昌克

愛媛大学地域共同研究センター

助教授 井内 國光

香川大学工学部

教 授 白木 渡

高知工科大学物質・環境システム工学科

助教授 南 一郎

新居浜工業高等専門学校機械工学科

教 授 和田 要

吉野川電線㈱素材・新商品開発部

部 長 小林 茂

扶桑建設工業㈱技術部

次 長 広瀬 洋一

図13-1実 施体制
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13.2.2実 施 ス ケ ジ ュ ー ル

研究 者デ ー タベースの構築 は、表13-1に 示すスケ ジュール で実施 した。

表13-1実 施 スケ ジュール

実 施 項 目

事業全般

計画検討

進捗報告

最終報告

委員会設置

協力依頼

委員委嘱

委員会開催

研究者データベースの構築

研究者情報の入手方法検討

研究者情報の内容検討

入力方法、入力画面検討

研究者データの初期入力

研究者データの確認作業

追加・修正・削除

検索システムの開発

仕様検討

仕様の修正

発注

プログラム開発 ・試験

システムの検証

プログラムの修正

既 存 ホー ムペー ジ との調整

デー タベ ースの外 部公開

年 月

98/0798/0898/0998/1098/1198/1299/0199/0299/03

一

(予定)

1

▼ ▼

▼

刎照
▼

叫

◇

帥
▼
銅旬

◇㍗
≒
蕊
≒
首

凡 例

▼,実 績

◇,・ ・・・… 予 定(計 画)
　

『

』∨
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13.3研 究 者 デ ー タベ ース の 構 築

研究 者デー タベー スの構築 にあた って は、委員 会の場で次の 内容(項 目)に つ

いて審 議 ・決定 を行 い、作業 を進 めた。

本デー タベース構築 にあ た っての業務 フロー を図13-2に 示 す。

(1)デ ー タベー スの利 用対象

本デー タベース の利用対象 は、四国地域 の企業 と りわけ 中小企業 をター ゲ ッ ト

とした。

(2)デ ー タベース化 す る研究者情報 の内容

研究者情報 は、次 の方針の も とに項 目選定 を行 い 、図13-3の とお り決定 した。

① 産業界 に とって役に立つ情報に絞る。

② 陳腐化 しない情報 とする。

③ 極力個 人情報は掲載 しない。

④ 検索速度、容量の点か ら文字情報のみ とし、画像(写 真)は 用いない。

⑤ 研究者への連絡手段は、電話、FAXの ほかインターネ ッ トの特徴であ

るURL、E・mailに ついて も掲載 しリンクを張る。

(3)デ ー タベース化 す る研究者の範 囲

研究者 の範 囲は大学、高専、国 ・公 立試験研究機 関お よび一般 企業 とし、 特 に

制 限は設定 しない こと とした。 ただ し、 当面は研 究者 デー タベース検討委 員会 の

委 員が所属 す る大学及び高専 とし、 デー タベースの完成後他 の大学、高専 、一般

企業 に も登録 を呼び かけるこ とと した。

(4)研 究 者情報の入手方法

研究者情報 の収 集 に関 しては、 ア ンケー トを行 う研究者 の負担 を極 力軽 くす る

ことをコ ンセ プ トに、次 によ り行 った。

① 各大学、高専で作成 ・管理 している既 存の研究者 リス ト(総 覧な ど)を

活用 し、図13-3の 項 目に従 い個 人毎 に情報を事前入力する。

② ①で作成 した個人情報のアンケー トを各研究者に配布 し、確認作業(追

加、修 正、削除な ど)を 行 う。

合わせて、本データベースへの登録 の可否 を確認 する。

③ 研究者への確認は、各委員が行 う。
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(5)研 究者 の登 録

研 究者へ の確 認 は、事前入 力 したア ンケー ト用紙お よびFDに よ り行い、 回収

はア ンケー ト用紙、FDま たはE・mailに よ り行 った。 このため、事前 入力は汎

用性 の高 いテ キス トファイル形 式で行い、登録段階でMicrosoftAccessデ ー タ

に変換 し、デー タベース に登録 した。

(6)メ ンテ ナ ンス方法

研究者 情報 のメ ンテナ ンスは、各大学 ・高 専の研究者 リス トの更新時 や研 究者

の異動時 に合 わせて行 うこ ととし、各 大学の地域共同研 究セ ンター等 か らの連絡

(FAX、E-mailな ど)に よ り、都度 当セ ンターが更新 を行 うこ とと した。
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【業 務 】

既存の研究者情報の収集

研究者個人のアンケー ト作成

」].

研究者個人への確認作業

』
個人データの修正作業

9
デー タ変換

u
デー タベー ス登録

【実施概要 】

①各委員が所属する大学等の研究者名簿(総 覧
等)を 収集する。

②各大学の研究者名簿から、委員会で決定した
様式に従い個人情報を入力する。入力はテキス
トファイル形式で実施する。

③、 ② で入 力 した研 究者個人 のア ンケー トを各

委 員が所属 す る大学 等の研究者 に確 認 のア ン
ケー トを実施 す る。

注)記 載 内容 の確認 時(追 加、修 正、 削除等)
に、 一ー べ一 へ の の 訪 ∠‥ 。

④ ア ンケー トを回収 し、個 人デー タの修 正作業

を実施 す る。

⑤ 修 正 作 業 完 了後 、 テ キ ス トフ ァ イ ル か ら

MicrosoftAccessデ ー タ に変 換 す る。

⑥MicrosoftAccessデ ー タ を デ ー タベ ー ス に

登 録 す る。

図13-2デ ー タベース構築業務の概要
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00大 学研究者データー
県名

研究機関

機関コード

所属

役職

氏名(ふ クがなノ

氏名

電話

FAX

E-maゴ1

URL

専門分野

現在の研究 テーマ

共同研究 可能なテーマ

技術栢!談可能なテーマ

図13-3研 究者情報の入力項目
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13.4検 索 シ ス テ ム の 開 発

13.4.1デ ー タ ベ ー ス の 環 境

デー タ ベー ス の構 築 ソ フ トは、 メ ンテ ナ ンス や今 後 の バ ー ジ ョ ンア ヅ プ等 も視

野 に入 れ、 流 通 ソ フ トと して汎 用 性 の 高 いMicrosoftAccessを 採 用 した 。

この た め、 デ ー タベ ー ス の フ ォー マ ッ トは 、MicrosoftAccessの テー ブル の

デ ザ イ ンに従 う もの と し図13-4の とお りと した 。

.、名
研究機関
撰関コード

氏名くふりがな)

電話
FAX
URL
E-Meel
専門分野
現在の研究テーマ'共 同研究可能なデーマ

技術相談可能なテーマ
公開フラグ

ンハ'一

テキスト型
テキスト型
テキスト型
テキスト型 又
テキスト型
詩 スト型
テキスト型
テキスト型
テキスト型
テキスト型
テキスト型
メモ型

メモ型
テキスト型

図13-4デ ータの保存項 目とデータのタイプ

上記 デ ー タベ ー ス は 、 図13-5のMlcrosoftAccessの フ ォ・一・・一・ム を用 い る こ

とに よ り、 入 力 ・修 正 を 行 う こ と が で き る。

匡__2..

煙霧霧痩_]新 居o真土翼高書専門端

端緬 蜥 一マ1

図13-5研 究 者入力 フォー ム
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13.4.2検 索 方 法

検索 方法 につい ては、委 員会 において次の方法 に よることが、審議 ・決定 され、

システ ムに反映 した。

(1)フ リー ワー ドに よる検 索

任 意のキー ワー ドに よ り、全 文検索 を行 うこ ととし、 アス タ リスクによる曖昧

検 索 を可能 とした。

また、 フ リー ワー ドは最大3つ まで設定 可能 とし、 全ての キー ワー ドを含 む

(and検 索)及 び いずれ かのキー ワー ドを含 む(or検 索)の2つ の方法で検索で

きるもの と した。

(2)地 域別検 索

地域別検 索では 、検 索初期 段階 において、地域指 定 しない、香 川県、愛媛県、

高知 県、徳 島県 の4県 をチ ェ ックボ ックスから選択可能 と した。

(3)研 究機 関別検索

研究機 関別検索 では、検索初期段 階にお いて、機 関指 定 しない、大学、高専、

国の機 関、県の機 関、一般 企業の5機 関 をチ ェ ックボ ックスか ら選択可能 と した。

(4)絞 り込み検索

検 索結果 か ら、 さらに レコー ドを絞 り込 みたい場合 、第二画 面において新 た に

フ リー ワー ドを設定 す ることによ り、絞 り込み検 索可能 とした。

(5)そ の他 の機 能

個 別の研究者 デー タにおいて、URL、E-mailが あ る場合 は ク リックする こと

によ り、 それぞれ に リンクするこ ととした。また、利 用者か らの フ ィー ドバ ック

もE・mail機 能 を活用 す る仕組み とした。

(6)検 索 画 面 例

検 索 画 面 例 を、 図13-6、 図13-7、 図13-8に 示 す 。
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134.3シ ス テ ム の 検 証

本 システ ムの開発 にあ た っては、委員会の場 にお いて本 シス テムの動作状況 、

画面展開お よび機 能等 について、 デ モ ンス トレー シ ョンを実施 し、各委員の意 見

をシステ ムに反 映 した。 また、各 委員 には ホー ムペー ジア ドレスを公開 し、 シス

テムの改善 ・改良 ・修 正な どの各 段階 にお いて、 シス テムの動作状 況(速 度) 、

画面展 開等 のチ ェヅクを随時実施 して もらい、 システ ムの検 証 を行 った。

A

『「
　一

古 すぺてのキーを含むCAND検 勲

子 いずれかのキーを含む(OR検 索)

地域指定=夢 指定しない

「町香川県「 愛媛県 「 高知県「 徳島県

研究機関指定=狂 指定しない

r大 学

r高 専

r国 の機関

r県 の機関

「 一般企業

最大表示徽 ・「 『

繋膨醐

瀕禰i
護

図13-6検 索初期画面例
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図13-7検 索結果画面例
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妻麹i・
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驚黙 慧
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tl.tt

氏名1;仲 谷 英夫

ふりがな:;な かや ひでお

専門分野:;地縁環境変遷学、古生物学 地質学

研究テーマ陸上環境変遷と脊椎動物
の進fbこ関する研究。

三}火元生物計測データの解析とデータ〔一ス構築。
人間の進化と環境の関係。

共同研究可能なテーマ
陸上環境変遷データベース構築とそのインターネット上での食間。
地域における環境変遷頴料を基にした博物館等の隈示設計。

技術相談可能なテ』マ
海外(特 に発展途上国)に おける野外調査の調査許可およびロジスティクスへのアドバイス。

・㌶

図13-8個 別データ表示画面例

13.4.4シ ス テ ム の概 要

本 システ ムは、 当セ ンター ホームペー ジの一部 の機 能 として動作 し、 クライア

ン トの ソ フ ト と してMicrosoftInternetExplorer3.0及 びNetscapeNavlgertor

3.0以 上の ブラウザ で利用 す るこ とがで きる。

(1)シ ステ ム構成

システム構成は、図13-9に 示す とお りであ る。研 究者デー タベースの閲 覧

は、 当セ ンター 内LAN、 又はイ ンター ネ ヅ トに接続 されて い る端末 か らア クセ

スす ることが可能で あ る。
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図13-9シ ステ ム構 成
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13.5ま とめ

13.5.1成 果

研 究者デー タベースの構築 にあた っては、

・研究者情報 の事前 入力 を行 い
、研究者の ア ンケー ト記入負担 を軽 減させた。

・委員 が所属 す る大 学 ・高専 のア ンケー トにあ た っては
、委員の全 面的な協

力が得 られた。

・多数の研究者 の協 力が得 られた
。

こ とによ り、当初 目標 の倍 近い約1500名 の研究者 を登録 す るこ とがで きた。

この こ とは、今後 とも当セ ンター と大学 ・高専 との連携 が円滑 に推進 で きるこ

とが再認識 され、今後登録 者の増加 が見込 める目途 がついた。研究機関別 の登録

者数は表13-2の とお りであ る。

検 索 システ ムの開発 にあ た っては、企業側委員 の意見 をシス テムに反映す るこ

とがで き、企業ニーズ に合 った(使 う側 に立 った)シ ステ ムを構 築す るこ とがで

きた。

メ ンテナ ンスにあた うては、今後 とも各大学 ・高専等 と連携 を密 に しなが ら行

うこ とで合 意が得 られた。

これ らの成果は、 平成11年3月19日(金)に 当セ ンターの ホームページに

お いて公 開 し、広 く産業界 に情報発 信 を行 った。

本ホー ムペー ジURLは,輌Uh//umLnt:$1£p.Q1:4pで あ る。

今後は、今回登録を行っていない大学 ・高専ならびに工業技術センターなど県

の研究機関に対しても、現登録者の実績を踏まえて、協力依頼 ・PR活 動を行い、

本データベースを充実させるとともに四国地域の活性化に努めて行きたいと考え

ている。

13.5.2今 後 予 想 され る効 果

本 デー タベース は、 四国の主要 な大学 ・高専及 び国 立研 究機 関等 の理工系研 究

者 を中心に、研究者 が有 す る研究 開発資源 をデー タベース化 した ものであ る。本

デー タベースはインターネ ヅ トを とお して産業界等へ情報 提供 を行 うことによ り、

四国地域 の技術振興 に資す るもの と考 えている。

具体的 には、

・産学官の連携強化 に寄与 する。

・企業 にとって技術相談 ・共 同研究の相手が見つけやす くな る
。
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・大学等の研究成果の技術移転が促進される。

な どの効 果 があ るもの と期待 され る。

表13-2研 究機 関別の登録者数

研 究 機 関 登録者数(人) 備 考

徳島大学 428

高知大学 272

愛媛大学 506

香川大学 87

高知工科大学 63

阿南工業高等専門学校 65

新居浜工業高等専門学校 59

四国工業技術研究所 31

㈱四国総合研究所 33

合 計 1,544
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14.長 崎 県観 光 写 真素材 デー タベ ー ス

の構築

長崎 メデ ィア ミックス協 同組合





14.長 崎 県観光 写真素材 データベースの構築

14.1長 崎 県の 特 徴

歴 史地勢的 に特 徴の あ る豊かな観 光資源 を有す る長崎 県は 日本 で も類 まれな歴

史 と文化 を有 してお り、 「エキ ゾチ ヅク」「異国情 緒」 のイメー ジで全国 に知れわ

た ってお り、訪 れ る観光 客 も多 く、年 間500万 人以上の人 々が訪 れ、その数で

は九 州一で ある。

一 方
、 近年の マルチ メデ ィア ブー ムか ら、既 に生 活 に必要不可欠 とな りつつあ

るイ ンター ネ ヅ トとい った情報通信 分野 をは じめ、 出版 ・印刷業界 、映像業 界等

にお け るデ ジタル 技術 の進展 に伴 いそ こで利 用され るコンテ ン ヅ(情 報 の中身)

の需 要は今後、急速 に高 まるもの と予測 され る。 また、イ ンター ネ ヅ トの普及 に

よ り様 々な問題 はは らみ つつ も情報 の グローバル化 は確実 に進展 してお り、 日本

と して世 界 に通用 す るコンテ ンヅとは何 か を再検討 すべ き時期 にあ るといえ る。

14.、2・ 目'的

この よ うな長崎 県の特 徴及 び技術 的、社会 的背景 を もとに長崎 メデ ィア ミヅク

ス協 同組合 で今 どの ようなコ ンテ ンヅが必要 とされ るか を検 討 した結果、長崎 県

に関 するコ ンテ ン ヅを保 存、整備す る とい う最 も基 本 的な部分 での手始 め と して、

長崎 県の写真素材 に関す るデータベ ース を構築す る ことをそのテー マ とした。

本デー タベース を構築 す るにあたり、具体 的な 目的 を以下に示す。

(1)現 在 長崎 メデ ィア ミックス協 同組合 にお ける写真素材作成 を含め た、 コ ンテ ン

ツ制作 時の システ ムは、Macintosh、Windowsが 混在 したものであ りネ ッ トワ

ー ク化 によ りシー ム レスな作業環 境 を実現する。

(2)写 真素材 デー タベース を構築 する際 画像 デー タのデ ジタル化 から、 コ ンテ ンツ

制作 までのデー タの流 れ をネ ヅ トワー ク化す ることによ り作業効 率ア ヅプ し、

データベース サーバー に よる画像 デー タの一元 管理 によ りワ ンソース ・マルチ

ユー ス に向けた シス テム構 築お よび事業展開 を図 る。

(3)作 成 したデー タベ ース を基 にイ ンターネ ヅ ト検索 が利 用可能 なデー タベース を

作成 し、広範 囲なユー ザーの獲得 を図る。
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14.3事 業 内容

143.1写 真 素 材 収 集

写真素材 の収集 については、、新規撮 影依 頼お よびス トック写 真の提供な どに

よ り約1200枚 の写真(35mmポ ジ)を 収集 す ることがで きた。なお各写真 に

対 しては、撮影 デー タの記録 を撮 影者 に依頼 しそのデ ータ をデー タベー スへ 蓄積

するこ とと した。

a.著 作権について

(1)撮 影者との間に於ける著作権の取 り決め

著作権とは

著作権の処理で問題となるのが、著作人格権である。この権利は著作者以外への

譲渡は不可能となっており、著作権を買い取ったつもりが、その実買い取 りが

可能な物は、著作財産権のみであ り、著作物の改変等による著作者からのクレ

ーム処理が発生する場合があり、特に芸術性の高いもの、著作者の思い入れの

強いもの等取 り扱いがデリケー トなものがあるので契約段階での明確化が必要

である。

著作権に於ける注意点

長崎県写真素材データベースを構築する際、写真買い取 りの契約書を作成する上

での注意点として以下のポイントを考慮し契約にあたった

・著作者財産権の全てを譲渡する旨の条項を織 り込む

・著作人格権の不行使特約条項を織 り込む

・デジタル化権の発生が予想されるので(2次 利用 を含め)こ れに対応 した条

項を織 り込む。

写真提供者への対応

本事業において、写真撮影者から提供された写真素材1200枚 については全て

買い取 りとし、上記の著作権における注意点も十分考慮し契約にあたった。

(2)被 写体に対する著作権の処理

写真の著作者(撮 影者)と の著作権 に関する問題の他に、写真に写 り込んだ内

容に対しても何らかの著作権の侵害を行っていないかのチェヅクも必要である。

具体的には特定の個人、団体名等或いは、芸術作品など著作権を有するものが

写っていないか等を細心の注意を払い考慮する必要がある。

インターネヅトによる公開及びCD-ROMに よ り配布するコンテンヅは更に注

意を要する。
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b.撮 影項 目 リス ト

今 回は、1200枚 の写真 を収集 し、画像デー タベース と して構 築 した。その

撮影 内容 を下表 に示 す。

ウイ ン ドサ ー フ ィン

オラ ンダ坂

グラバ ー園

グラバ ー園居 留地 祭 り

くん ち

シー ボル ト宅跡

二十 六聖 人殉 教地

ペー ロ ン

ペ ー ロン選 手権

ミ ニ 出 島

も み じ

ヨ ッ ト

ランタ ンフ ェステ ィバ ル

稲 佐 山 展 望

浦 上 天主堂

花

花 火

海

海(五 島 男 女 群 島)

外 人 墓 地

眼 鏡 橋

客 船

旧 オ ル ト住 宅

旧香 港 上海銀 行長 崎 支店

教 会

鯉 の ぼ り と西 海 楽 園

孔 子 祭

孔 子 廟

国 際 海 底 電 線 小 ヶ倉 陸 揚 庫

桜

三 菱 と フ ェ イ フ ァ ン

71

27

177

4
▲

只
U

O
O

4

▲

1

1

1

3

0

0

00

8

8

0

1

3

1

1

5

1

市街 地

出津 教会

出島

出島 阿蘭 陀商 館跡

小菅 修船場 跡

信号

崇福寺

西海楽 園

大漁旗

大波 止 周辺 開 発 地 域

滝 の観 音

竹 ん芸

中国盆

中国盆会

長崎駅と大波止周辺開発地域

長崎港

長崎夜景

唐人屋敷

帆船

飛帆 と帆船

風頭 と坂本竜 馬

福田サ ンセ ットマ リーナ

福 田 よ り見 た稲 佐 山

平和 の泉

平和 公園

墓(盆)

岬のマ リア祭 り

霧 氷

夕陽

龍

龍踊 り

9
ム

9
一

〇
∨

0

4

1

nJ

9
白

ρ
0

9
●

9
●

r
O

0

0

1
⊥

C
U

表14-1撮 影項 目 リス ト
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14.3.2デ ー タベ ース 構 築

本画像 デー タベース シス テムは、Web上 での公 開 を目的 と し、 尚かつネ ヅ トワ

ー ク内でのマルチ プラ ヅ トフ ォー ム化 を実現 す るた めに
、WindowsNTを プラ ッ

トフォー ムと し、マ イクロソ フ トSQLサ ー バー6.5を デー タベースエ ンジン と

したイ ン トラネ ヅ トシステ ム と して開発 を実施 した。開発 に際 しては、ASP

(ActiveServerPages)と 呼 ばれ る最新技術 を利 用 し、開発作業 の効率化 を図 っ

た。本技術 を利用す るこ とに よ り、Webサ ーバー&ク ライア ン ト間に於 け るイ ン

タラクテ ィブな数 々の処理 をCGIよ りも効 果的 かつ容 易 に開発 するこ とが可能

とな った。

a.ハ ー ドウェア構成

デー タベース構築用 サー バーは以下の とお り

富士通サーバ モデルGP518BIS

メモ リー128MB拡 張

HDDgGB×2拡 張

APC無 停電電源装 置

b.ソ フ トウェア構成

本デー タベで ス構築 に使 用 したアプ リケー シ ョンは以下の とお り

OS

マ イ ク ロ ソ フ トWindowsNT4.0サ ー バ ー

デー タベ ー ス ア プ リケ ー シ ョ ン

マ イ ク ロ ソ フ トSQLサ ー バ ー6.5

イ ン トラ ネ ヅ ト、 イ ン ター ネ ッ ト用 サ ー バ ー

マ イ ク ロ ソ フ ト イ ン タ ー ネ ッ トイ ン フ ォメ ー シ ョ ンサ ー バ ー4.0

DNSサ ー バ ー

マ イ ク ロ ソ フ トDNSサ ー バ ー

ア プ リケー ショ ン開発 ツール

マイ クロソフ ト ビジュアル イ ンター デ ブ
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c.概 念 図

今 回開発 したデー タベースは、図14-1左 部分 に示 す基本 デー タ、撮影 デー

タ、観 光 デー タ、写 真素材 デー タか ら構成 される リレーシ ョナルデー タベースで

あ る。なお 、写真素材 データ に関 して は、運用上 の レスポ ンス を考慮 し、 さ らに

サムネール表 示用、拡大 表示用、デー タ保存用 デー タか ら構成 され る。

本 デー タベー スの構造及 び各デー タの関係 を以下 に示 す。

検索フィルタリング用各テーブル

〔〕

〔〕
撮影データテーブル

〔〕

0

……

・大 区分テーブル

・中区分テーブル

・小区分 テーブル

↓

口 輪」㌔
1∈___'鎌 無 盤
領 入力、修正

↑
・国名テー ブル

・都道府 県名テーブル

・絞 りテーブル

・シャッタース ピー ド

アーブル

・フィル ムサイズ

テーブル
・露出補正テー ブル

・地名テーブル

・キーワー ドテーブル

〈ユーザー〉

図14-1デ ー タベー ス概 念図
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d.リ ンク フロー図

本 デー タベース システ ムに於 け る処理 の流れ は以下の とお りであ る。

なお、 イ ンターネ ッ ト上 か ら本 デー タベース にア クセスす る場合 は、デー タ検索

画面以 下のみ 閲覧可能 である。

メイ ンメニ ュー

データ登録

データ修正

データ削除

※

　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ 　 　 　 　 　 　 　 　 　

I

l

データ検索画面

サムネール表示画面

撮影データ表示画面

詳細データ表示画面

L_________,..一 一_______________一

※インターネッ ト利用者はこの

範 囲のみ閲覧可能

図14--2画 像 デー タベ ー ス用 ユ ー ザー イ ンター フェー ス リンク フ ロー 図

e.ユ ー ザ ー イ ン ター フ ェ ー ス

本デー タベー ス システ ムにお け るユーザ ー インター フェース を以 下に示 す。

(1)メ イ ンメニュー画面(図14-3)

(2)デ ー タ登録 画面(図14-4)

(3)デ ー タ修正 画面(図14-5)

(4)デ ー タ削除画 面(図14-6)

(5)デ ー タ検索画 面(図14-7)

(6)検 索結果表示 画面

a.サ ムネール表示(図14-8)

b.撮 影 データ表示(図14-9)

c.詳細デー タ表示(図14-10)
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図14-3長 崎県観光写真素材データ

ベースメニュー画面
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図14-4長 崎県観光写真素材データ

ベースデータ登録画面
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図14-5長 崎 県観光写真素材 データ

ベースデータ修正画面

図14-6長 崎県観光写真素材データ

ベースデータ削除画面
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f.運 用 システム

従来 よ り使用 して きた画像 デー タ取 り込 み機器、CD・ROMオ ー サ リング用機

器 、ホー ムペ ー ジ制作 用機 器 か らさ らに今回、画像 データベー スサーバ ー、IIS,

DNSサ ーバ ー を新 規追加 する ことに よ り、画像 デーー一・`夕べー ス をWeb環 境 で利用

可能な運用 システムの構 築 を実施 す ることがで きた。 この システム を有効 に利用

し、イ ンター ネ ッ トを通 じた写真 デー タ、 リースポ ジ等の レンタル、販 売事業 を

行 う。

(1)概 念 図

凝念図

撮影

願
↓

スキ 下ニ ング

Pf.

→
　 ニコ・　 ㎜

↓

灘襟鷲c操 ド5イフ

↓

詐ぷ鱈cv-R
・㌘ ㈱ トック)

、
ξ

,…

r,
.F
,
フ
才醒
嬢ポ{

.

り

〈'1)-RQ繊 弊システム 写鍍藷編 集

制作

亘繭
づギパサリンが　 シぐ

じ._u鞭 烈

鎌 ユ
欝 欝 バ.i・i・

、 ..i

嶺}ム　=き 誌
.揖

]離

{メデ ィア)

↓

蜻ロ白白賊.

兼惑
'吉㌧≒ →

ががぎ

,・・ス

玩ノ

↓ 。ぽ 拳1

叢熱 量 一 一麩
錫鰯 織 炉・一

一
蛎
iネソト青紙

r

…
妻

ζユ ー ザ ー 】

膨
〉＼

、 ∨ ・♂'

出統 銀糸

膏 ・

酬 ・讃作

.《

fン タ舶 ンテンツii

制作..、

愚"'
噸 ユーザー

レンタル

図14-11長 崎県観光写真素材デー タベース システム概念図
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14.4事 業 展 開

144.1 、 対 象 とす る業種 と利 用 目的

本データベースの事業展開を検討するに際 し、まず写真素材がどの分野でどう

いった利用法が考えられるかを検討し、本事業からどのようなアプローチで事業

展開を進めてゆくべきかの参考とする。

表14-2写 真素材 を画像デー タとして利用が予想される業種 と利用 目的

業 種 利用目的

官公庁 事業計画書、予算計画書、統計資料などの作成用

学 校 歴史、地理、観光などの学習教材用

美術博物館、図書館 観光写真の展示、写真ギャラリー

郷土資料館、地域施設 観光写真の展示

観光協会、観光案内所 観光紹介、旅行企画、観光案内パンフレッ ト

旅行会社、交通機関 〃

ホテル、旅館 ホテル案内パ ンフレット、館内TV放 映用

写真館 ポー トレー トの背景

テーマパー ク、 エ クスポ 大型映像装置による観光写真の展示

映像制作社 番組制作用、撮影構図検討用

出版社 出版物への挿入、観光ガイ ドブック出版

印刷業 カタログ、カ レンダー等の印刷

広告宣伝社 看板、テ レビCM作 成用

個 人 年賀状、絵はがき、アルバム(旅 行の思い

出)、 ホ ビー、 イ ンター ネ ッ トホームペー ジ作

成用

14.4.2写 真 素 材 デ ー タベ ー ス を活 用 した事 業 展 開

(1)CD-ROMな どの記録媒体の 制作 販売

・高品質、少数 カ ッ ト収録の もの:高 画質 の印刷 向け

・低品質、多数 カ ヅ ト収録の もの:観 光地 ガイ ド、 ホ ビー、

ホー ムペー ジ制作 用

(2)デ ー タベース を所 有 した事業展 開

・印刷代行、修 正/加 工/合 成 を受託、貸 出 し(課 金)

(3)イ ンターネ ッ ト等 を活用 した事 業展 開

・バ ラ売 り(通 販方式)

・委託販売(流 通市場方式)

・サーバ貸 し(貸 し トランク方 式)
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14.4.3長 崎 の 観 光写 真 素 材 集CD-ROMの 制 作

前項で、観光写真素材集CD-ROM制 作による事業化の調査研究を実施した

結果、「長崎の観光写真素材集CD-ROMの 制作に取 り組むこととした。その

背景としては以下の項目が考えられる。

(1)販 売不 振 が目立つCD-ROM業 界 にお いて もなおユー ザーの ニー ズの高

ま りか ら、発売 タイ トル数 が確実 に増えてお り、他 のCD・ROMタ イ ト

ル に比 べて も価格的 に採算ベ ースに合 うと考 え られ る。

(2)マ ルチ メデ ィア コンテ ンヅ技術 を習得 で きるこ と。

(3)ブ ラウザ設計技術、 オーサ リング技術 を習得 で きるこ と。

(4)観 光 長崎 を題材 とすれば、ユーザー のニーズ にマ ヅチす ると考え られ る

こと。

(5)シ リー ズ物 と して、継続 的な事業 展 開が図れ ると考 え られ ること。

(6)DVD等 の将来技術 の到来へ も対 応 して事業展 開で きる と考 え られ るこ

と。

a.長 崎県観光写真素材集CD・ROM仕 様検討

今回構築 した画像データベースを基に観光写真素材集CD・ROMの 製品化につ

いての検討を行 った。その概要を以下に示す。

(1)ユ ー ザ ー イ ンタ ー フ ェー ス 及 び絵 コ ンテ

ブ ラ ウザ に 関 す るユ ー ザ ー イ ン ター フ ェー ス及 び 絵 コ ンテ を 図14--12に 示 す 。

(2)CD・ROMス ペ ック表

最後 に本CD・ROMの スペ ックを表14-3に 示す。
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長崎県観光写真素材集CD-ROMの 仕様を以下の通 りとする。

対応 プ ラ＼ッ トフォー ム Windows3.1、Windows95、98

及 びWindowsNT4.O

Machintosh

画像データファイル形式 Windows'ビ ッ トマ ップ形 式

Machintosh'ピ ク ト形式(JPEG圧 縮)

掲載写真点数 最大300点

写真画像サイズ 640×480ピ クセ ル

写真1枚 当た りの

ファイルサイズ

Windows`901KB
.

Machintosh'250KB(平 均 値)

写真データの色深度

「

24ビ ッ トフル カ ラー

、
、

CD・ROMの 記録形式
'

(ファイル フォー マ ヅ ト)

マ ッキ ン トヅシュHFS十

ISO9660ハ イ ブ リヅ ド形 式

ファイル名の制 限
　 ISO9660レ ベル1に 準拠^

ブラウザの有無 有

ブラウザ作成用 ツール マ加メディアディレクター6.OJ又 はHTMLエ ディタ

パ ッケージ要領 プラスチ ックケー ス、 フロン トカバ ー

バ ック カバ ー 、 ブ ヅク レ ッ ト

盤 面印 刷、 帯 、登録 は が き

その他 インビジブル処理、カスタムアイコン追加

表14-3写 真 素材 集CD-ROMス ペ ック表

一161一



14.4.4販 売 体 制

本事業の 目的 として、 デー タベース構築 に よ って得 られ た成果物 と して の観光

写真素材 を販 売す ることにあ る。具体 的には イ ンター ネ ヅ トに よる写真素材 の販

売及びCD・ROMに よる著作権 フ リー写真素材 集の販売 を計画 してお り、以下 に

その内容 を示 す。

販売メデ ィア 画質 設定価格 販路

イ ンター ネ ッ ト 低 解像 度

640×480

ヒ。クセル

2000円 ・イ ン タ ー ネ ッ ト

高解像度 15,000円

～

20,000円

・イ ン タ ー ネ ヅ ト

CD・ROM 低解像度

640×480

3,800円 ・書店 販 売

・イ ンター ネ ッ ト直 販
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145課 題 と今 後の指針

本データベースを運用していく上で写真素材を利用する環境における現状分析

と今後どのような指針に沿って発展させていくべきかの検討を行う。

14.5.1写 真 素材 利 用 の 現 状

写真素材を扱う場合、クライアントの持ち込みを除き現在次のような方法があ

る。

(1)そ の都度、 プ ロカ メラマ ンに発注 して撮 影す る。

(2)リ ー スポ ジを使 用す る。

(3)素 材CD-ROMを 使 用す る。

14.5.2リ ー ス ポ ジ 、素 材CD-ROMに 対 す る不 満

(1)リ ー スポ ジの料金体 系は、 ロ ヅ トが少な く制作費 を抑 え られてい る地 方の中小

印刷業界 は、高 ず きる。(A4サ イズ印刷 物に使用 する大 きさで最低 でも1点

3～4万 円、ポ スター等 にいた っては写 真素材1点 の使用料 が最低7～10万

円 にもな る)

(2)雰 囲気のみの イ メー ジ写真は多 いが、特定 の場所や行事な どが少 ない。

14.5.3素 材 集 に対 す る ニ ーズ の 検 討

(1)長 崎 県の印刷 業 と して一番使 用頻度 の多 いイメー ジは、 やは り長崎 県の写真で

あ る。 しか し、素材 集や リー スポジで一番少ないのが、その地 方特定 の観光地

や年 中行 事の 写真であ る。

(2)例 えば、借用 で きるグラバー 園の写真は、市観光課、市企 画課あ るいは 県にも

数少 ない現 状 であ り、 リースポ ジで も数点 しか見当た らない。 グラバ ー園一つ

とって もア ングル、季節、 時 間帯で様 々な表情があ り、それぞれの建物 や庭 園

と しての風 景、展示物 な どを含め る と、 かな りの素材 にな る。

(3)こ の ような方法 で、長崎県の観光地 を網羅 している写真素材集CD-ROMが

あれ ば、 印刷業 界のみな らず、 パー ソナルユースの観点 か らも利 用者は かな り

の数 にのぼ る もの と考え られ る。 また、 同様の方法で 「お くんち」な ど主要 な

行事 の素 材集 も利用価値 が高 い と考 え られ る。
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(4)地 方 で制作 した もの が、 中央 での制作 物 と差別化 を図 るには、地方独 特の もの

をよ り深 く掘 り下 げてい るか ど うか にあ り、質の高 ささえ確保 すれば全国 シ ェ

アにのぼ る と考 え られ る。

14.6実 施体制

本事業における実施体制を以下に示す。
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147実 施 スケ ジュール

本事業 を実施するにあたってのスケジュールの計画値と実績値をそれぞれ実線

と点線で示す。

H10 H11

7 8 9 10 11 12 1 2 3

・企画、立案

・写真内容検討

及び収集

・デ ジタル化

・DBシ ステム設計

・DBシ ステム構築

・運用 システム構築

く

4

ぐ

洲

》

ゆ

)

ぐ

司

芦

4 レ

<

司 レ

レ

司 レ

< 断

司 ゆ

4 腎

※表中の実線は計画値、点線は実績値を表す。
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15.沖 縄 伝 統 空 手 ・古 武 道 国 際 人 材

リソー ス デ ー タベ ー ス

(株)ア イ エ ム ア イ コー ポ レー シ ョ ン



、



15.沖 縄伝 統空 手 ・古武道 国際人材 リソースデ ータベ ース

151概 要

沖縄 を起 源 と し世界 に広 が った空手 ・古武道の人やそれ に ともな う活動、施設

な どの リソー スをデー タベー スと して構築 する。

また、 世界4千 万の空手修練者 が利用で きる国際的環境 としてイ ンター ネ ッ ト

上 にサーバー を構 築、人材 ・道場 ・大会 な どの リソー ス検 索サー ビス として提供

し、国際的 なネ ヅ トワー クを利用 した空手道 ・古武道 の普及 発展 に役立て る。

152実 施 内容

空手 ・古武道 の流派 、活 動拠 点(国 内外)に 対 し調査 表(図15・1、15・2、15・3)

に基 づ く取材 を行 い、資料 を収集 した。

調査 内容 は沖 縄 県空手道連合 会の審議 を経 て決定 したが、各流派、道場 に登録

された人的情報(氏 名、生年月 日、有段、表彰経歴 な ど)を 取材 した。

また、道 場の ロケー シ ョンや施設 内容な どの情報 もあ わせ て取材 した。

取材 方法 は、原則 として郵送、その他E・mail、 イ ンターネ ヅ トホ三 ムペ ー ジCGI

入 力な どによる非 面談方式 とし、対象 団体 に対 して沖縄 県空手道連合会 か ら要請

文 をつけて行 った。

集 まった情報 は、空手マ ンマスター、道場 マス ター の2つ のデー タベー ス を

ACCESS.で 作成 、入力 し、基本 とな るデー タベー スの情 報は、、本事業 は公 開環

境 と して、 イ ンター ネ ヅ ト連動のサーバー をWindowsNT上 にWebを 構 築 し、

ODBC、CGIに よる 「オー プンデー タベース」で運 用 され る。

情報活用 で きる公 開情報 については、沖 縄県空手 道連合会 での審議 によるもの

と した。
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152.1実 施 体 制 .-t～ ・'・'・'「

本 データベース構 築 につ いては、沖 縄の伝統的特殊性 を擁 す るため、沖縄 県空

手道連合 会の中に空手道デー タベ ース構築実行委 員会お よび公開基準策定審査 会

を設 置 し、監修 および意思決定 を行 い進め た。

〈監修者〉

八木明徳 沖縄県空手道連合会 元老

く実行委員会〉

沖縄県空手道連合会

空手道データベース構築実行委員会

東江 康治

比嘉 世吉

比嘉 稔

仲本 政博

濱川 謙

(連合会会長:名 桜大学学長)

(連合会理事長:剛 柔流国際空手道連盟会長)

(連合会副理事長:小 林流究追館連合会会長)

(連合会副理事長:沖 縄伝統古武道保存会)

(連合会専務理事:琉 球新報事業局特命事業担当局長)

公開基準策定審査会

濱川 謙

新垣 勇

島袋 善保

仲程 力

蔵下 英喜

(連合会専務理事:琉 球新報事業局特命事業担当局長)

(連合会副理事長:小 林流講道館館長)

(連合会副理事長:中 部小林涜聖武館館長)

(連合会副理事長:沖 縄空手道協会会長)

(連合会事務局:剛 柔流国際空手古武道連盟副理事長)
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15.2.2工 程

デー タベー ス構 築作業 の実 際 の作業工程は、下図15・1の よ うに行 った。

項 目 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

実施計画策定 閉

事前調査 {

調査公開内容の策定 ぐ 閉

調査用インターネット環境整備 断

DMに よる調査表の送付 <

デー タベー ステ ンプ レー ト作 成 <

データ入力作業 < レ

イ ンターネ ッ トサーバ構築
レぐ

データベース連動システム構築 '
)

試験運用期間
ぐ )

公開開始
●

実行委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

図15'一 一1工 程
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152.3実 施計 画策定

実施計画については、平成10年8月7日 第1回 沖縄伝統空手 ・古武道国際人

材 リソースデータベース構築実行委員会において、事業概要、事業内容、成果、

事業の特徴(意 義 ・技術 ・利用 目的)に ついて十分に審議 し、決定 した内容を基

に、作業が進められた。

並行 して行った事前調査の内容を参考にし作業を進めた結果、予定通 り8月 下

旬に実施計画が完成 した。

152.4事 前調 査

実施計画を策定するにあた り、沖縄県空手連合会との間で、調査内容について

調整を諮った。

調査を行う際に個人のプライバシー等権利を侵害することのないように、連合

会の協力を得て、慎重な調査を心がけた。

結果、既存の名簿資料を入手できた。

次に、沖縄伝統空手 ・古武道についての参考資料(15.2.5)を 中心に調査を行

った。

沖縄空手、古武道の歴史、型を極め専守防衛に徹する沖縄伝統空手 ・古武道の

特殊性、流会派および個人の本調査に必要な組織系統や、その歴史について多く

の情報を得た。

152.5調 査公開 内容 の策定

調査公開内容については、個人のプライバシーにかかわる情報等も含む場合が

多く、公開基準を十分に検討して設定 した。

平成10年9月19日 の公開基準策定審査会において登録ならびに公開基準につ

いて次のように決定 した。

(1)マ スターデー タベー スへの登録

① マス ターデ ー タベ ース は、登録 希 望者 を審査 し、 審査基 準 に達 していた な ら

ばすべて登録するものであるが、非公開である。

尚、審査基準とは、登録希望者が沖縄の伝統空手を学んでいること、かつそ

の者を沖縄県空手道連合会の審査委員が、習熟したと認めることである。

②登録基準は次の通 りである。

1)調 査表の項 目を満た したもの。

2)調 査表の記載 に偽 りのないもの。

3)未 成年者にあっては保護者の同意 を得たもの。

4)悪 意の登録 をしないもの。
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(2)オ ー プ ンデー タベースで情報公開す る基 準

① マスターデー タベース に登録 された もの。

② 情報公 開 を希 望す るもの。'

③ 道場 の経 営者 であ るもの。

④ 流派 あ るいは会派 で指 導者 と認 め られた もの。

また、同年10月 ・11月 ・12月 の公 開基 準策定審 査会 にお いて、3回 にわた

る審議 の結果、 国 内な らびに国外の公開基準細則 が定 め られた。

公開基準細則

(1)マ ス ター デー タベー スに関 しては、登録票 を満た した ものは、すべ て登録 す る。

*虚 偽 の項 目がない ことを可能 な限 り確 認す る。

(2)オ ー プンデータベースに関 しては、次の規定を満たしたものを登録する。

①沖縄伝統空手道志武道の流 ・会派に属するものとする。

②登録者が沖縄伝統空手道古武道の流 ・会派に属するか否かの判断は沖縄県空

手道連合会が審査し、判断する。

③県外ならびに海外にある流派、会派、道場については、沖縄空手道連合会の

確認を得た上登録する。

④その他、沖縄県空手道連合会が認可 したもの。

15.2.6調 査用 インタ ーネッ ト環境整備

インターネットホームページの作成を主眼として取材 し、原稿作成 した。

ホームページの構成は次の通 りである。

①ホームページ扉

②空手連合会会長あいさつ

③登録画面

④沖縄空手連合会について

⑤沖縄伝統空手 ・古武道のあゆみ

⑥インターネット版空手新聞

構成 につい ては、 ホー ムペ ージへ のアクセス を高め る内容 を心 がけた。

その一つ として空手新聞 の中で、「沖縄伝 統空手 ・古武道世界大会 」を告知 した。
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152.7DMに よ る登録 票 の 送 付

世界 各国 か ら入力す るデー タ を収集 す る作業 を、事前調査 で収集 した情報 と、

新た に調査 し入手 した情報 をもとに、 ダイ レク トメール を送付 し、必要デー タを

記入の うえ、返信 して頂 くとい う方法 で行 った。

これ によ り、必要なデー タを得 る事 がで きたが、 さ らに充実 させなければな ら

ない と感 じている。

世界 的 な規模で情報 を収集 す るた めには、世界 にネ ッ トワー クを有す るマス コ

ミ等の協 力を得 るべ きであ る。

登録票 は、会派用、道場用、個人用 と区別 して送付 し、デー タの整理、入 力(登

録)作 業 がスムー ズに行 われた。

海外用 として、英文 を用 いて同様 の もの を作成 し、送付 した 。

◆ ダイレクトメール

(1)実 施内容

①名簿の収集

②送付名簿台帳作成

③登録項目の決定

④送付作業

(2)経 過 報告

①計 画通 り作業 は順調 に推移 。

②登録 申込みがあ った もの

15.2.9の デー タ入力作業 経過報告 を参照 。

③ テ レマー ケテ ィングに関連 して、 ダイ レク トメー ルの資料 を再 送付 す るケー

ス も多い。現在45件 の再送 付。' 、

152.8デ ー タベ ー ステ ンプ レー ト作 成

テ ン プレー ト作成 にあた り担 当者 間で事前調整 を行 ない、個 人テー ブル、流 派

テー ブル、会派 テー ブル、道 場テー ブル、段位テー ブル、 国籍 テー ブル にその他

に分 け、次いでそのデー タに よって作 られ る検索 ホー ムペ ー ジ、登録 ホー ムペー

ジを構成 した。

一172一



152. 、9デ ー タ入 力

ダ イ レク トメー ルの返信 お よび、E・mail、 イ ンターネ ッ ト上の ホー ムペー ジ

CGI、 その他 取材 等で得 た情報 を、 データベ ース として構築 す るための入 力作業

を行 った。

入力 については 空手マ ンマス ター、道場 マスターの2つ のデー タベー ス を

ACCESSで 作成 し、行 った。手順は図15-2の 通 りであ る。

【画面展 開 フロー 図】 ・

下記 図15-2の フロー図は、登録お よび検索の手順 をフロー図で表 した もの

であ る。

流派、会派 、道 場の順 にデー タを絞 り込み、 目的の デー タを登録 お よび検索 す

る。 ただ し、登録 に関 しては 目的 の会派(登 録 しよ うとする会派)が 存在 しない .'

ときは 、会 派、道 場 を登録 した後 に個 人デー タを登録 した。

闇

会派一覧

会派登録 道場登録

個 人一 覧 個人登録

図15-2登 録画 面 フ ロー図

制 作 の上で代表 され るプ ログ ラム(HTML)の 簡単 な説 明を図15--3に 記 した 。
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会派入 力HTML(登 録)

処理栖腰

まだ登録されていない会派データを登録するためのHTML。 この画面で会派を

登録すると、次に道場 を登録 する画面へ と移行す る。

処理概 要

登録 した個人データが正 しく入力 されたか を確認 するためのHTML。 ここで確

認されたデータは、マスターデー タベースに登録 される。

図15-3登 録HTML

◆データ入力作業経過報告

1)登 録申込み書数702件

2)登 録 申込書調べ

表15-1

日本(沖 縄) 567(438)
アメ リカ 58

アルゼ ンチ ン 48

イタ リア 8

カナダ 3

チ リ 3

イ ン ド 3

イスラエル 2

ペ ル ー 2

エクア ドル 2

スペ イン 2

デ ン マー ク .1

ベネズエラ 1

ノル ウ ェー 1

南ア フ リカ 1
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3)登 録 申込 み形 態

メーノレ25件

FAX350件

その他 ・327件

4)そ の他

a.流 派 ・会派 が複雑 で紛 らわ しい ため入力に注意 が必要 であ る。

b.今 まで事務局 に届 いた登録 申込書の数 がまだ まだ少な いので、引 き続 きテ

レマー ケテ ィングでの勧 誘に力 を注 ぐ必要性 を痛感 す る。

c.イ ンターネ ヅ トヘ ホー ムペー ジを開設 し、世界へ の門戸 と しての意 義は深

い もの があ るこ とを、各 国か らのメー ル等、 そ して寄 せ られ たメ ヅセー ジ

が今後 の沖縄 伝統空手 ・古武道 リソー スデー タベー スの拡 が りと重 要性 が

大いに期待 で きるもの を実感 した。

152.10イ ンタ ー ネ ッ トサ ーバ 構築 ・デ ータ ベ ース 連 動 シス テ ム 構 築

空手 データベー スを広 く一般 に公 開す る為 に、WindowsNTに よるイ ンターネ

ッ トサーバ を構築 す る。 また、デー タベースだけでな く空手 コ ンテ ンツのホー ム

ペー ジ を開設 し、全世界 に沖縄 空手 を広 く理解 して もらう。

(1)仕 様 書

①考 え方

a.フ レー ムを使用 し各 画面にて共通の メニューボ タンを選択 で きるよ うに

す る。

b.全 体 的に沖縄伝統の空手 ・古武道 の歴 史が感 じられ るよ うな画面構成 に

す る。

c.・ リソー スデー タベースの公開項 目が存分 に検索 で き、世界 へ広 がる沖縄

空 手の全貌 がわかるよ うな内容にす る。

②掲 載項 目及 びペー ジネー シ ョン

a.ト ップペー ジ

b.沖 縄県空手道連合会 会長あい さつ

c.デ ー ダベース 申込書

d.空 手道 古武道 のあゆみ

e.空 手新 聞 「第1回 沖縄 空手道 古武道世界大 会」開催 につ いて

③ 主 な機能

a.フ ォー ム機 能(リ ソースデー タベース登録 画面)

④ ウェブサーバ につ いての全貌 が分 か るよ うな内容 にする。

a.サ ーバの設 置場所 …(株)ア イエムアイコ一-diレー シ ョン内
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(2)計 画手順

下記の手順で作業をすすめる。

1.パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ にWindowsNTVer.4.0を イ ンス トー ル

2.続 けてInternetInformationServer4.0(OptionPack)を インストール

3.空 手 デ ー タベ ー ス の 公 開 デ ィ レク ト リ作 成

4.一 般 公 開 に 関 す る公 開 条 件 設 定(セ キ ュ リテ ィ)

5.デ ー タベ ー ス 基 本 設 計/作 成

6.デ ー タベ ー ス テ ン プ レー ト設 計/作 成

表15・2動 作環境仕様

ハ ー ド DOS/Vパ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タ(IBMAT互 換 機)

OS
MicrosoftWindowsNTVer.4.0(ServicePack4)+

InternetInfor皿ationServer4.0(OptionPack)

デ ー タベ ー ス MicrosoftAccess98

その他 ODBC(OpenDatabaseConnectivity)

※上記に記載されている内容は構築時の仕様

(3)実 施 時期お よび期 間

イ ンターネ ヅ トサーバ を構築 は9月 末頃 よ り作業 準備 に取 りかか り、 zlO月 前

半で作業 を完 了。その後、約1ヶ 月 をかけて、 デー タベース連 動 システム構 築 を

行な う。

表15-3実 施時期および期間

難業閻羅 繕業期闘 獅灘賠間

環境構築 9月28日 8時 間

サー バ設 定. 10月1日 ～10月8日 40時 間

デー タベー ス 10月9日 ～10月31日 120時 間

(4)報 告

構築 は特 に大 きな不具合 もな く手順 通 りに順 調に進行 した。運用 中の トラ ブ

ル(詳 細は15.2.11「 試験 運用 」で記述)で 幾度 かこの作業 を行 うこと と

な るが、構築作業で の大 きな問題は発生 しなか った。
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]
15.2.11試 験 運 用

(1)国 内外 の道場 か ら返送 され たDM、 メー ル、FAX等 の収 集

↓

内容 の確 認(ア イエ ムアイ)… …国籍、流派、道場等の数 とその内容

↓

登録 の決定(連 合 会審議 会)

(2)デ ー タの入 力(マ スターデー タベース)一

↓

検索 、入力等機 能 して いるか どうかの確認

↓

問題 点及び その解 決

(3)ウ エ ブの開設

↓

登録 の呼 びかけ

、レ

ア クセ ス ログの状況

(4)ウ エ ブサーバー のダ ウン

・↓

原 因調査.
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15.2.12公 開 開 始

平成10年12月 に試験 運転後 、平成11年2月 に公開 を開始 した。

現在 も引 き続 き登録 が行 われ てい る。

15.

15.

3広 報活動

苦

3.1記 者発表

沖縄県や国内外の空手 ・古武道関係者に利用を呼びかけ、情報等を募るほか、

一般へ対 して沖縄伝統空手 ・古武道
、 また沖縄伝統空手 ・古 武道 国際人材 リソー

スデー タベース構築事業 についての理解 、協 力 を求め ることを 目的 として行 った。

153.2県 外広報 活動

調査を進めてい く中で、告知活動の重要性が認識できたことから、関東在住関

係者に対する国内調査活動に合わせ、全国および国外空手 ・古武道関係者を対象

にした告知活動を行った。主な訪問先は、日本経済新聞社 ・共同通信社 ・外国人

記者クラブ ・インターネット情報誌を扱う出版社等である。

153.3テ レマ ーケ テ ィ ン グ

「沖縄伝 統空手 ・古武道 国際 人材 リソー スデー タベース 」へ の登録 を促 すため

平成10年9月 か ら11月 まで送 付 したダイ レク トメール の中で、 まだ登録 のな

い道場 主 に対 してテ レマー ケテ ィングを実施 した。

以下 内容 とその経過報 告 を行 う。

(1)実 施 計画

表15-4

実施期間 平 成11年1月11日 ～1月19日7日 間

実施時間 午後5時 ～午後9時4時 間

実施件数 500件

(2)実 施 した内容および手順等

表15-5

実施期間 計画通 り実施

実施 した方法 ・1件 あた り通話時 間 を9分 以 内 とす る
。

・道場主 と話 がで きるまで4回 まで コールす る
。

・2回 目以 降は別の 日に コールす る
。

・道場主は不在で家族が出た場合は、職場等の連絡先や

在 宅の期 日を聞 く。
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(3)報 告

① コール件 数等 の結果

コール件 数合 計500件/平 均 コール回数2 .9回

(4)ま とめ

「登録 する」「検討 中」 と答 えた方々の割合は全体 の半数 を超 えてお り
、 中で

も 「検討 中」の 中にも登録 を考 えて いる方 々 も多数あ り、 フォロー を継続 的 にす

れば登録数 が伸 びてい くもの と考え られ る。

この沖 縄伝統 空手 ・古武道 国際人材 リソー スデー タベース が少 しつつ で も充実

され てい くに したがい、積極 的な協 力等が え られ るもの と考 え る。
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